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括
と
展
望
に
か
え
て
1

i

一
九
三
二
年
に
起
っ
た
二
つ
の
事
件

一
九
二
九
年
十
月
、

ニ
ュ

i
ヨ
!
ク
株
式
市
場
の
大
暴
落
を
機
に
後
退
を
始
め
た
合
衆
屋
経
済
は
、

そ
の
後
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
・

D
・ロ

i
ズ
ヴ

ェ
ル
ト
政
権
が
成
立
す
る
三
三
年
前
半
ま
で
の
三
年
半
、

ほ
ほ
一
貫
し
て
下
降
を
続
け
、
深
い
谷
間
に
落
ち
込
ん
で
い
っ
た
。
経
済
危
機
は
、
既

存
の
政
治
体
制
が
有
す
る
秩
序
維
持
、

危
機
管
理
能
力
を
時
と
し
て
圧
挺
し
た
。

管
理
の
限
界
を
越
え
て
氾
濫
し
た
い
く
つ
か
の
危
機
の
様
態

は
、
旧
来
の
政
治
・
社
会
体
制
に
、
新
た
な
統
合
能
力
回
復
に
向
け
て
の
体
制
の
再
編
を
追
っ
て
い
た
。
通
常
、
大
恐
慌
の
時
代
、
経
済
危
機
の

時
代
と
し
て
一
括
さ
れ
る
一
九
三

0
年
代
の
中
で
も
、
二
九
年
末
か
ら
三
三
年
初
頭
に
か
け
て
の
時
期
は
、
三

0
年
代
危
機
の
到
来
を
告
げ
、
ま



見)Jfj，就業者数1)および完全失業者数(1929年-1933年〉〔表。

単位1，000人

1929年 1930年 1931年 1932年 1933年
就業者 失業者 就業者 失業者 就業者 失業者 就業者 失業者 就業者 失業者

1月 45，793 2，631 44，686 4，065 41，029 8，049 37，943 11，462 35，240 14，492 

2" 45，537 2，913 44.353 4，424 40，772 8，334 37，599 11，834 35，162 14，597 

3 "， 45，619 2，860 44，161 4，644 40，851 8，280 37，280 12，180 34，716 15，071 

4.f.f 46，289 2.217 44，447 4，386 41，083 8，075 37，067 12，420 35，100 14，714 

5 "， 46，715 1，817 44.561 4.299 41，162 8，024 36，677 12，837 35，499 14，341 

6 II 47，040 1.520 44，726 4，161 41，189 8，026 36.423 13，119 36，340 13，528 

7/1 47，546 1.042 44，718 4，196 41，271 7，971 36，143 13，425 37，057 12，839 

8// 47，966 649 44.160 4，782 40，835 8，434 35，987 13，608 37，812 12，111 

9" 47，736 907 43.928 5，040 40，553 8.743 36，505 13.118 38，502 11，448 

10 " 48，178 492 43，516 5，481 40，185 9，138 36，818 12.834 38，802 11，176 

11// 46，844 1，853 42，515 6，507 39，424 9，925 36，475 13，204 38，263 11，788 

12// 45，893 2，831 42，095 6，959 38，764 10，614 36，119 13，587 37，986 12，0461 

註 !l就業者は農業関系も含む。

〈室料〉 豆obertR. Nathan，“Estimates of Unemployment in the United Stares， 1929-1935，" 

table 1， 2より作成。

た
そ
の
危
機
に
対
す
る
体
髄
の
再
編
が
始
ま
る
三

0
年
代
の
序
曲
の
時
代
で
る
つ

た。
二
九
年
末
か
ら
三
三
年
前
半
ま
で
、

悪
化
す
る
経
済
概
要
を
示
す
ど
の
指
標
よ

わ
f
も、

乙
の
間
に
進
む
危
機
の
深
刻
さ
を
社
会
的
に
示
し
て
い
た
の
は
、
失
業
者

の
増
加
で
あ
っ
た
。

正
確
な
統
計
の
な
い
乙
と
が
、

こ
の
毘
の
失
業
問
題
に
対
す

る
我
々
の
理
解
を
著
し
く
不
鮮
明
に
す
る
が
、

れ
た
ロ
パ

i
ト
・
ネ

i
サ
ン
の
論
文
に
よ
れ
ば
、

ひ
と
ま
ず
一
九
三
六
年
に
発
表
さ

ζ

の
時
期
失
業
者
数
が
最
大
に

達
し
た
の
は
、
表
1
に
示
す
通
り
三
三
年
三
月
で
あ
っ
た
。
彼
は
、

こ
の
月
の
就

業
者
数
を
三
四
七
一
万
六
千
人
、
失
業
者
数
を
一
五

O
七
万
一
千
人
と
推
定
し
て

い
る
。
ち
な
み
に
こ
の
数
字
を
、

恐
慌
勃
発
前
の
二
九
年
三
月
と
比
較
し
て
お
こ

ャつ。

と
の
月
の
総
就
業
者
は
四
五
六
一
万
九
千
人
、

失
業
者
数
は
二
八
六
万
人
で

あ
っ
た
。
痩
宜
的
に
二
九
年
三
月
段
階
の
失
業
者
数
二
八
六
万
人
を
、

二
0
年
代

に
み
ら
れ
た
慢
性
的
失
業
者
数
と
仮
定
し
、

ま
た
死
者
を
考
え
ず
に
単
純
に
計
算

す
れ
ば
、

い
わ
ゆ
る
大
恐
環
の
た

二
九
年
三
月
か
ら
三
三
年
三
月
ま
で
の
潤
に
、

め
に
失
職
し
た
就
業
者
は
、

一
O
九

O
万
人
と
な
る
。
ま
た
、

二
九
年
三
月
段
階

に
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
一
三
一
万
一
千
人
の
勤
労
者
、

つ
ま
り
二
九
年
三
月
以
後

に
就
労
年
令
に
達
し
た
新
規
の
若
年
労
働
者
等
が
、

を
果
せ
ず
、

こ
の
間
労
融
市
場
へ
の
参
加

人
生
の
初
め
か
ち
失
業
の
群
に
呑
み
込
ま
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。



な
お
、

こ
こ
で
表
2
に
も
付
言
し
て
お
と
う
。

司
表
は
、

二
九
年
八
月
と
三
二
年
八
月
と
の
毘
に
お
け
る
、

各
業
種
あ
る
い
は
職
種
に
起
つ

た
雇
用
の
変
化
を
推
定
す
る
た
め
、

や
は
り
、
不
is
サ
ン
論
文
よ
り
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

業・職種別就業者数の比較 (1929年8月と1932年 8月)
単位:コラム(1)-(3)，1000人。コラム(4)，パーセント。

〔表2J

(1) (2) (3) (4) 

1929年 8丹 1932年 8月 (1)マイナス(2) (3)/(1) 

業 10，642 10，683 (41) (0.38) 

森林・漁業 280 93 187 66.7 

石 炭 514 313 201 39.1 

石油・ガス 221 112 109 49.3 

{也の鉱業 271 102 169 62.3 

，製造業 10.681 6.240 4.341 40.6 

独立手工業 344 317 27 7.8 

建設業 3.112 713 2.399 77.0 

道路建設・補修穏孫 440 536 (96) (21.8) 

自動車修理業 679 563 116 17.0 

郵政関採 279 276 3 1.0 

市街電車関係 199 144 55 27.6 

鉄道業 1.626 920 706 43.4 

電信・電話 581 437 44 7.5 

その地の輪送・通告業 852 655 197 23.1 

銀行，金融仲買，保験，不動産業 1，459 1，171 278 1ヨ.0
部売・小売業 5，814 4，758 1，056 18.1 

公務員〈他の分類を捺く) 1，039 919 120 11.5 

リクレーション・娯楽関祭 422 281 141 33.4 

その他の専門職 2，935 2，730 205 6.9 

ホテル等寝泊関係，レストラン i 1，271 961 310 24.3 

クリーニング業 411 327 84 20.4 

その他のドメスティク・サービス 3，008 2，002 1，006 33.4 

その他 886 734 152 17.1 

全 体 47，966 35，987 11，979 24.9 

両
時
期
の
間
に
起
っ
た
平
均
以
上
の
雇
用
の
縮
小
、

註① コラム(3H.:::おける( )内数字は増加を，その地ほ減少を示すc

② コラム{引における( )内数字は増加の割合を，他は減少の割合を示す。

〈資料) Nathan， op. cit.， table 2より作成。

つ
ま
り
失
業
者
を
よ
り
多
く
生
ん
だ
業
・

職
種
が
、

鉱
業
、

製
造
業
、

建
設
業
な

ど

一
般
的
に
産
業
労
動
者
に
係
わ
る
業

種
あ
る
い
は
職
謹
で
あ
っ
た
こ
と
を
、

こ

の
表
は
明
示
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し

て
、
卸
売
・
小
売
業
、
自
動
車
修
理
業
、

金
融
業
の
失
業
は
比
較
的
軽
く
、
専
門
職

お
よ
び
公
務
員
に
つ
い
て
は
ご
く
軽
微
で

あ
る
点
、

著
し
く
対
照
的
で
あ
る
。

乙
の

間
失
業
は
森
林
・
漁
業
、

鉱
山
地
域
を
別

と
す
れ
ば
、

圧
倒
的
に
都
市
の
、

そ
れ
も

工
業
都
市
、
大
都
市
を
中
心
と
し
た
地
域

の
製
造
業
お
よ
び
建
設
業
等
を
中
心
と
し

た
産
業
労
働
者
の
問
題
で
あ
っ
た
。

二
九
年
末
か
ら
三
三
年
初
頭
に
至
る
ま

で
、
か
か
る
経
済
危
機
の
下
で
の
露
大
な



四

失
業
者
の
増
加
に
対
し
て
、
既
存
の
合
衆
冨
の
政
治
・
社
会
捧
制
い
わ
ゆ
る
フ

i
ヴ
ァ

i
仏
体
制
は
、

ど
の
よ
う
な
危
機
管
理
、
秩
序
維
持
の
手
法

を
も
っ
て
臨
ん
だ
の
か
。
本
節
の
表
題
に
言
う
二
つ
の
事
件
と
は
、

一
九
三
二
年
に
お
け
る
フ

i
ヴ
ァ

i
体
制
の
そ
う
し
た
危
機
管
理
、
秩
序
維

持
の
手
法
を
象
徴
的
に
一
不
す
事
件
と
し
て
、

こ
こ
に
描
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
事
件
の
一
つ
は
、

こ
の
年
の
三
月
、
二

0
年
代
合
衆
国
経
済
の
擢

進
を
主
導
し
繁
栄
の
象
徴
と
し
て
君
臨
し
た
自
動
車
産
業
の
メ
ッ
カ
、
デ
ト
ロ
イ
ト
市
の
郊
外
デ
ィ
ア
ボ

i
ン
で
起
っ
た
、

フ
ォ

i
ド
・
ハ
ン
ガ

1
・マ

i
チ
と
呼
ば
れ
る
事
件
で
あ
る
。
ま
た
い
ま
一
つ
は
、

そ
れ
か
ら
西
カ
月
後
の
七
月
、
言
都
ワ
シ
ン
ト
ン
を
震
惑
さ
せ
た
男
知
の
ボ

i
ナ

ス
・
ア

i
ミ
i
事
件
で
あ
る
。
両
事
件
に
共
通
し
て
み
ち
れ
た
事
実
は
、
失
業
に
端
を
発
し
た
と
の
間
の
民
衆
運
動
に
対
し
て
、
既
存
の
政
治
・

社
会
体
制
が
秩
序
維
持
を
計
る
べ
く
究
極
的
に
発
動
し
た
、
暴
力
的
と
言
っ
て
し
か
る
べ
き
権
力
の
行
使
で
あ
っ
た
。

前
者
の
事
件
は
、
三
二
年
三
月
七
日
、
デ
ィ
ア
ボ

i
ン
に
あ
る
フ
ォ
ー
ド
の
ル
ー
ジ
ュ
工
場
門
前
に
お
い
て
、

フ
ォ
ー
ド
工
場
よ
り
解
雇
さ
れ

た
失
業
労
欝
者
を
中
心
と
す
る
三

0
0
0名
余
の
デ
モ
隊
と
、

こ
れ
を
迎
え
る
フ
ォ
ー
ド
社
と
の
聞
に
起
っ
た
。

こ
の
呂
、
共
産
党
系
の
労
働
運

動
指
導
者
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
、
再
雇
用
、
あ
る
い
は
一
時
解
雇
中
に
お
け
る
失
業
手
当
と
し
て
半
額
給
与
の
支
給
等
を
要
求
し
て
、
デ
ト
ロ
イ

ト
か
ち
発
し
た
デ
モ
隊
に
対
し
、

フ
ォ
ー
ド
社
は
一
切
の
交
渉
を
拒
絶
し
、
武
力
を
も
っ
て
労
動
者
の
工
場
内
へ
の
進
入
を
阻
止
し
た
。
最
大
の

衝
突
は
、
雇
用
部
の
あ
っ
た
ル
ー
ジ
ュ
工
場
第
三
番
ゲ
i
ト
馬
辺
で
起
っ
た
。
ゲ
i
ト
に
向
け
て
進
ん
だ
デ
モ
隊
に
対
し
、
デ
ィ
ア
ボ

i
ン
警
察

お
よ
び
フ
ォ
ー
ド
私
警
は
、
催
涙
ガ
ス
、
厳
冬
下
で
の
放
水
、

そ
し
て
最
後
に
は
マ
シ
ン
・
ガ
ン
の
乱
射
を
も
っ
て
応
え
た
。
デ
モ
隊
が
四
散
す

る
ま
で
、
第
三
ゲ
i
ト
周
辺
の
騒
ぎ
は
夕
刻
ま
で
続
き
、

こ
の
間
の
衝
突
を
遥
し
て
、
デ
モ
隊
の
西
名
が
頭
部
あ
る
い
は
胸
部
に
銃
弾
を
受
け
て

死
亡
し
、
六
十
名
が
負
毎
し
、
内
逃
げ
遅
れ
た
二
十
数
名
の
負
傷
者
が
騒
擾
罪
等
を
理
由
に
逮
捕
さ
れ
た

)
O

深
刻
化
す
る
恐
境
の
下
で
、

こ
の
事

件
は
、
失
業
者
の
危
機
的
生
活
状
況
あ
る
い
は
抗
議
の
権
利
よ
れ
ノ
も
、
既
存
秩
序
の
維
持
と
私
有
財
産
の
保
護
が
優
先
さ
れ
た
極
限
的
な
一
例
で

あ
っ
た
。

転
じ
て
同
年
の
七
足
二
八
日
か
ら
二
九
日
に
か
け
て
、
首
都
ワ
シ
ン
ト
ン
で
起
っ
た
ボ
ー
ナ
ス
・
ア

i
ミ
i
事
件
で
も
、
失
業
者
の
訴
え
は
苛



酷
な
形
で
拒
絶
さ
れ
た
。
し
か
も
こ
の
場
合
に
は
、

一
地
方
警
察
あ
る
い
は
企
業
権
力
で
な
く
、
連
邦
政
府
自
掠
が
事
件
の
一
方
の
主
役
で
あ
っ

た
。
乙
の
年
の
五
月
以
降
、
全
国
各
地
か
ら
首
都
ワ
シ
ン
ト
ン
に
断
続
的
に
集
ま
り
、

一
時
期
に
は
二
万
人
近
く
に
ま
で
上
っ
た
失
業
者
が
政
府

に
要
求
し
て
い
た
の
は
、
復
員
軍
人
と
し
て
彼
ち
が
持
っ
た
軍
人
思
給
の
一
括
繰
上
げ
支
給
で
あ
っ
た
。
彼
ら
の
多
く
は
ワ
シ
ン
ト
ン
市
内
の
ア

ナ
コ
ン
ダ
地
区
に
掘
立
て
小
屋
を
作
り
、
あ
る
い
は
ド
ラ
ム
カ
ン
な
ど
を
使
用
し
て
野
営
し
て
い
た
。
六
月
一
七
日
、
議
会
が
彼
ら
の
要
求
を
否

決
し
た
後
、

ワ
シ
ン
ト
ン
市
警
一
と
残
留
し
た
失
業
者
と
の
間
に
緊
張
が
高
ま
る
中
、
最
終
的
に
七
月
二
八
日
か
ら
二
九
日
に
か
け
て
、

フ
l
ヴ
ァ

i
政
府
が
歩
兵
、
騎
兵
、

タ
ン
ク
を
含
め
た
連
邦
軍
を
発
動
し
、
最
後
ま
で
首
都
に
残
っ
た
五

0
0
0名
か
ち
六

0
0
0名
の
国
軍
人
失
業
者
を

こ
の
事
件
の
概
要
で
あ
っ
た
。

議
会
が
ボ
ー
ナ
ス
・
ア

i
ミ
!
と
呼
ば
れ
た
彼
ら
失
業
者
の
要
求
を
否
決

ワ
シ
ン
ト
ン
か
ら
一
掃
し
た
の
が
、

し
、
七
月
一
六
百
に
閉
会
し
た
時
点
で
、
彼
ら
の
要
求
が
近
日
実
現
す
る
見
込
み
は
な
か
っ
た
。
だ
が
、
彼
ち
に
は
、
帰
郷
し
て
た
だ
ち
に
就
く

べ
き
職
場
は
な
く
、
彼
ら
の
多
く
は
無
気
力
に
そ
の
地
に
留
ま
っ
た
人
々
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

フ
i
ヴ
ァ

i
は
、
長
期
に
亘
っ
て
首
都
に
滞
在

す
る
無
宿
の
失
業
者
の
存
在
を
、
暴
力
的
社
会
主
義
革
命
へ
と
至
る
ア
メ
リ
カ
政
治
体
制
へ
の
脅
威
と
捉
え
て
い
た
。
七
月
二
九
日
、
彼
は
記
者

会
見
の
克
上
、

乙
の
事
件
に
次
の
よ
う
な
コ
メ
ン
ト
を
加
え
て
い
た
。

「
合
衆
冨
政
府
の
権
威
に
対
す
る
挑
戦
は
、
敏
速
に
そ
し
て
断
毘
と
し
て
処
分
さ
れ
た
。

乙
乙
数
カ
月
、
政
府
は
忍
耐
強
く
寛
大
に
事
に
対
し
て
き
た
が
、
政
府
の
自
立
を
保
揮
す
る
我
々
の
確
立
し
た
過
程
を
維
持
す
る
た
め
に
は
常

に
そ
う
あ
る
べ
き
よ
う
に
、

明
白
な
不
法
行
為
を
排
除
し
た
。
我
々
は
何
人
で
あ
ろ
う
と
、
政
府
の
破
壊
を
目
指
す
人
々
の
憲
法
上
の
権
利
の
悪

用
を
許
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
政
府
は
、
群
衆
の
論
理
に
よ
っ
て
強
制
さ
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
.

秩
序
と
市
民
的
安
定
が
、
今
日
我
が
国
国
民
の
す
べ
て
が
英
雄
的
か
つ
崇
高
な
努
力
を
費
や
す
経
済
再
建
と
い
う
大
き
な
仕
事
に
お
い
て
、
第

と
の
国
民
的
努
力
は
、
組
織
さ
れ
た
無
法
行
為
に
よ
っ
て
い
さ
さ
か
も
遅
滞
さ
れ
る
べ
き
で
な
い
。
我
が
政
府
の
第
一

の
義
務
は
、
憲
法
と
法
の
権
威
を
履
行
し
守
る
こ
と
で
あ
る
」
。

一
の
必
須
条
件
で
あ
る
。

五
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以
上
、

一
九
三
二
年
に
起
っ
た
二
つ
の
事
件
は
、
二
九
年
末
以
来
の
経
済
む
悪
化
の
下
、
既
存
の
合
衆
冨
政
治
・
社
会
体
制
が
秩
淳
の
誰
持
の

た
め
、
失
業
者
に
対
し
て
発
動
し
た
暴
力
的
な
権
力
の
行
使
と
い
う
、
三

O
年
か
ら
三
二
年
に
か
け
て
断
続
的
に
み
ら
れ
た
政
治
・
社
会
動
態
の

一
断
面
を
明
示
し
て
い
た
。
も
と
よ
り
、
右
の
ボ
ー
ナ
ス
・
ア
!
ミ

l
事
件
が
起
っ
た
三
二
年
中
葉
の
政
治
過
程
を
い
ま
少
し
精
査
す
れ
ば
、
我

々
は
、
か
か
る
権
力
の
発
動
の
一
方
、

旧
来
の
政
治
過
程
が
と
の
時
期
に
入
っ
て
よ
う
や
く
あ
る
種
の
政
策
転
換
を
失
業
問
題
に
模
索
し
て
い
た

と
と
も
、
あ
わ
せ
て
併
記
し
て
お
か
ね
ば
な
ち
な
い
。

乙
の
時
期
に
初
め
て
真
険
に
論
議
さ
れ
て
い
た
の
が
、

フ
ー
ヴ
ァ

i
政
権
が
そ
れ
ま
で
か

た
く
な
に
拒
否
し
て
い
た
、
連
邦
政
府
資
金
の
投
入
に
よ
る
失
業
者
救
済
事
業
で
あ
っ
た
。
連
邦
議
会
は
、

ボ
ー
ナ
ス
・
ア
!
ミ
ー
が
要
求
し
た

恩
給
一
括
支
給
を
否
決
し
た
法
廷
一
カ
月
後
の
七
月
一
六
日
、

連
邦
失
業
救
済
の
鳴
矢
で
あ
る
緊
急
救
済
建
設
法
(
何

5
2
m
gミ
克
己
主
き
仏

。。ロ
ω同
門
戸

H
n
z

。ロ
〉
え
)

を
可
決
し
、

一
一
一
日
大
統
領
フ

i
ヴ
ァ

i
は
こ
れ
に
署
名
し
た
。

司
法
に
基
づ
く
連
邦
失
業
救
済
資
金
の
貸
出
し
が
実

際
に
開
始
し
た
の
は
、

そ
れ
か
ら
数
日
後
、

つ
ま
り
連
邦
軍
が
ボ
;
ナ
ス
・
ア

i
ミ
i
を
首
都
か
ら
一
掃
し
た
四
日
後
の
八
月
一
自
で
あ
っ
た

G

ふ
れ

J

返
れ
ば
、
か
か
る
三
二
年
中
葉
に
採
用
さ
れ
た
連
邦
資
金
の
散
布
に
よ
る
失
業
者
救
済
事
業
が
、
制
度
的
紘
修
正
を
受
け
つ
つ
、

こ
の
数
カ
月

後
に
始
ま
る
ロ
!
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
政
権
の
ニ
ュ

i
デ
ィ

i
ル
政
策
に
継
承
さ
れ
、
三

0
年
代
合
衆
冨
政
治
の
経
済
危
機
に
対
す
る
最
も
基
幹
的
な
社

こ
こ
で
あ
わ
せ
て
明
記
さ
れ
る
べ
き
事
実
で
あ
っ
た
。

会
政
策
に
編
成
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
は
、

い
ま
筆
者
は
、
三
二
年
中
葉
か
ら
始
ま
っ
た
連
邦
政
府
資
金
の
投
下
に
よ
る
失
業
者
救
済
事
業
が
、

一
九
三

0
年
代
を
通
し
て
合
衆
国
の
経
済

-
社
会
構
造
が
抱
え
た
最
大
の
矛
窟
で
あ
る
露
大
な
失
業
者
の
要
求
に
、
ど
の
程
度
に
応
え
、
ま
た
彼
与
の
状
況
改
善
に
ど
れ
ほ
ど
の
役
割
を
果

し
た
か
に
つ
い
て
は
、
あ
え
て
こ
こ
で
の
評
植
を
保
留
し
て
お
き
た
い
。

そ
れ
は
、
広
い
意
味
で
の
ニ
ュ

i
デ
ィ

i
ル
政
治
体
制
の
歴
史
的
評
伍

に
係
わ
る
開
題
で
あ
る
。
た
だ
こ
れ
ま
で
の
議
論
か
ら
一
応
確
認
し
て
お
き
た
い
事
実
は
、
連
邦
失
業
救
済
の
開
始
と
い
う
、
三
二
年
中
葉
に
お

け
る
合
衆
国
既
存
政
治
・
社
会
体
制
の
部
分
的
と
は
い
え
一
応
の
再
編
成
に
及
ぶ
過
程
に
は
、
三

O
年
か
ち
三
二
年
に
か
け
て
、

フ

i
ヴ
ァ

i
体

制
と
呼
び
う
る
こ
の
期
の
政
治
・
社
会
仏
体
制
と
、
失
業
問
題
ま
た
失
業
者
の
運
動
と
の
間
に
、
た
だ
な
ち
ぬ
形
で
の
緊
迫
し
た
状
況
と
暴
力
的
事



件
が
現
実
に
集
積
し
て
い
た
と
い
う
明
ら
か
な
事
実
で
あ
る
。

二
九
年
三
月
に
大
統
領
に
就
任
し
た
ハ

i
パ

i
ト
・
フ

i
ヴ
ァ
ー
は
、

ま
た
周
知
の
ご
と
く
、

一
九
一
二
年
以
来
共
和
党
政
権
の
商
務
長
官
と

し
て
、
二

0
年
代
合
衆
国
政
治
・
社
会
体
制
の
中
心
的
構
築
者
の
一
人
で
あ
っ
た
。
彼
は
自
身
の
大
統
領
期
を
、

と
の
こ

0
年
代
品
体
制
を
支
え
た

し
か
し
な
が
ら
、
二

0
年
代
政
治
・
社
会
体
制
は
、

が
、
三

O
年
以
降
の
ご
と
き
圧
制
的
失
業
者
の
増
加
を
予
想
し
て
い
な
か
っ
た
。
三

O
年
か
ら
三
二
年
に
か
け
て
、
失
業
問
題
、
ま
た
よ
り
特
殊

社
会
制
度
を
も
っ
て
乗
り
切
ろ
う
と
し
た
。

一
定
規
模
の
失
業
を
想
定
し
た

政
治
理
念
、

に
は
失
業
者
運
動
に
動
揺
し
て
い
く
フ

i
ヴ
ァ

i
体
制
の
以
下
に
み
る
姿
態
は
、
深
ま
る
経
済
危
機
が
合
衆
国
社
会
の
既
成
秩
序
に
、
大
量
失
業

と
い
う
新
た
な
課
題
を
提
起
し
、
・
あ
わ
せ
て
と
の
秩
序
が
そ
れ
ま
で
許
容
し
て
き
た
市
民
的
自
由
の
限
界
と
意
味
を
、
改
め
て
開
い
直
し
て
い
く

過
程
で
も
あ
っ
た
。

小
論
は
以
下
、
三

O
年
か
ら
三
三
年
初
頭
ま
で
の
時
期
を
射
程
に
、

フ
i
ヴ
ァ

i
体
制
と
し
て
総
称
し
う
る
乙
の
期
に
固
有
の
政
治
・
社
会
体

制
が
、
広
い
意
味
で
の
失
業
問
題
に
、
ま
た
特
殊
に
は
失
業
者
の
運
動
に
、
ど
の
よ
う
な
対
処
の
仕
方
を
示
し
た
か
を
年
次
を
追
っ
て
検
討
し
、

こ
の
間
の
合
衆
国
政
治
・
社
会
体
制
の
あ
り
方
、

ま
た
そ
こ
で
の
市
民
的
自
由
の
あ
り
様
に
光
を
当
て
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
議
論
は

以
後
、
失
業
問
題
を
具
体
的
に
叙
述
す
る
際
に
は
、
資
料
上
の
制
約
も
あ
り
、

こ
の
間
状
態
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
共
に
最
も
深
刻
で
あ
っ
た
シ
カ

ゴ
を
と
り
、

こ
の
都
市
を
舞
台
と
し
て
進
め
ら
れ
て
い
る
。
特
定
の
一
都
市
を
取
り
上
げ
る
こ
と
は
、

こ
の
期
に
深
刻
化
す
る
失
業
問
題
が
既
成

の
社
会
機
構
を
突
き
揺
が
し
て
い
く
歴
史
過
程
を
、

よ
り
具
体
的
に
我
々
に
提
示
す
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
行
文
を
い
た
ず
ち
に
一
地
方
史
的

論
議
に
陥
ら
せ
な
い
た
め
に
、
適
宣
乙
の
閣
の
フ

i
ヴ
ァ

i
政
府
の
動
向
、
議
会
の
動
き
に
も
言
及
す
る
よ
う
配
」
由
思
し
た
。
第
二
節
は
、
二
九
年

十
月
か
ち
三

O
年
末
ま
で
の
状
況
を
、
第
三
節
は
そ
れ
に
続
く
コ
二
年
の
状
況
を
、

そ
し
て
第
四
節
で
、
三
二
年
の
変
動
を
扱
っ
て
い
る

G
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「
赤
」

(
レ
ッ
ズ
)
と
し
て
始
ま
る
失
業
者
の
運
動

一
九
世
紀
後
半
か
ら
の
工
業
化
、
都
市
化
、
ま
た
今
世
紀
初
頭
か
ら
の
「
組
識
化
」
を
通
し
て
、
合
衆
国
社
会
は
近
代
企
業
と
い
う
形
を
と
っ
た

資
本
、
行
政
化
し
た
国
家
、
さ
ら
に
は
そ
の
下
で
の
諸
階
層
に
分
れ
た
民
衆
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
に
毘
有
の
論
理
と
関
係
構
造
を
形

成
し
て
い
た
。
ち
な
み
に
第
一
次
大
戦
を
挟
ん
で
、
合
衆
国
に
お
け
る
労
働
者
の
動
き
に
も
一
つ
の
顕
著
な
変
化
が
起
っ
て
い
た
。
大
戦
前
の
労

働
者
の
行
動
を
特
徴
づ
け
た
重
要
な
一
位
相
は
、
移
民
系
労
働
者
ま
た
黒
人
労
働
者
を
中
心
と
し
た
、
労
働
者
の
職
場
移
動
率
の
一
品
き
で
あ
っ
た
。

景
気
の
短
期
的
変
動
に
よ
っ
て
生
じ
る
失
業
は
、

ζ

の
間
ほ
ぼ
漫
性
的
現
象
で
は
あ
っ
た
が
、
他
方
、
好
況
時
に
も
、
離
職
と
い
う
形
を
と
っ
た

つ芳

た2働
O 者

しの
か自
し発

的
転
職

そ
の
過
程
で
の
彼
ち
の
地
域
的
移
動
、

一
時
的
失
業
状
態
の
生
起
は
、
大
戦
前
に
お
い
て
は
あ
る
意
味
で
の
常
態
で
あ

こ
う
し
た
労
働
者
の
職
場
移
動
率
は
昌
立
っ
て
減
少
し
た
。
依
然
と
し
て
流
動
的
な
黒
人
労
働
者

を
別
と
す
れ
ば
、
移
民
労
働
者
ま
た
比
較
的
若
い
彼
ら
の
第
二
世
代
も
含
め
て
、
労
動
者
は
特
定
の
職
場
に
よ
り
長
く
定
着
す
る
額
向
を
強
め
た
。

一
九
二

0
年
代
に
入
る
と
、

二
0
年
代
に
興
経
す
る
合
衆
冨
社
会
の
都
市
文
化
、
消
費
傾
向
は
、
自
発
的
離
識
を
避
け
特
定
の
職
場
、
地
域
に
定
着
す
る
労
欝
者
と
い
う
、
労

観
者
の
世
界
に
お
け
る
新
し
い
議
流
と
無
縁
で
は
な
か
っ
た
。
失
業
試
こ
う
し
た
状
況
の
下
で
は
、
離
職
で
は
な
く
、
よ
り
本
質
的
に
解
雇
と
い

こ
の
事
実
は
、
二

0
年
代
、
失
業
問
題
を
景
気
循
環
の
問
題
と
桓
関
さ
せ
る
と
い
う
、
部
分
的
に

せ
よ
失
業
問
題
に
対
す
る
新
し
い
経
済
的
認
識
と
政
策
的
関
心
を
生
み
出
し
た
。
し
か
し
他
方
で
こ
の
事
実
は
、
極
め
て
逆
説
的
で
あ
っ
た
が
、

う
外
的
強
制
に
よ
っ
て
起
る
現
象
で
あ
っ
た
。

社
会
編
成
上
の
意
味
に
お
い
て
は
、
失
業
者
が
特
定
職
場
の
、
ま
た
特
定
住
区
民
衆
に
お
い
て
も
、
能
力
に
お
い
て
劣
る
、
社
会
的
威
信
の
低
い

少
数
者
と
い
う
状
況
を
よ
り
顕
著
に
定
式
化
し
て
い
く
も
の
で
も
あ
っ
た
。

:JL 



O 

一
九
三

O
年
、
既
存
体
制
が
失
業
問
題
に
当
て
た
国
有
の
座
標
軸
、
ま
た
そ
れ
に
対
す
る
社
会
政
策
上
の
構
図
を
理
念
に
お
い
て
支
え
て
い
た

の
は
、
後
述
す
る
フ
!
ヴ
ァ

i
政
権
の
景
気
対
策
、
社
会
理
念
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
行
政
府
の
動
き
を
割
愛
し
て
も
、

そ
の
構
図
は
一
応
次
の

乙
の
簡
の
景
気
後
退
は
な
お
短
期
の
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
匂
。
こ

ご
と
く
措
く
こ
と
が
で
き
た
。
二
九
年
十
月
以
後
、
三

O
年
末
ま
で
、

の
一
般
的
な
経
済
見
通
し
を
背
景
に
二
九
年
十
一
月
以
持
、

フ
i
ヴ
ァ

i
が
企
画
し
た
景
気
対
策
の
全
体
構
図
に
お
い
て
、
雇
用
お
よ
び
失
業
に

係
わ
る
第
一
義
的
社
会
政
策
は
、
ま
ず
実
業
界
の
経
営
努
力
と
い
う
枠
に
、

ほ
ぼ
全
面
的
に
包
み
込
ま
れ
て
い
た
。
ど
れ
ほ
ど
に
実
効
的
で
あ
っ

た
か
は
別
と
し
て
、
実
業
界
の
指
導
部
は
二
九
年
十
一
月
、

同
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
掲
げ
た
。
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
社
、

U
・

s
-
ス
チ
i
ル
等
の
大
資
本
を
中
心
に
、

ク
・
ス
プ
レ
ッ
ド

働
『
散
布
』
の
シ
ス
テ
ム
」
と
呼
ん
だ
、
労
働
時
間
の
削
減
、
作
業
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
組
み
替
え
、
ま
丸
栴
払
一
ね
た
印
字
の
手
段
に
よ
っ
て
、
雇

用
総
数
を
可
能
な
限
り
維
持
し
よ
う
と
す
る
様
々
な
労
働
シ
ス
テ
ム
が
、
各
企
業
体
の
人
事
部
を
中
心
に
開
発
さ
れ
て
い
っ
向
。
経
済
学
者
ダ
グ

こ
の
動
き
を
約
二

O
O
の
企
業
体
に
認
め
て
い
が

)
O

安
定
し
た
経
営
、
定
着
し
た
労
働
力
、
さ
ら
に
賃
金
労
動
者
の
消
費
購
買

フ
i
ヴ
ァ

i
の
要
請
を
受
け
て
、
雇
用
の
削
減
を
可
能
な
限
り
回
避
す
る
努
力
を
共

「
労

ブ
ラ
ウ
ン
が

ラ
ス
辻
三

O
年、

力
の
維
持
と
い
う
、
二

0
年
代
に
広
く
鼓
舞
さ
れ
た
新
し
い
経
営
理
念
を
下
敷
に
、
右
の
ご
と
き
実
業
界
の
雇
用
安
定
へ
の
努
力
は
、
三

O
年、

失
業
問
題
を
最
少
摂
に
抑
挺
す
る
基
幹
的
な
社
会
政
策
と
し
て
、
行
政
府
、
実
業
界
ば
か
り
か
、
失
業
問
題
に
敏
感
で
あ
っ
た
社
会
事
業
家
か
ら

も
、
強
い
支
持
を
受
け
て
い
た
。

か
か
る
状
況
の
下
で
、
起
り
う
る
失
業
は
企
業
体
が
そ
の
努
力
に
お
い
て
も
囲
い
き
れ
な
い
、
不
熟
練
を
中
心
と
し
た
い
わ
ば
最
も
社
会
的
に

不
安
定
な
労
働
力
か
ら
ま
ず
起
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
っ
た
。

こ
の
観
点
で
は
失
業
は
、
圧
倒
的
に
個
人
の
問
題
で
あ
っ
た
。
実
業
界
は
失
業
保
険

そ
の
点
で
は
毘
様
の
立
場
に
立
っ
た
。
失
業
者
を
不
安
定
な
労
働
力
と
す
る
一

制
度
の
法
制
化
に
反
対
し
て
い
た
。
だ
が
労
働
団
体
A
F
L
も、

般
通
念
(
あ
る
種
の
差
別
的
通
念
)

は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
彼
ら
む
人
種
的
、
民
族
的
構
成
と
も
無
関
係
で
は
な
か
っ
た
。
三

0
年
代
初
頭
の

失
業
統
計
の
不
備
は
こ
こ
で
も
我
々
の
分
析
に
大
き
な
障
害
と
な
る
が
、
た
と
え
ば
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア

ι関
し
て
の
ク
ラ

i
ク
の
調
査
は
、
三



。
年
後
半
か
ら
コ
二
年
前
半
に
か
け
て
、
同
市
で
救
済
を
受
け
た
失
業
者
の
約
半
数
を
、

の
南
・
東
欧
系
移
民
が
占
め
た
と
す
る
。

乙
の
割
合
は
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
大
都
市
、

黒
人
と
イ
タ
ワ
ア
人
を
圧
剖
的
多
数
と
す
る
第
一
世
代

工
業
都
市
の
一
般
的
領
向
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
え
る
。

三
O
年
、
実
業
界
の
雇
用
維
持
策
を
越
え
て
生
じ
た
失
業
者
は
、
基
意
的
に
は
個
人
の
問
題
で
あ
っ
た
が
、
政
治
的
レ
ベ
ル
で
言
え
ば
大
別
し
て

次
の
二
つ
の
行
政
上
の
対
象
で
あ
っ
た
。

一
方
で
、
彼
ら
は
、
地
域
共
同
体
の
慈
善
的
努
力
を
最
大
限
に
動
員
し
た
、
地
方
自
治
体
が
管
掌
す
る

貧
困
者
救
済
事
業
の
対
象
た
り
得
た
。

フ
i
ヴ
ァ
ー
は
合
衆
国
に
国
有
の
律
制
を
維
持
す
る
た
め
に
、
あ
る
い
は
そ
の
体
制
そ
の
も
の
の
一
機
龍

と
し
て
、
こ
の
地
域
共
同
徐
に
よ
る
失
業
救
済
の
必
要
を
強
調
し
て
い
た

G

し
か
し
、
失
業
者
が
社
会
的
に
最
も
不
安
定
な
労
働
力
で
あ
る
以
上
、

彼
ら
詰
ま
た
治
安
行
政
上
の
対
象
で
も
あ
っ
た
。
二
九
年
十
月
以
持
、
株
式
市
場
の
予
期
せ
ぬ
崩
壊
と
い
う
心
理
的
動
揺
も
投
映
し
て
、
合
衆
国

の
組
織
さ
れ
た
既
存
社
会
機
構
は
、
三

C
年
初
頭
か
ら
社
会
秩
序
の
維
持
と
い
う
開
題
に
明
ら
か
に
敏
感
で
あ
っ
た
。
と
く
に
、
三

O
年
初
頭
か

ら
起
っ
た
失
業
者
の
運
動
は
、

レ
ッ
ド
・
ス
ケ
ア
以
来
拡
散
し
て
い
た
合
衆
国
社
会
に
お
け
る
秩
序
維
持
シ
ス
テ
ム
、
と
り
わ
け
そ
の
警
察
的
機

詑
を
急
速
に
活
性
化
し
て
い
た
。2 

三
O
年
か
ら
三
三
年
ま
で
を
視
野
に
入
れ
れ
ば
、
失
業
者
の
運
動
は
そ
の
政
治
性
、
運
動
の
内
容
な
ど
多
様
に
分
岐
し
、
相
互
に
誌
索
制
し
あ

こ
の
点
に
つ
い
て
の
若
干
の
分
析
は
三
節
に
譲
る
。
当
面
の
我
々
の
課
題
を
三

O
年
に
限
定
す
れ
ば
、

う
側
面
が
あ
っ
た
。
が
、

こ
の
間
の
失
業

者
の
運
動
は
単
一
に
、
共
産
党
の
組
織
活
動
を
通
し
て
生
起
し
た
。
核
と
な
っ
た
の
は
当
初
、
共
産
党
系
の
労
働
者
組
識
と
し
て
二
九
年
に
組
識

さ
れ
た
労
働
組
合
統
一
連
盟
(
斗
E
L⑦

C
Z
O
D
C
三
ぞ
む
お
5

以
下
T
U
U
L
と
略
記
)

で
あ
り
、
三

O
年
七
月
以
誇
は
、

T
U
U
L
か
ら

で
あ
っ
た
。
運
動
の
展
開
は
三

O
年

一
応
独
立
し
た
も
の
と
し
て
設
立
さ
れ
た
、
各
地
域
の
失
業
者
評
議
会
組
識

(
C
5
5
三
0
3門
戸
。
。
三
回
三
宮
)

一
月
か
ら
翌
年
へ
と
、
共
産
党
の
組
識
方
針
の
変
化
も
含
め
て
多
少
の
起
伏
が
あ
っ
た
が
、

こ
こ
で
は
そ
の
初
発
に
つ
い
て
簡
単
に
概
観
し
て
お



こ
う
。
な
お
、
三

O
年
初
頭
の
時
点
で
失
業
者
の
推
定
量
は
、
前
年
の
冬
期
に
倍
す
る
お
よ
そ
四

O
O万
人
前
後
で
あ
っ
た
。

二
九
年
設
措
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
本
拠
を
お
き
、
約
七
五

C
C名
程
度
の
党
員
を
持
っ
て
都
市
部
を
中
心
に
活
動
を
展
開
し
た
ア
メ
リ
カ
共
産

党
が
、
二
九
年
十
月
以
韓
、
失
業
者
運
動
の
組
織
化
へ
と
向
か
っ
た
理
念
的
背
景
は
、
男
知
の
第
一

O
回
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
執
行
委
員
会
総
会
(
二
九

年
七
月
)

ア
メ
リ
カ
共
産
党
は
毘
年
十
二
月
、
中
央
委
員
会
に
お
い
て
来
た
る
べ
き
資

本
主
義
倒
壊
へ
の
政
治
関
争
の
前
衛
と
し
て
、
失
業
者
の
組
織
化
を
焦
眉
の
課
題
と
し
た
。
組
織
化
法
翌
三

O
年
一
月
か
ち
、
大
都
市
部
を
中
心

で
確
認
さ
れ
た
、
資
本
主
義
「
第
三
期
」
論
で
あ
っ
た
。

に
T
U
U
L
オ
ル
グ
を
核
に
始
ま
っ
た
。
「
労
働
か
、

そ
れ
と
も
」
失
業
期
間
中
に
も
「
賃
金
一
を

i
i
こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
に
、

移
民
系
労

働
者
住
区
の
フ
ラ
タ
ニ
テ
ィ
組
織
を
介
し
て
、

ま
た
工
場
の
門
外
に
お
い
て
、

慈
善
団
体
が
開
設
す
る
失
業
者
救
済
機
関
の
門
前
に
お
い
て
、

さ
ち
に
は
公
冨
等
に
お
い
て
、
行
き
か
う
失
業
者
を
担
別
に
呼
び
止
め
る
と
い
う
形
の
運
動
で
あ
っ
た
。
も
と
よ
り
、
共
産
党
中
央
が
運
動
を
よ

り
大
規
模
に
使
験
す
べ
く
企
画
し
た
中
心
的
行
動
は
、
街
頭
で
の
一
不
威
行
為
で
あ
っ
た
。
三
月
六
日
に
冨
際
失
業
デ
i
を
企
画
し
た
コ
ミ
ン
テ
ル

ン
の
指
タ
セ
受
け
て
、
三

O
年
二
月
か
ち
り
三
月
六
日
に
か
け
て
ニ
ュ

i
ヨ
i
ク、

シ
カ
ゴ
、
デ
ト
ロ
イ
ト
、

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
、
さ
ら
に
は
首

都
ワ
シ
ン
ト
ン
等
で
起
っ
た
失
業
者
の
か
な
り
大
規
模
な
デ
モ
は
、
二
九
年
十
月
以
降
の
経
済
状
況
の
変
化
を
そ
れ
な
り
に
反
映
し
て
い
た
。
頂

と
い
う
。
ま
た
デ
ト
ロ
イ
ト
で
は
、

フ
ォ
ス
タ
i
が
演
説
し
た
ユ
ニ
オ
ン
・
ス
ク
ウ
ェ
ア
に
三
万
五

0
0
0
人
の
群
衆
が
集
ま
っ
た

そ
れ
を
上
回
る
七
万
五

0
0
0人
が
と
の
日
の
示
威
行
為
に
巻
き
こ
ま
れ
た
と
い
う
。
乙
の
一
連
の
デ
モ
に

お
い
て
共
産
党
自
体
が
確
保
し
た
力
量
は
決
し
て
大
き
く
な
か
っ
た
が
、
失
業
者
が
、
こ
の
三

O
年
初
頭
の
段
階
で
す
で
に
一
定
の
行
動
力
を
一
不

一ュ

l
ヨ
i
ク
で
は
、

点
で
あ
っ
た
三
月
六
日
、

し
た
と
と
は
、

そ
れ
な
り
に
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、

と
の
事
実
は
ま
た
極
め
て
迅
速
な
治
安
当
局
の
反
応
を
も
呼
び
起
し
た
。
三

O
年
二
月
か
ら
三
月
に
至
る
デ
モ
を
な
お
一
層
特
徴
づ

け
て
い
た
の
は
、

こ
の
間
の
失
業
者
の
街
頭
示
威
行
為
を
た
だ
ち
に
共
産
党
の
不
当
な
騒
乱
行
為
と
指
定
し
、

こ
れ
に
徹
底
し
た
規
制
あ
る
い
は

弾
圧
を
も
っ
て
臨
ん
だ
各
都
市
治
安
当
局
の
動
き
と
、

こ
の
事
件
を
契
機
に
合
衆
国
政
治
に
特
異
な
形
で
組
み
込
ま
れ
た
赤
の
脅
威
と
い
う
思
潮



で
あ
っ
た
。
以
下
に
み
る
三

O
年
の
シ
カ
ゴ
の
状
況
は
、

こ
の
間
の
各
都
市
治
安
当
局
の
動
き
を
語
る
格
好
の
事
例
の
一
つ
で
あ
る
。

二
月
六

E
事
件
か
ち
一
週
間
後
、

シ
カ
ゴ
・
ト
リ
ビ
ュ

l
ン
紙
は
こ
の
事
件
に
寄
せ
て
、
次
の
ご
と
き
論
説
を
掲
げ
て
い
た
。

「
我
々
は
、

自

由
の
名
に
お
い
て
鼓
吹
さ
れ
行
使
さ
れ
る
暴
力
を
支
持
、
容
認
し
な
い
。
我
が
国
に
お
い
て
実
力
に
よ
る
革
命
を
唱
え
る
人
々
は
、

迅
速
に
実
力

に
よ
っ
て
対
処
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
G
:
・
・
:
し
か
し
、

ア
メ
ワ
カ
法
の
執
行
を
委
任
さ
れ
た
人
々
は
、
常
に
法
に
忠
実
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

警
官
が
法
的
規
制
に
従
わ
ぬ
パ
レ

i
ド
や
デ
モ
を
規
制
す
る
場
合
、
彼
ら
は
法
に
許
容
さ
れ
た
限
り
の
、

ま
た
状
況
が
許
す
限
り
の
自
制
を
も
っ

て
行
動
す
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
:
:
:
環
器
中
の
集
会
は
、

暴
力
へ
の
明
白
な
一
扇
動
が
存
在
し
な
い
場
合
、
実
力
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
る
べ

き
で
は
な
い
。
我
が
自
の
政
府
形
態
、
社
会
・
経
済
制
度
へ
の
批
判
は
、
す
べ
て
表
現
の
自
由
の
範
居
内
に
あ
る
。
表
現
、
出
版
、
集
会
の
自
由

は
、
多
数
者
ま
た
現
状
に
満
足
す
る
人
々
に
の
み
寂
ら
れ
た
権
利
で
は
な
い
。
異
を
唱
え
、
批
判
し
、
抗
議
す
る
こ
と
、
ま
た
そ
の
真
偽
を
関
わ

ア
メ
リ
カ
制
度
の
下
に
お
け
る
本
来
的
、
不
可
侵
の
権
利
で
あ
る
」
。

ず
不
満
を
明
示
す
る
た
め
に
集
会
を
持
つ
こ
と
は
、

実
の
と
こ
ろ
筆
者
は
、
右
の
社
説
を
い
か
に
理
解
す
る
か
に
つ
い
て
、

い
く
ぶ
ん
当
惑
し
て
い
る
。
三

0
年
代
初
頭
の
シ
カ
ゴ
・
ト
リ
ビ
ュ

i

ン
祇
の
論
語
を
通
観
す
る
と
き
、

た
。
に
も
拘
ら
ず
右
の
遥
り
の
論
説
で
あ
る
。
政
治
思
想
と
し
て
取
り
上
げ
れ
ば
、
右
の
社
説
は
、
合
衆
国
保
守
主
義
が
一
面
で
持
つ
奥
深
い
強

毘
紙
の
立
場
は
、

社
会
・
政
治
制
度
の
変
化
を
求
め
る
動
き
に
対
し
て
、

こ
の
間
一
貫
し
て
保
守
的
で
あ
っ

靭
さ
と
解
す
る
と
と
も
で
き
よ
う
。
だ
が
、

ひ
と
ま
ず
こ
こ
で
は
右
の
論
説
を
、
三
月
六
日
事
件
に
関
連
す
る
一
史
料
と
し
て
の
み
、

つ
ま
り
、

三
月
六
日
の
失
業
者
デ
モ
に
対
し
て
全
国
各
地
の
治
安
当
局
が
執
っ
た
規
制
は
、

ト
リ
ピ
ュ

i
ン
紙
の
目
か
ら
み
て
も
い
か
に
苛
烈
で
あ
っ
た
か

を
示
す
一
史
料
と
し
て
理
解
し
て
み
た
い
。

そ
し
て
当
面
我
々
に
と
っ
て
興
味
が
あ
る
の
は
、
右
の
よ
う
な
全
冨
状
況
に
比
べ
て
、

安
当
局
が
執
っ
た
こ
の
日
の
行
動
は
比
較
的
穏
提
で
あ
っ
た
と
こ
の
論
説
が
指
摘
し
て
い
た
点
で
あ
あ

)
O

し
か
し
実
態
は
異
な
る
。

シ
カ
ゴ
の
治

シ
カ
ゴ
に
お

い
て
の
状
況
は
、
実
の
と
こ
ろ
三
月
六
自
の
デ
モ
が
当
初
か
ら
大
規
模
に
は
不
可
能
な
よ
う
に
、

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

警
察
当
局
に
よ
っ
て
監
視
、
規
制
さ
れ
て
い
た



四

二
九
年
十
月
以
詩
、

シ
カ
ゴ
に
お
い
て
-
初
め
て
み
ら
れ
た
失
業
者
の
デ
モ
は
、

三
O
年
二
月
二
一
日
の
そ
れ
で
あ
っ
た
。

乙
の
目
、

正
午
前

か
ら
、

シ
テ
ィ
・
ホ

i
ル
に
向
け
て
市
中
心
部
の
ク
ラ

i
ク
・
ス
ト
リ
ー
ト
へ
と
、

一
二

O
O名
の
失
業
者
が
デ
モ
隊
を
組
織
し
て
行
進
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
シ
カ
ゴ
市
警
は
、
七

O
名
の
騎
馬
警
官
、

五
O
名
の
警
官
を
配
備
し
、

デ
モ
隊
が
郡
庁
舎
の
前
で
止
ま
り
演
説
が
始
ま
っ
た
時
、

交
通
妨
害
を
理
由
に
集
会
に
解
散
を
命
じ
た
だ
ち
に
規
制
に
入
っ
た
。
デ
モ
隊
は
握
揮
に
よ
っ
て
追
い
散
ら
さ
れ
、
そ
の
場
で
十
数
名
が
逮
捕
さ

れ
た
。
注
昌
す
べ
き
は
、
こ
の
衝
突
が
決
し
て
梶
発
的
な
事
件
で
は
な
か
っ
た
事
実
で
あ
る
。
シ
カ
ゴ
市
警
は
、
す
で
に
二
九
年
中
葉
に
、
通
称

「
レ
ッ
ド
・
ス
カ

l
ド
」
(
正
式
に
は
「
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・
ス
カ

i
ド
」
)
と
呼
ば
れ
た
治
安
警
察
部
を
設
置
し
て
い
お
よ

の
ち
に
、
後
述
す

共る
産 フ
党 イ
組ツ
織シ
のユ
内委
偵員
、会

情の
報シ
収 カ
集ゴ
活公
動聴
を会
行で
つ同
て部
い部
たg長

O メ

二イ

月ク

日 ノレ

のズ
デが
モ 証
弾言
圧し
は て

アこ
ょ
っ
に

ス
カ

i
ド
は
そ
の
設
立
時
か
ら
徹
底
し
た

こ
う
し
た
清
報
収
集
の
縞
の
中
で
起
っ
た
ス
カ

i
ド
の

計
画
的
な
規
制
行
動
で
あ
っ
た
。

二
月
一
二
日
事
件
以
降
、

ス
カ

i
ド
の
失
業
者
運
動
に
対
す
る
取
締
り
、
共
産
党
組
織
へ
の
攻
撃
は
一
一
層
徹
底
し
て
い
っ
た
。
翌
コ
二
年
中
葉

ま
で
、

ス
カ

i
ド
の
取
締
り
強
化
に
よ
っ
て
、

シ
カ
ゴ
に
お
い
て
は
失
業
者
の
公
け
の
デ
モ
は
大
半
抑
圧
さ
れ
た
。

ほ
と
ん
ど
の
デ
モ
が
事
前
の

共
産
党
組
織
へ
の
立
ち
入
り
、
指
導
者
の
検
束
に
よ
っ
て
抑
止
さ
れ
、
か
り
に
集
会
、
デ
モ
が
行
な
わ
れ
た
場
合
に
は
、
途
中
で
解
散
が
命
じ
ら

れ
集
会
参
加
者
の
多
く
が
歌
打
、
逮
捕
さ
れ
る
の
が
通
出
別
で
あ
っ
た
。
繁
を
い
と
わ
ず
こ
の
間
の
若
干
の
事
例
を
挙
げ
て
お
と
う
。
知
ら
れ
た
事

例
の
み
を
挙
げ
て
も
、
二
月
二
一
日
以
斧
乙
の
年
の
暮
ま
で
に
、

屋
外
集
会
が
、

七
月
四
日
、
八
月
九
日
、
十
一
月
二
四
日
と
計
四
件
の
デ
モ
、

そ
の
途
中
に
暴
力
的
な
形
で
解
散
を
命
じ
ら
れ
多
数
の
逮
捕
者
が
出
て
い
た
。

四
月
二
一
司
、

ま
た
二
月
二
六
日
に
は
、
市
内
の
ミ
ュ
ジ
シ
ャ
ン

-
ホ

i
ル
で
関
か
れ
た
四

O
O名
余
の
共
産
党
員
お
よ
び
そ
の
シ
ン
パ
の
屋
内
集
会

ι、
白
昼
、
武
装
警
官
が
押
し
入
ち
、
多
数
の
参
加
者
を
欧

打
し
た
う
え
、
三

O
O名
を
逮
揖
し
た
。
実
の
と
こ
ろ
乙
の
集
会
が
、
三
月
六
日
に
予
定
さ
れ
た
失
業
者
デ
モ
を
宣
揚
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ

た。



な
お
こ
こ
で
我
々
は
次
の
点
に
も
留
意
し
て
お
こ
う
。
三

O
年
を
通
し
て
シ
カ
ゴ
に
み
た
共
産
党
組
織
、
お
よ
び
失
業
者
の
デ
モ
、
集
会
に
対

す
る
警
察
の
一
連
の
暴
力
的
規
制
は
、

一
部
の
知
識
人
か
さ
厳
し
い
批
判
を
受
け
た
が
、
全
誌
と
し
て
み
た
時
、

シ
カ
ゴ
社
会
は
、

乙
と
さ
ら
こ

れ
に
大
き
な
関
心
を
寄
せ
な
か
っ
た
事
実
が
そ
れ
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
、
ば
、

た。

こ
れ
ら
の
暴
力
は
傍
観
さ
れ
て
い
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
な
か
っ

巨
を
全
国
政
治
に
転
じ
て
み
よ
う
。
三

O
年
を
通
し
て
シ
カ
ゴ
ま
た
抱
の
主
要
都
市
に
お
い
て
、
上
述
の
ご
と
き
警
察
の
治
安
行
動
が
一
般
的

に
容
認
さ
れ
て
い
た
事
実
は
、

こ
の
間
の
全
国
政
治
の
動
き
と
軌
を
一
に
し
て
い
た
。

い
ず
れ
三

0
年
代
後
半
に
非
米
活
動
委
員
会
と
し
て
蘇

る
、
下
読
史
上
治
安
問
題
に
つ
い
て
-
初
め
て
設
置
さ
れ
た
特
別
語
査
委
員
会
、

フ
ィ
ッ
シ
ュ
委
員
会
の
活
動
が
そ
れ
で
あ
る
。
右
翼
治
安
論
者
、

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
シ
ヴ
ィ
ク
・
フ
ェ
デ
レ

i
シ
ョ
ン
、

A
F
L
、
そ
し
て
ニ
ュ

i
ヨ
!
ク
商
工
会
議
所
と
い
う
、

二
十
世
紀
合
衆
国
政
治
に
お
い
て

は
決
し
て
奇
妙
で
な
い
組
み
合
せ
に
よ
っ
て
、
議
会
に
そ
の
設
置
が
求
め
ら
れ
た
フ
ィ
ッ
シ
ュ
委
員
会
誕
生
の
直
接
的
背
景
は
、
す
で
に
み
た
三

。
年
二
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
の
共
産
党
に
よ
る
失
業
者
組
織
活
動
の
活
発
化
で
あ
っ
た
。
三
月
五
日
、
下
院
に
合
衆
国
に
お
け
る
共
産
党
活
動

特
別
調
査
小
委
員
会
の
設
置
を
求
め
た
ハ
ミ
ル
ト
ン
・
フ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ジ
ュ
ニ
ア
は
、
議
場
に
お
い
て
そ
の
調
査
の
意
味
を
次
の
よ
う
に
語
っ
て

1
4
-
o
 

t
u
v
J
/
 

「
私
は
、
我
が
国
に
お
け
る
現
下
の
失
業
状
況
を
憂
う
る
も
の
で
は
あ
る
が
、

正
直
で
進
取
に
富
む
合
衆
国
の
労
働
者
が
、
:
:
:
共
産
主

義
者
の
指
揮
す
る
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
職
を
得
る
こ
と
を
支
持
す
る
こ
と
誌
で
き
な
い
」
。
共
産
主
義
者
は
、

「
我
が
国
の
高
い
生
活
水
準
、
賃
金
を
破
壊
し
、
労
識
者
が
惨
な
賃
金
で
積
き
、
薄
汚
な
い
政
府
所
有
の
住
居
に
住
み
、

ロ
シ
ア
に
お
け
る
が
ご
と
く
、
合
衆
国
労
働
者
の
奴
隷
化
を
企
画
し
て
い
る
」
と
。

ス
ト
さ
え
許
き
れ
な
い

最
終
的
に
議
院
運
営
委
員
会
議
長
ス
、
ネ
ル
の
名
で
提
出
さ
れ
た
決
議
は
、
五
月
二
二
巨
、

し
叫
。
こ
う
し
て
発
足
し
た
、
共
産
党
お
よ
び
「
合
衆
国
政
府
の
武
力
あ
る
い
は
暴
力
に
よ
る
転
覆
を
宣
伝
、
教
唆
、
支
持
す
る
す
べ
て
の
グ
ル

下
院
亭
ニ
二

O
対
一
八
と
い
う
圧
倒
的
多
数
で
通
過

!
プ
、
宿
人
」
を
対
象
と
し
た
、
下
院
特
別
語
査
小
委
員
会
、

い
わ
ゆ
る
フ
ィ
ッ
シ
ュ
委
員
会
は
、
以
後
、
三
一
年
一
月
下
院
に
調
査
報
告
を
提

一五



二ハ

ニ
ュ

i
ヨ
i
ク
、
ボ
ス
ト
ン
、

公
聴
会
を
開
催
し
て
い
っ
た
。
調
査
報
告
の
目
玉
で
あ
っ
た
共
産
党
非
合
法
化
等
の
提
案
は
、
結
局
コ
二
年
議
会
に
お
い
て
成
立
し
な
か
っ
た
が
、

シ
カ
ゴ
、
デ
ト
ロ
イ
ト
、

そ
の
他
大
平
洋
岸
地
帯
お
よ
び
南
部
と
全
国
各
地
で
極
め
て
一
扇
動
的
な

出
す
る
ま
で
、

乙
と
三

O
年
に
限
れ
ば
、
委
員
会
の
活
動
が
特
異
な
役
割
を
こ
の
間
の
政
治
・
社
会
過
程
に
担
っ
た
乙
と
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ

は
、
失
業
者
の
規
格
外
の
行
動
に
総
じ
て
非
寛
容
か
あ
る
い
は
冷
、
淡
で
あ
り
、
共
産
党
組
織
の
活
発
な
活
動
に
は
権
力
的
抑
圧
を
積
極
的
に
是
と

す
る
議
論
を
、
全
冨
政
治
の
上
に
乙
の
時
期
合
法
的
論
理
と
し
て
組
み
込
ん
だ
。

た
共
産
党
組
識
、
失
業
者
組
識
へ
の
治
安
機
関
の
規
制
、
抑
圧
行
為
を
、

そ
れ
が
結
果
す
る
機
能
は
、
各
地
域
で
現
実
に
実
施
さ
れ
て
い

さ
ら
に
鼓
吹
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

3 

こ
こ
で
若
干
視
点
を
変
え
て
、

フ
!
ヴ
ァ

l
政
権
の
三

O
年
の
動
き
に
目
を
や
っ
て
お
き
た
い
。
三

O
年、

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
失

業
者
の
抗
議
行
動
に
対
す
る
各
地
域
レ
ベ
ル
で
の
治
安
当
局
の
動
き
は
そ
う
じ
て
苛
烈
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
合
衆
霞
議
会
は
乙
の
動
き
を
容
認
、

鼓
吹
し
て
い
た
。
だ
が
、

フ
i
ヴ
ァ

i
政
府
が
、
失
業
問
題
を
こ
と
さ
ら
治
安
上
の
対
策
だ
け
で
片
付
く
と
考
え
て
い
た
わ
け
で
は
も
と
よ
り
な

ぃ
。
二
九
年
十
月
以
降
の
フ

i
ヴ
ァ
!
の
景
気
対
策
、

ま
た
乙
れ
に
包
摂
さ
れ
た
社
会
政
策
と
し
て
の
失
業
対
策
ほ
、

こ
こ
で
改
め
て
整
理
を
要

す
る
本
節
最
後
の
課
題
で
あ
る
。
紙
数
の
関
係
か
ち
彼
の
行
動
を
逐
一
列
挙
す
る
方
法
を
と
ら
ず
、
彼
の
景
気
対
策
の
概
要
と
そ
れ
を
支
え
た
理

念
を
、
以
下
主
た
る
考
察
対
象
と
し
た
い
。

フ
!
ヴ
ァ

i
は
三

O
年
十
二
月
、
議
会
へ
の
年
次
教
書
に
お
い
て
、
前
年
以
来
の
政
府
の
経
済
対
策
を
次
の
四
点
に
ま
と
め
、
改
め
て
そ
の
継

続
を
国
民
に
訴
え
て
い
た
。
二
九
年
十
一
月
、
大
統
領
自
身
を
ま
じ
え
た
ワ
シ
ン
ト
ン
で
の
一
連
の
会
議
で
同
意
さ
れ
た
、
景
気
後
退
を
抑
制
す

ベ
き
中
心
的
企
業
に
お
け
る
賃
金
水
準
の
維
持
、

お
よ
び
労
嶺
指
導
者
に
よ
る
ス
ト
ラ
イ
キ
自
制
の
継
続
、
詞
じ
く
こ
の
会
議
か
ら
ス
ロ

i
ガ
ン

と
し
て
揚
げ
ら
れ
た
、
連
邦
政
策
、
州
、
地
方
自
治
体
、
な
ち
び
に
各
産
業
・
実
業
誌
に
お
け
る
雇
用
維
持
努
力
の
継
続
、
第
三
に
、
政
府
お
よ



び
民
間
に
お
け
る
建
設
事
業
、
施
設
改
善
投
資
の
拡
大
、

サ
ー
ビ
ス
機
能
の
組
識
的
充
実
、
以
上
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
最
後
に
、
各
州
お
よ
び
地
方
自
治
体
に
お
け
る
失
業
者
救
済
活
動
お
よ
び
雇
用

外
観
的
に
は
二
九
年
十
一
月
か
ち
始
ま
っ
た
右
の
ご
と
き
フ

i
ヴ
ァ
!
の
景
気
・
不
況
対
策
に
は
、
極
め
て
個
性
的
な
一
線
が
指
導
理
念
と
し

て
全
体
体
を
貫
い
て
い
た
。
重
要
な
限
定
を
冠
し
た
上
で
、

そ
れ
は
、
政
治
構
造
に
お
け
る
行
政
主
導
の
理
念
と
呼
称
し
て
よ
い
も
の
で
あ
っ
た
。

彼
は
、

乙
の
不
況
に
寵
ん
だ
経
済
政
策
の
運
営
に
お
い
て
、
立
法
府

i
連
邦
議
会
が
果
す
役
割
に
少
な
か
ち
ず
否
定
的
で
あ
っ
た
。
彼
の
政
権
の

歴
史
的
位
桓
に
は
、

お
そ
ら
く
フ

i
ヴ
ァ

i
自
身
が
抱
く
政
治
運
営
の
理
念
と
深
く
関
連
し
て
、
も
は
や
行
政
府
が
要
請
す
る
場
合
を
除
い
て
こ

と
さ
ら
立
法
活
動
を
要
さ
ず
と
も
、
不
況
に
十
分
対
処
し
う
る
機
龍
的
統
一
を
保
っ
た
合
衆
雪
国
家
と
、
そ
れ
を
支
え
る
合
理
的
な
政
府
行
政
機

構
が
存
在
す
る
と
い
う
認
識
が
、
極
め
て
特
徴
的
な
も
の
と
し
て
表
層
に
突
起
し
て
い
た
。
三
一
年
、
不
況
の
一
一
層
の
深
化
亭
一
受
け
て
世
上
に
強

ま
っ
た
特
別
議
会
召
集
の
要
請
を
、
彼
が
不
要
と
し
て
拒
絶
し
た
行
動
は
象
徴
的
で
あ
る
と
共
托
、
そ
の
行
動
の
意
味
は
大
き
か
っ
た
。

議
論
を
進
め
よ
う
。
だ
と
す
れ
ば
、
彼
が
自
身
の
景
気
・
不
況
対
策
を
十
分
に
装
填
、
治
化
し
う
る
と
し
た
近
代
的
合
衆
冨
菌
家
、

そ
こ
詑
お

け
る
行
政
機
能
と
は
、

ど
の
よ
う
な
組
織
上
の
理
念
に
立
脚
し
た
の
か
。
二
九
年
十
一
月
以
降
、
彼
は
手
法
の
上
で
は
景
気
・
不
況
対
策
に
係
わ

る
行
政
の
優
位
を
主
張
し
た
が
、
彼
自
身
の
論
理
に
お
い
て
は
決
し
て
矛
盾
を
き
た
す
乙
と
な
く
、
行
政
「
機
構
」
の
必
要
以
上
の
拡
大
そ
政
治

・
社
会
の
官
僚
化
、
統
制
化
に
繋
が
る
も
の
と
し
て
否
定
し
た
。
立
法
府
の
行
動
を
訪
し
が
る
彼
の
動
き
に
は
、
行
政
府
に
不
条
理
で
浪
費
的
な

官
僚
機
構
の
設
置
を
強
要
す
る
、
特
殊
な
地
域
利
害
あ
る
い
は
圧
力
団
体
を
パ
ッ
ク
と
し
た
、
議
会
の
ブ

E
i
カ
!
的
活
動
へ
の
警
戒
が
顔
を
窃

か
せ
て
い
た
。
彼
の
公
共
事
業
へ
の
認
識
が
一
日
別
で
あ
っ
た
。
彼
は
二
九
年
十
一
月
以
降
、
記
述
の
通
り
、
不
況
下
で
の
公
共
事
業
の
拡
大
を
雇

用
対
策
の
一
環
と
し
て
重
視
し
た
。
が
、

乙
の
場
合
の
彼
の
言
う
公
共
事
業
と
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
主
体
が
計
画
を
十
分
検
討
し
た
、
か
つ
長

期
的
な
社
会
の
必
要
に
合
致
し
た
公
共
事
業
の
推
進
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ポ

i
ク
・
パ

i
レ
ル
と
彼
が
呼
ん
だ
議
会
の
圧
力
に
よ
る
徒

な
公
共
事
業
資
金
の
散
布
は
、
雇
用
創
出
効
果
が
薄
い
ば
か
り
か
、
複
雑
な
行
政
を
連
邦
に
求
め
、
結
果
と
し
て
行
政
の
官
擦
化
や
社
会
の
統
制

七



八

化
を
促
す
も
の
で
る
っ
た
。

行
政
を
全
体
的
な
機
構
と
し
て
捉
え
た
時
、

フ
i
ヴ
ァ

i
が
強
調
し
た
い
ま
一
点
は
、
連
邦
、
州
、
地
方
自
治
体
と
い
う
、
三
層
に
分
れ
た
合

衆
国
政
治
機
構
の
各
々
に
振
り
分
け
ら
れ
た
、
相
応
の
役
割
分
担
と
い
う
発
想
で
あ
っ
た
。
後
は
こ
の
分
担
を
、
合
衆
国
が
伝
統
的
に
誇
る
市
民

ア
メ
リ
カ
ン
・
シ
ス
テ
ム
と
呼
ん
だ
。
分
担
の
内
容

の
自
由
を
守
り
、
か
つ
そ
の
自
由
な
行
動
を
引
き
出
す
最
も
民
主
的
な
政
治
体
制
と
し
て
、

は
後
述
す
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
連
邦
行
政
の
不
均
衡
な
突
出
、
機
構
化
は
、

こ
こ
で
も
国
家
の
統
制
化
、
官
僚
化
を
促
す
も
の
と
し
て
彼
に
お

い
て
は
厳
し
く
自
制
さ
れ
た
。

右
の
ご
と
き
組
織
上
の
理
念
を
枠
組
と
し
て
、

フ
i
ヴ
ァ
!
の
不
況
対
策
に
臨
む
政
治
手
法
は
、
結
論
的
に
は
次
の
四
点
の
主
張
に
要
約
し
う

る
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
第
一
は
、
国
内
外
に
対
し
て
通
貨
の
安
定
と
国
家
需
用
を
維
持
す
る
、
均
衡
財
政
堅
持
の
主
張
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
乙

の
点
は
、
公
共
事
業
の
拡
大
の
一
方
、
不
況
に
よ
る
税
収
抵
下
の
た
め
、
連
邦
財
政
が
赤
字
に
転
じ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
コ
二
年
財
政
年
度

よ
り
大
き
な
政
策
課
題
と
し
て
浮
か
び
上
が
っ
て
い
く
問
題
で
あ
っ
旬
。

の
後
半
(
一
一
二
年
初
頭
)
か
ら
、

時
期
的
に
は
こ
の
問
題
に
先
立
っ
て
、

フ
i
ヴ
ァ

i
の
政
治
手
法
を
特
徴
づ
け
た
第
二
点
は
、

リ
ベ
ラ
ル
・
コ

i
ポ
ラ
テ
イ
ズ
ム
あ
る
い
は
ボ

ラ
ン
タ
リ

i
・
ア
ソ
シ
ェ
シ
ォ
ナ
り
ズ
ム
と
も
呼
ぶ
べ
き
、
彼
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
経
済
・
社
会
一
編
成
論
で
あ
っ
た
。
と
の
点
に
つ
い
て
は
一
定
の

先
行
研
究
が
す
で
に
あ
る
が
、
立
論
に
必
要
な
摂
り
で
若
干
の
私
見
を
加
え
て
お
き
た
い
。
乙
こ
で
言
う
彼
の
リ
ベ
ラ
ル
・
コ

i
ポ
ラ
テ
イ
ズ
ム

と
は
、
成
長
す
る
合
衆
国
経
済
を
世
界
経
済
の
中
で
活
動
す
る
統
合
的
な
一
有
機
体
と
し
て
措
定
し
、

そ
の
成
長
と
効
率
化
に
向
け
て
盟
内
の
産

業
、
社
会
活
動
が
複
合
的
に

具
体
的
に
は
実
業
界
の
最
も
横
断
的
な
組
織
で
あ
る
合
衆
国
商
工
会
議
所
を
頂
点

に
、
産
業
界
の
各
業
種
が
各
々
独
自
の
全
国
的
な
協
力
組
織
を
持
つ
こ
と
を
第
一
義
と
し
た
。

「
組
織
」

さ
れ
て
い
く
こ
と
、

フ
l
ヴ
ァ

i
が
二

0
年
代
を
通
し
て
、
産
業
界
に

族
生
す
る
業
種
別
の
実
業
協
力
組
織
、

ト
レ
ー
ド
・
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン

(
業
界
団
体
)
結
成
の
最
大
の
提
唱
者
で
あ
っ
た
こ
と
は
改
め
て
言
う

ま
で
も
な
い
。
理
念
的
に
は
い
ま
一
つ
不
鮮
明
で
あ
っ
た
が
、

A
F
L
を
頂
点
と
し
た
労
働
団
体
は
、
産
業
平
和
を
保
ち
、
あ
わ
せ
て
大
衆
の
消



費
購
買
力
を
支
持
す
る
も
の
と
し
て
、
政
治
過
程
お
よ
び
個
々
の
労
使
関
係
に
お
い
て
乙
の
統
合
的
産
業
秩
序
に
自
発
的
に
協
力
す
る
、

つ
の
独
自
の
機
能
集
団
と
し
て
位
置
づ
け
ち
れ
た
。

い
ま

伊

}

事

伊

}

ノ

、

J
j
J
/
?
L
 

フ
i
ヴ
ァ
ー
に
よ
れ
ば
、

こ
う
し
た
組
識
さ
れ
た
業
種
別
の
全
国
的
産
業
組
織
、

ま
た
こ
れ
に
協
力
す
る
社
会
集
団
組
織
は
、
他
方

で
、
経
済
の
成
長
に
不
可
欠
な
新
し
い
研
究
や
開
発
の
促
進
、
ま
た
こ
れ
に
基
づ
く
新
産
業
分
野
へ
の
資
本
と
労
動
力
の
自
由
な
移
動
等
を
最
大

誤
に
可
誌
に
す
べ
く
、
制
度
と
し
て
誌
常
に
柔
軟
性
と
弾
力
性
を
持
つ
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ち
な
か
っ
た
。

は
、
な
に
よ
り
そ
の
本
来
的
罵
性
と
し
て
全
冨
的
規
模
の
自
発
的
な
協
力
の
組
識
で
あ
り
、
強
制
的
あ
る
い
は
閉
鎖
的
な
組
織
で
あ
っ
て
は
な
ら

な
か
っ
か

)
O

ホ
i
リ
i
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
反
ト
ラ
ス
ト
法
は
乙
の
限
り
で
フ

i
ヴ
ァ

i
に
と
っ
て
一
定
の
意
義
を
持
っ
た
)
。
転
じ
て
こ
の
協

つ
ま
り
そ
こ
で
求
め
ら
れ
る
組
識
と

力
と
い
う
名
の
全
国
的
な
産
業
界
の
組
識
化
と
、

そ
こ
で
の
組
織
構
造
の
弾
力
性
あ
る
い
は
組
織
間
の
均
衡
を
採
堕
す
る
の
が
、
教
密
な
語
査
詑

カ
と
経
済
・
社
会
構
報
の
収
集
能
力
を
持
ち
、
各
産
業
、
社
会
組
識
に
公
益
と
い
う
理
念
を
背
景
に
「
非
立
法
的
」
勧
告
能
力
を
持
っ
た
、
連
邦

行
政
機
構
で
あ
っ
た
。
多
く
の
民
間
ブ
レ
ー
ン
を
活
用
し
た
連
邦
行
政
は
、
こ
こ
に
お
い
て
も
同
様
に
統
制
的
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。
そ

れ
は
機
能
化
し
た
各
経
済
・
社
会
集
団
の
自
発
的
で
合
目
的
的
な
協
力
を
促
す
、

そ
れ
自
体
も
機
能
的
で
自
制
的
な
制
度
で
あ
る
こ
と
を
彼
は
求

め
た
。二

九
年
十
月
以
降
の
景
気
後
退
は
、

フ
ー
ヴ
ァ
ー
に
と
っ
て
、
ま
さ
に
ζ

の
理
念
と
し
て
の
け
ソ
ベ
ラ
ル
・
コ
ー
ポ
ラ
テ
イ
ズ
ム
が
能
力
を
発
揮

す
べ
き
、
新
た
な
挑
戦
の
機
会
で
あ
っ
た
。
景
気
後
退
は
、

た
え
ず
変
化
す
る
経
済
状
況
を
一
つ
の
モ
デ
ル
と
し
て
措
定
す
れ
ば
、
当
然
起
り
う

る
事
態
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
フ

i
ヴ
ァ

i
が
描
く
非
宮
積
的
産
業
組
織
モ
デ
ル
の
下
で
、
ま
た
十
分
に
克
殺
し
う
る
は
ず
の
も
の
で
も

あ
っ
た
。
ま
ず
率
先
し
て
連
邦
政
府
が
こ
れ
に
機
能
的
に
対
処
す
る
。
し
か
し
そ
れ
に
も
増
し
て
、
実
業
界
の
組
識
的
な
景
気
回
復
へ
の
自
発
的

努
力
が
、

最
大
根
に
一
啓
発
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ

た
。
二
九
年
十
一
月
、
彼
は
こ
の
協
力
へ
の
組
織
化
を
後
述
す
る
全
国
実
業
謂
査
会
議
の
結
戒
を
通
し
て
計
っ
た
。
各
企
業
に
お
け
る
自
主
的
な

こ
の
景
気
後
退
に
対
し
て
い
わ
ぼ
経
済
全
体
を
支
え
る
有
機
的
な
協
力
の
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、

一九



ニ
O

賃
金
水
準
の
維
持
、
雇
用
の
保
持
、
長
期
的
な
建
設
投
資
の
拡
大
と
い
う
、
三

O
年
十
二
月
後
が
教
書
で
語
っ
た
ス
ロ

i
ガ
ン
は
、

こ
の
組
識
を

通
し
て
彼
が
訴
え
た
協
力
の
内
容
で
あ
っ
た
。

フ
i
ヴ
ァ
ー
に
よ
れ
ば
、
二
九
年
十
月
以
降
の
景
気
後
退
は
、
ま
ず
も
っ
て
こ
う
し
た
産
業
界
の

自
発
的
な
経
済
全
体
へ
の
協
力
に
よ
っ
て
克
服
し
う
る
は
ず
で
あ
っ
た
。

右
の
け
ソ
ベ
ラ
ル
・
コ
!
ポ
ラ
テ
イ
ズ
ム
論
と
密
接
に
関
連
す
る
も
の
と
し
て
、

金
融
政
策
に
フ
!
ヴ
ァ

i
が
与
え
た
と
り
わ
け
大
き
な
比
重

を
、
彼
の
政
治
手
法
の
第
三
点
と
し
て
挙
げ
ね
ば
な
ら
な
い
。
彼
に
お
い
て
は
、
上
述
の
ご
と
き
全
国
レ
ベ
ル
で
の
協
同
的
経
済
・
社
会
秩
序
を

生
き
た
協
力
体
と
し
て
動
か
す
最
大
の
潤
滑
油
は
、
複
雑
な
行
政
や
統
制
的
組
識
で
な
く
、

ま
た
単
に
協
力
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
だ
け
で
も
な
く
、

ま
る
と
と
ろ
健
全
な
産
業
活
動

ι合
理
的
に
か
つ
自
発
的
に
分
流
し
て
い
く
、
信
用
の
流
れ
で
あ
っ
た
。
行
政
府
は
、
乙
の
信
用
の
合
理
的
な
流 てコ

れ
を
支
持
し
て
い
く
点
に
お
い
て
、

フ
i
ヴ
ァ
ー
が
措
く
協
罰
的
経
済
・
社
会
運
営
に
参
与
す
る
い
ま
一
つ
の
実
質
的
な
分
野
を
持
っ
た
。
二
九

年
十
月
以
捧
の
連
銀
む
金
融
緩
和
、

と
れ
と
平
行
し
て
、
株
式
市
場
崩
壊
を
機
に
フ

i
ヴ
ァ
ー
が
最
大
の
経
済
的
欠
陥
と
し
て
意
識
し
、
修
正
を

目
指
し
た
投
機
的
金
融
活
動
を
抑
制
す
べ
き
銀
行
法
、
証
券
法
改
正
の
摸
索
、
あ
る
い
は
ま
た
、
恐
境
勃
発
前
に
彼
が
具
体
化
し
た
連
邦
農
務
局

を
は
じ
め
、
二
九
年
十
月
以
降
の
往
宅
金
融
銀
行
設
置
案
に
も
現
れ
た
、
襲
業
、
住
宅
建
設
部
門
と
い
う
重
要
な
摺
別
経
済
領
域
へ
の
需
用
機
構

の
多
元
化
の
構
想
。
こ
れ
ら
の
い
ず
れ
も
が
、
彼
の
リ
ベ
ラ
ル
・
コ

i
ポ
ラ
テ
イ
ズ
ム
に
お
け
る
金
融
政
策
、
あ
る
い
ほ
信
用
機
構
重
視
の
志
向

信
用
機
構
に
直
接
介
入
す
る
こ
と
を
嫌
っ
た
。

し
、
金
融
界
に
働
き
か
け
る
こ
と
に
決
し
て
泊
極
的
で
は
な
か
っ
た
。
あ
え
て
言
え
ば
、
全
体
経
済
に
果
す
行
政
の
役
暫
を
強
く
意
識
し
つ
つ
、

の
実
例
で
あ
っ
た
。

も
と
よ
り
彼
は
、

し
か
し
、

彼
は
そ
の
整
慌
を
行
政
府
が
積
極
的
に
勧
告

な
お
行
政
府
は
官
僚
的
機
構
の
拡
大
を
自
制
し
う
る
と
し
た
フ

i
ヴ
ァ

l
の
経
済
・
社
会
一
編
成
論
は
、

こ
の
金
融
政
策
、

そ
し
て
信
用
機
構
整
構

へ
の
働
き
か
け
を
介
し
て
、
初
め
て
包
括
的
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
。

以
上
三
点
に
及
ん
だ
二
九
年
十
月
以
降
の
フ

l
ヴ
ァ
!
の
政
治
手
法
は
、
雇
用
対
策
と
し
て
の
公
共
事
業
の
拡
大
、
各
企
業
体
に
対
す
る
雇
用

維
持
努
力
の
奨
励
、
ま
た
金
融
政
策
を
介
し
た
景
気
浮
揚
策
に
お
い
て
も
、
我
々
が
当
面
の
課
題
と
す
る
彼
の
政
権
下
の
失
業
問
題
に
そ
れ
な
り



の
関
連
を
持
っ
た
。
少
く
と
も
フ

i
ヴ
ァ

i
は
そ
う
捉
え
た
。
だ
が
、
三

O
年
彼
が
実
擦
に
直
面
し
た
失
業
問
題
は
、

こ
れ
ら
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な

彼
の
攻
治
手
法
に
よ
っ
て
も
と
よ
り
完
全
に
は
カ
パ

i
し
え
な
か
っ
た
。
す
で
に
失
業
し
、
公
共
事
業
に
よ
っ
て
も
再
雇
用
さ
れ
な
い
失
業
者
が

実
際
に
存
在
し
た
。
フ

i
ヴ
ァ

i
法
こ
の
問
題
に
決
し
て
無
関
心
で
は
な
か
っ
た
。
だ
が
、
注
意
す
べ
き
は
、
こ
り
長
で
彼
の
視
野
に
入
っ
た
失

業
問
題
は
、
連
邦
政
府
が
関
心
を
寄
せ
る
べ
き
冨
家
的
な
問
題
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
れ
と
は
全
く
異
質
の
ロ

i
カ
ル
な
社
会
問
題
と
も
彼
に
位

量
づ
け
ら
れ
て
い
た
事
実
で
あ
っ
た
。
当
面
の
我
々
の
課
題
に
却
し
て
最
も
注
意
す
べ
き
フ

i
ヴ
ァ

i
の
政
治
手
法
の
第
四
点
は
、
連
邦
政
府
の

行
政
課
題
と
州
レ
ベ
ル
以
下
の
行
政
課
題
を
峻
別
し
よ
う
と
す
る
、

す
で
に
見
た
、

合
衆
国
行
政
機
構
の
役
割
分
担
と
い
う
理
念
で
あ
っ
た
。

我
々
は
こ
の
彼
の
理
念
を
、
行
政
が
負
担
す
べ
き
「
社
会
的
サ

i
ビ
ス
」
の
ロ

i
カ
リ
ゼ
!
シ
ョ
ン
の
理
念
と
呼
ん
で
み
た
い
。

改
め
て
言
う
ま
で
も
な
く
、
既
述
し
た
三
つ
の
政
治
手
法
を
通
し
て
フ

i
ヴ
ァ

i
が
進
め
た
、
産
業
界
の
よ
り
組
織
さ
れ
た
部
分
に
対
す
る
協

力
の
呼
び
か
け
は
、

ボ
ラ
ン
タ
ワ
ズ
ム
と
非
統
制
的
で
あ
る
こ
と
を
原
理
と
し
て
、
彼
が
言
う
複
合
的
な
合
衆
国
行
政
機
構
の
内
の
連
邦
行
政
が

係
わ
る
部
分
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
れ
に
対
し
て
、
教
育
、
児
童
の
保
護
、
雇
用
サ
ー
ビ
ス
等
に
代
表
さ
れ
る
、

よ
り
詔
別
的
で
あ
る
べ
き
行
政

活
動
、
社
会
的
サ

i
ピ
ス
の
提
供
は
、

そ
の
影
響
が
掴
人
の
人
格
に
係
わ
り
ま
た
社
会
道
義
の
支
持
に
も
孫
わ
る
開
題
と
し
て
、

フ
i
ヴ
ァ

i
に

は
別
次
元
の
行
政
課
題
と
意
識
さ
れ
た
。

つ
ま
り
こ
う
し
た
画
一
化
し
難
い
、

そ
し
て
徴
細
で
あ
る
べ
き
社
会
的
、
文
化
的
な
行
政
課
題
は
、

そ

れ
ぞ
れ
に
酉
有
の
問
題
を
抱
え
る
州
行
政
律
、
さ
ら
に
は
市
政
府
等
地
方
行
政
体
が
事
象
に
即
し
て
処
理
し
て
こ
そ
、
最
も
迅
速
か
つ
民
主
的
に

対
延
し
う
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
他
の
景
気
政
策
に
よ
っ
て
カ
パ

i
で
き
な
い
失
業
者
の
救
済
も
、
乙
の
領
域
に
入
っ
た
。
失
業
者
の
救
済
は
、

合
衆
国
社
会
を
伝
統
的
に
支
え
る
地
域
社
会
の
中
で
の
倍
々
人
の
自
立
、
彼
ら
の
勤
労
精
神
、

さ
ら
に
は
地
域
共
同
体
に
お
け
る
相
互
扶
助
の
精

神
と
い
う
開
題
に
深
く
関
連
す
る
と
い
う
意
味
で
、
す
ぐ
れ
て
文
化
的
か
つ
社
会
的
な
問
題
で
あ
り
、
そ
れ
は
第
一
義
的
に
地
方
自
治
体
、
そ
し

て
も
し
地
方
自
治
体
が
な
し
え
な
い
時
に
は
、
州
政
府
が
管
掌
す
べ
き
行
致
事
項
で
あ
っ
た
。
連
邦
政
府
は
乙
れ
に
直
接
介
入
す
べ
き
で
は
な
か

っ
た
。
約
言
す
れ
ば
、

フ
i
ヴ
ァ
!
が
指
導
し
た
三

O
年
の
合
衆
国
政
治
・
社
会
体
制
と
は
、

フ
i
ヴ
ァ

i
行
政
府
が
係
わ
り
あ
う
ナ
シ
ョ
ナ
ル
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-
d
・
∞
・
ス
チ
ー
ル
の
財
務
委
員
長
テ
イ
ラ
i
は
、
こ
の
雇
用
維
持
努
力
を

還
し
て
同
社
が
、
三

O
年
一
月
か
ら
七
月
ま
で
の
持
期
、
平
均
二
二
万
一
一
二
三

人
の
雇
用
を
維
持
し
た
と
述
べ
る
。
こ
れ
は
、
二
九
年
の
平
均
二
二
万
四
九
四

O

人
と
ほ
ぼ
国
一
水
準
で
あ
っ
た
と
言
う
の
で
あ
る
。
ま
た
さ
ら
に
彼
誌
、
三

O
年

十
二
月
、
同
社
の
生
産
は
通
常
時
の
三
二
パ
ー
セ
ン
ト
に
落
ち
込
ん
だ
が
、
雇
用

は
な
お
二
二
万
六
六
一
四
人
で
あ
っ
た
と
い
う
。
三
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一
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一
昔
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山
口
弘
司
C

毛色一切

。b
・。
F
L
v・
a
・
ク
ラ
l

ク
が
調
査
対
象
と
し
た

の
は
、
三

O
年
十
二
月

か
ら
一
三
年
四
月
に
か

け
て
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ

ィ
ア
失
業
救
済
委
員
会

緊
急
救
済
事
業
局
が
同

市
で
実
施
し
た
、
失
業

対
策
事
業
の
被
採
用
者

で
あ
る
。
こ
の
問
、
詞

クラークの調査対象 (8177サンフ。jレ〉

の人種・民族構成

〔表〕

Z
-

。

失業者数 全サンプJレ中の雪j合

告人 5，818人 71.25彰

ネイティブ・ボーン 3，416 41.9 

フオリン・ボーン 2，392 29.2 

イタリア系 1，188 14.5 

東ヨーロッパ系 458 5.6 

〈ロシア，ポーランド等〉

アイルランド系 238 2.9 

英国系 176 2.1 

その他のヨーロッパ 279 3.4 

その他 53 0.6 

不 明 10 0.1 

黒人 2，359 28.8 

事
業
局
は
一
万
五
五
一
五
名
の
失
業
者
を
採
用
し
た
と
い
う
。
ク
ラ
!
ク
は
、
内

調
整
資
料
の
整
っ
て
い
る
八
一
七
七
名
に
つ
い
て
、
そ
の
人
種
構
成
、
民
族
構
成

を
上
記
の
表
の
と
お
り
整
理
し
て
い
る
。
な
お
、
ク
ラ
i
ク
は
、
こ
の
時
点
で
の

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
全
労
偉
人
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に
占
め
る
各
グ
ル
ー
プ
の
割
合
を
、
次
の
よ
う

に
算
出
し
て
い
る
。
ネ
イ
テ
ィ
ブ
・
ボ
i
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、
六
コ
了
八
パ

i
セ
ン
ト
。
フ
オ
リ

ン
・
ボ
l
ン
、
二
三
パ
ー
セ
ン
ト
。
黒
人
、
一
一
了
二
パ
ー
セ
ン
ト
。
全
労
働
人

口
に
占
め
る
割
合
に
比
し
て
、
こ
の
失
対
事
業
に
占
め
る
黒
人
、
お
よ
び
フ
オ
リ

ン
・
ボ

i
ン
の
軍
合
は
、
い
ず
れ
も
高
い
と
い
う
の
が
後
の
指
摘
で
あ
る
(
片
足
子
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1
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筆
者
が
こ
こ
で
失
業
者
運
動
と
呼
ぶ
の
は
、
一
定
む
政
治
性
を
持
っ
た
運
動
を
指

す
。
二
九
年
十
月
以
降
、
三

0
年
代
前
半
に
か
け
て
、
失
業
者
の
運
動
に
は
大
別
し

て
二
つ
の
流
れ
が
あ
っ
た
。
政
治
権
力
に
失
業
者
救
済
の
拡
大
を
求
め
、
あ
る
い

法
失
業
保
検
制
度
の
法
制
化
を
求
め
、
さ
ら
に
は
現
状
の
合
衆
国
政
治
・
経
済
体

制
に
な
に
が
し
か
の
批
判
を
提
示
す
る
、
広
い
意
味
で
の
政
治
的
運
動
を
そ
の
流

れ
の
一
っ
と
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
い
ま
一
つ
誌
、
失
業
中
の
労
働
者
が
栢
互
扶

助
団
体
を
組
織
し
、
互
い
に
物
々
交
換
を
行
う
な
り
、
近
郊
農
民
と
の
龍
に
労
働

力
提
供
と
い
う
形
で
食
糧
交
換
を
行
う
な
ど
の
、
協
局
的
自
民
組
織
の
流
れ
で
る

る
。
三

0
年
代
、
後
者
の
動
き
は
い
ず
れ
も
結
局
成
功
せ
ず
ご
く
垣
期
間
に
消
滅

ー
ミ
レ
イ
テ
イ
プ

す
る
か
、
あ
る
い
は
政
治
的
運
動
に
変
質
し
て
い
っ
た
が
、
こ
の
協
同
運
動
と
呼

ば
れ
た
地
域
レ
ベ
ル
の
失
業
者
の
動
き
は
、
三

0
年
代
、
失
業
者
が
と
っ
た
行
動

の
確
か
に
一
つ
の
諜
式
で
島
っ
た
。
し
か
し
、
本
稿
は
、
こ
の
運
動
に
つ
い
て
は

一
応
議
論
か
ち
省
い
て
い
る
。
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一一ムハ

(
貯
)

三
C
年
四
月
時
点
で
実
施
さ
れ
た
第
一
五
回
合
案
国
国
勢
謂
査
が
、
毘
調
査
史
上

初
め
て
失
業
者
の
包
括
的
統
計
を
得
ょ
う
と
し
た
こ
と
は
、
フ

i
ヴ
ァ

i
の
関
心

の
一
端
を
一
不
す
も
の
で
あ
っ
た
。
」
「
虫
色
・
可
-
M
U
m
-

」10
弘子目)・

5
∞
・
も
と
よ
れ
J

フ
l
ヴ
ァ

l
は
、
教
育
、
児
童
の
保
護
、
雇
用
サ
ー

ビ
ス
等
に
つ
い
て
、
連
邦
政
時
が
果
し
う
る
役
裂
が
全
く
皆
無
で
あ
る
と
言
っ
て

い
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
彼
は
、
こ
の
面
で
の
連
邦
の
役
割
前
は
、
各
州
で

な
さ
れ
て
い
る
活
動
の
情
報
や
経
験
を
広
く
伝
達
す
る
と
い
う
、
い
わ
ば
構
報
交

換
む
媒
体
と
し
て
位
置
づ
け
ち
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
最
大
限
に
お
い
て
も
、

各
州
が
試
み
る
行
動
や
手
法
の
統
一
的
改
善
を
も
た
ち
す
た
め
に
、
州
に
一
時
的

な
補
助
を
行
う
こ
と
に
隈
ち
れ
る
べ
き
と
語
っ
た
。

」「~v九
円
山

4
}
M
H
)

・
品
川
高
i
h
g
h
v
・

(
お
)

(
印
)

地
方
救
済
の
坐
礁
と
体
制
の
動
揺

前
節
第
三
項
で
彼
の
政
治
手
法
と
あ
わ
せ
て
論
述
し
た
、

フ
i
ヴ
ァ

i
政
府
の
二
九
年
十
一
月
以
降
の
景
気
対
策
は
、
三

O
年
を
通
し
て
世
論

の
過
半
の
支
持
を
受
け
て
い
た
。
し
か
し
、

二
一
年
に
入
る
と
、

そ
れ
は
詰
所
で
行
き
詰
り
を
一
不
し
始
め
て
い
っ
た
。
時
期
的
に
最
も
早
く
行
き

詰
り
を
み
せ
た
の
は
、
金
融
面
で
あ
っ
た
。
株
式
市
場
崩
壊
後
、
連
銀
が
企
歯
し
た
金
融
緩
和
に
も
拘
ら
ず
、

三
O
年
を
通
し
て
金
融
機
関
の
信

用
供
給
は
停
滞
し
、

い
っ
た
。
二
九
年
十
一
月
、
産
業
界
の
首
脳
が
指
針
に
掲
げ
た
賃
金
水
準
の
維
持
も
、

三
O
年
十
一
月
に
起
っ
た
農
村
部
を
中
心
と
す
る
第
一
波
の
銀
行
恐
慌
は
、
金
融
機
関
の
信
用
挟
出
を
益
々
委
縮
せ
し
め
て

デ
フ
レ
の
進
行
を
前
に
坐
礁
し
た
。

そ
れ
が
完
全
に
瓦
解

U
・

s-
ス
チ
ー
ル
が
明
示
的
に
断
行
し
た
賃
金
カ
ッ
ト
で
あ
っ
た
が
、
何
の
拘
束
も
な
い
こ
の
ス
ロ

i
ガ
ン
ほ
、

す
で
に
そ
れ
以
前
か
ら
な
し
崩
し
に
破
綻
し
つ
つ
あ
っ
た
。
政
府
の
公
共
事
業
の
拡
大
も
同
様
で
あ
っ
た
。
三
一
年
初
頭
か
ら
フ

i
ヴ
ァ

i
は
説

す
る
の
は
、

一
一
二
年
十
月
、

収
の
抵
下
を
懸
念
し
始
め
て
い
た
。
財
政
均
賓
が
彼
に
と
っ
て
よ
り
大
き
な
課
題
に
浮
上
し
た
時
、

あ
る
い
は
景
気
調
整
と
い
う
発
想
は
、
確
実
に
後
景
に
退
い
て
い
っ
た
。
三
一
年
、

公
共
事
業
の
繰
上
げ
実
施
に
よ
る
雇
用
吸
収

フ
i
ヴ
ァ

i
が
と
る
景
気
対
策
、
経
済
・
社
会
政
策
理
念
の

動
揺
を
一
一
層
明
示
し
て
い
た
の
は
、

二
九
年
十
一
月
以
降
、

フ
!
ヴ
ァ

i
が
目
指
す
協
同
的
経
済
・
社
会
一
編
成
を
モ
チ
ー
フ
に
活
動
し
た
、

あ



の
「
全
国
実
業
調
査
会
議
」
の
行
き
詰
り
で
あ
っ
た
。
「
会
議
」
は
二
九
年
十
一
月
、
フ

i
ヴ
ァ

i
の
提
案
を
う
け
、
合
衆
国
商
工
会
議

所
を
母
体
に
、

発
足
し
た
。
当
面
の
景
気
後
退
を
乗
り
切
る
べ
く
、
産
業
界
の
裾
野
に
種
々
の
情
報
媒
体
を
用
い
て
広
範
な
自
発
的
協
力
を
呼
び
か
け
る
、
実
業

そ
の
活
動
は
、
経
済
機
構
に
新
た
な
協
力
関
係
を
生
み
出
す
組
織
的
な
実
験
と
し
て
唱
わ
れ
た
。
前
記
蕗

フ
i
ヴ
ァ
!
と
実
業
界
指
導
部
が
こ
の
時
点
に
共
有
し
た
け
ソ
ベ
ラ
ル
・
コ
ー
ポ
ラ
テ
イ
ズ
ム
の
ひ
な
型
と
し
て
、
鳴
り
物
入
り
で

界
自
身
む
ト
ッ
プ
広
報
機
関
と
し
て
、

工
会
議
所
会
頭
ジ
ュ
リ
ア
ス
・
バ

i
ン
ズ

(
】
三
日

5

E・回
c
z
m
)
を
長
と
し
、

有
力
な
財
界
人
が
加
わ
っ
た
「
会
議
一
は
三

O
年、

生
産
の
安

ま
た
現
下
の
経
済
環
境
に
お
い
て
景
気
回
復
へ
の
最
も
重
要
な
パ
ネ
と
し
て
、
各
企
業
に
お
け
る
長

期
的
な
設
備
投
資
の
拡
大
あ
る
い
は
設
構
改
善
事
業
の
増
加
を
訴
え
て
い
た
。
し
か
し
、
国
擦
的
な
金
融
不
安
と
あ
わ
せ
て
不
況
の
長
期
化
が
目

定
、
賃
金
水
準
の
維
持
を
産
業
界
に
説
き
、

に
み
え
て
深
刻
化
し
た
コ
二
年
に
入
る
と
、
「
会
議
」
に
対
す
る
産
業
界
の
関
心
は
急
速
に
低
下
し
、
「
会
議
」
は
五
月
、
解
散
に
追
い
込
ま
れ
て

い
た
。
三
一
年
中
葉
、
反
ト
ラ
ス
ト
法
の
停
止
を
求
め
た
ス
ウ
ォ

i
プ
・
プ
ラ
ン
を
始
め
、

一
連
の
経
済
再
建
構
想
が
、
社
会
科
学
者
、
時
評
家

ば
か
り
か
産
業
界
内
部
か
ら
も
提
起
さ
れ
始
め
た
の
は
、

い
っ
こ
う
に
下
誇
の
止
ま
ら
ぬ
景
気
動
態
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

策
の
右
の
ご
と
き
制
度
的
あ
る
い
は
理
念
的
な
行
き
詰
り
を
受
け
て
の
も
の
で
あ
っ
た
。

フ
i
ヴ
ァ

i
景
気
政

久
し
く
道
草
し
た
が
、
我
々
の
議
論
を
再
び
失
業
問
題
に
戻
そ
う
。
右
瞥
見
し
た
通
り
、
一
一
二
年
に
入
っ
て
フ

i
ヴ
ァ
!
の
経
済
・
社
会
政
策

理
念
は
、
彼
の
理
念
に
お
い
て
最
も
協
力
的
で
あ
っ
た
は
ず
の
産
業
界
中
心
部
か
ち
も
、

よ
り
強
力
な
景
気
対
策
を
求
め
る
動
き
と
し
て
、
部
分

的
な
批
判
を
受
け
始
め
て
い
た
。

で
は
、

地
域
社
会
、
民
衆
レ
ベ
ル
で
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。

そ
こ
で
は
、
失
業
者
の
急
増
、
失
業
救
済
受
給
者

の
増
加
、
誤
ら
れ
た
救
済
資
金
の
枯
渇
と
い
う
道
筋
を
と
っ
て
、
地
方
自
治
棒
お
よ
び
地
域
福
祉
団
体
が
手
掛
け
た
失
業
者
救
済
事
業
の
手
詰
り

が
進
行
し
て
い
た
。
救
済
事
業
の
危
機
は
失
業
者
の
抗
議
運
動
の
振
幅
を
拡
大
し
、

そ
の
振
幅
拡
大
は
、
三

O
年
、
失
業
者
運
動
を
実
力
で
規
制

し
よ
う
と
し
た
各
都
市
治
安
当
局
の
活
動
に
も
、
部
分
的
な
戦
術
の
疹
正
を
引
き
起
こ
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
景
気
調
整
期
に
発
生
す
る
失
業

者
の
倍
別
的
救
済
を
、
他
の
社
会
サ
ー
ビ
ス
行
政
と
共
に
、

州
政
府
以
下
の
地
方
自
治
体
お
よ
び
民
間
福
祉
機
関
が
担
当
す
る
本
来
的
に
ロ

i
カ

二
七



二
八

ル
な
社
会
問
題
と
し
た
、
三

O
年
に
お
け
る
フ

i
ヴ
ァ
!
の
政
治
理
念
は
、
こ
と
こ
の
理
念
に
関
し
て
は
、
依
然
三
一
年
に
入
っ
て
も
、
彼
と
実

業
界
の
指
導
部
が
保
守
す
る
最
も
規
範
的
な
合
衆
国
国
家
理
念
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
コ
二
年
末
ま
で
に
動
揺
を
き
た
し
た
最
大
の
政
治
的
要
因
は

地
方
失
業
救
済
の
行
き
詰
り
が
明
示
し
た
、
地
域
社
会
の
緊
迫
し
た
政
治
・
社
会
動
態
と
、

そ
こ
に
お
け
る
民
衆
運
動
の
振
幅
の
拡
大
に
砲
な
ら

な
か
っ
た
。
三

O
年
か
ら
の
地
方
救
済
活
動
が
、
三
一
年
ど
の
よ
う
な
過
程
を
辿
っ
て
行
き
詰
っ
た
か
を
具
斧
的
に
明
ら
か
に
し
、
あ
わ
せ
て
そ

の
過
程
で
の
合
衆
国
政
治
体
制
の
あ
り
方
、

ま
た
そ
こ
に
お
け
る
市
民
的
自
由
の
意
義
を
考
察
す
る
の
が
、
以
下
、
本
節
な
ち
び
に
次
第
げ
い
お
け

る
課
題
で
あ
る
。

三
O
年
、
地
方
失
業
救
済
活
動
は
、
文
字
通
り
各
都
市
を
中
心
に
居
期
に
分
散
的
に
震
関
し
た
。
し
た
が
っ
て
危
機
は
、
各
都
甫
に
お
け
る
失

業
者
の
量
、
失
業
者
救
済
に
対
す
る
市
当
局
、
地
域
福
祉
団
体
の
取
り
組
み
方
の
桔
違
を
反
映
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
都
市
に
固
有
の
景
観
を
一
不
し

た
。
し
か
し
、
我
々
は
こ
う
し
た
都
市
の
す
べ
て
を
縞
羅
的
に
扱
う
、
必
要
は
あ
る
ま
い
。
危
機
が
最
も
深
刻
化
し
た
都
市
、

て
以
下
の
議
論
を
進
め
て
み
た
い
。

シ
カ
ゴ
を
例
に
と
っ

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
次
い
で
合
衆
菌
第
二
位
の
都
市
人
口
を
擁
し
、
金
融
力
、

工
業
生
産
に
お
い
て
も
会
衆
冨
資
本
主
義
の
中
西
部
に
お
け
る
基

幹
に
位
置
し
た
シ
カ
ゴ
が
、
三
一
年
末
ま
で
に
直
面
し
た
政
治
的
、
社
会
的
危
機
は
深
刻
で
あ
っ
た
。
三

O
年
か
与
三
二
年
に
か
け
て
の
シ
カ
ゴ

を
論
じ
る
こ
と
は
、

こ
の
間
の
合
衆
国
社
会
の
変
動
を
み
る
上
で
単
な
る
一
ケ

i
ス
・
ス
タ
デ
ィ
の
域
を
こ
え
る
。
シ
カ
ゴ
の
危
機
こ
そ
、
三
二

年
に
フ

i
ヴ
ァ

i
政
府
が
や
む
な
く
と
っ
た
一
定
の
政
策
転
換
を
生
む
、
最
も
大
き
な
政
治
要
因
の
一
つ
で
あ
っ
た
c

一
般
的
に
言
え
ば
、
二
九
年
と
い
う
時
点
に
お
い
て
都
市
地
域
は
、
農
村
地
域
に
比
較
し
て
は
る
か
に
整
備
さ
れ
た
失
業
者
救
済
機
関
を
、

の
社
会
機
構
の
一
部
と
し
て
捧
系
化
し
て
い
た
。
シ
カ
ゴ
も
例
外
で
は
な
い
。
三

O
年
か
ら
コ
二
年
に
か
け
て
、

そ

シ
カ
ゴ
誌
こ
の
既
存
失
業
者
救



済
機
構
を
最
大
摂
に
動
員
し
て
、
急
増
す
る
失
業
者
に
対
し
た
。
な
お
そ
の
語
、
連
邦
政
府
は
こ
の
活
動
に
何
ち
の
財
政
的
援
助
も
供
与
し
て
い

な
い
。
財
政
的
と
い
う
意
味
で
は
、
州
政
府
も
同
様
で
あ
る
。
後
述
す
る
ご
と
く
、

イ
ワ
ノ
イ
州
政
府
が
シ
カ
ゴ
失
業
救
済
機
構
に
財
政
的
援
助

を
開
始
す
る
の
は
、
三
二
年
二
月
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。
連
邦
政
府
、
州
政
府
か
ら
の
財
政
的
援
助
を
全
く
持
た
な
か
っ
た
こ
と
、
こ
れ
が
、

シ
カ
ゴ
の
み
な
ら
ず
合
衆
冨
都
市
社
会
に
展
開
し
た
失
業
者
救
済
事
業
の
、
コ
二
年
後
半
ま
で
の
一
般
的
特
徴
で
あ
っ
た
こ
と
は
改
め
て
言
う
ま

で
も
な
い
。
た
だ
し
、
多
少
の
誤
解
を
招
く
こ
と
を
恐
れ
ず
言
う
な
与
ば
、
右
の
ご
と
き
各
都
市
地
域
に
お
け
る
失
業
者
救
済
活
動
の
自
立
性
は
、

少
な
く
と
も
一
一
二
年
前
半
ま
で
フ

i
ヴ
ァ

l
政
府
の
政
策
理
念
に
合
致
し
た
ば
か
り
か
、
事
業
推
進
の
当
事
者
で
あ
る
都
市
政
府
、
あ
る
い
は
そ

こ
に
お
い
て
失
業
救
済
に
中
心
的
役
割
を
担
っ
た
社
会
事
業
家
層
か
ら
も
、
救
済
活
動
の
鍵
全
で
規
範
的
な
あ
り
方
と
し
て
肯
定
さ
れ
て
い
た
。

通
常
、
農
村
地
域
を
パ
ッ
ク
と
し
た
州
政
府
は
、
都
市
地
域
を
中
心
と
し
た
失
業
者
の
救
済
に
財
政
的
援
助
を
渋
っ
た
ば
か
り
か
、
州
内
自
治
体

政
府
に
対
す
る
法
的
管
轄
権
を
用
い
て
、
失
業
救
済
を
特
殊
目
的
と
す
る
各
自
治
掠
政
府
の
起
債
活
動
を
制
約
し
た
。
都
市
地
域
の
失
業
救
済
担

当
者
に
と
っ
て
州
政
府
の
介
入
は
、
事
業
推
進
に
あ
た
っ
て
む
し
ろ
淫
桔
で
あ
る
場
合
が
多
く
、
彼
ら
は
州
政
府
の
介
入
に
警
戒
的
で
さ
え
あ
っ

た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
三

O
年
か
ち
コ
二
年
に
か
け
て
各
都
市
失
業
者
救
済
が
、
連
邦
、
州
い
ず
れ
か
ら
も
援
助
を
受
け
ず
ほ
ぼ
そ
の
能
力
の
限

界
ま
で
自
力
で
活
動
を
拡
大
し
、

し
か
も
こ
れ
が
行
き
詰
っ
た
と
こ
ろ
に
、
ゴ
二
年
末
ま
で
に
各
都
市
レ
ベ
ル
に
お
け
る
失
業
者
救
済
活
動
が
陥

っ
た
危
機
の
深
刻
さ
と
、

そ
れ
が
合
衆
国
政
治
体
制
に
与
え
た
深
い
政
治
的
・
思
想
的
衝
撃
の
一
断
面
が
あ
っ
た
。

一
九
三

O
年
時
点
で
、

シ
カ
ゴ
地
域
を
中
心
に
、
失
業
の
た
め
困
窮
し
た
労
働
者
家
庭
に
な
に
が
し
か
の
生
活
費
を
供
与
し
た
機
関
の
活
動
に

は
、
大
別
し
て
二
つ
の
も
の
が
あ
っ
た
。
公
共
資
金
に
よ
る
救
済
、

つ
ま
り
公
的
救
済
と
通
称
さ
れ
た
ク
ッ
ク
郡
公
共
語
社
局
(
以
下
、
公
共
語

祉
局
と
略
記
)

に
よ
る
貧
富
家
庭
救
済
行
政
が
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
他
方
、
民
聞
か
ら
の
義
損
金
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
た
の
が
、

ユ
ナ
ィ
テ
ィ
ド

-
チ
ャ
リ
テ
ィ
ス
、

ジ
ュ
イ
ッ
シ
ュ
・
ソ

i
シ
ャ
ル
・
サ
ー
ビ
ス
・
ピ
ユ
ロ

l
、
カ
ト
ワ
ッ
ク
・
チ
ャ
リ
テ
ィ
ス
、
救
世
軍
、

い
わ
ゆ
る
私
的
救
済
事
業
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、 ア

メ
リ
カ
赤
十
字

社
と
い
う
、

五
つ
の
主
要
民
間
慈
善
団
体
が
設
け
る
救
済
ス
テ

i
シ
ョ
ン
で
の
、

こ
れ
ら
の
機

二
九



関
の
運
営
に
は
い
ず
れ
も
専
門
的
な
社
会
事
業
家
が
当
た
り
、

O 

相
互
に
親
密
な
人
的
あ
る
い
は
靖
報
の
交
換
が
あ
っ
た
乙
と
を
患
え
ば
、

少
な
く

こ
れ
ら
が
シ
カ
ゴ
地
域
に
展
開
し
た
箕
菌
家
震
救
済
事
業
の
た
め
の
、

と
考
え
て
差
し
っ
か
え
が
な
い
)
。
通
常
、

と
も
三

O
年
の
時
点
で
は
、

一
つ
の
有
機
的
な
機
関
体
系
を
な
し
て
い
た

貧
菌
家
庭
に
対
す
る
救
済
の
責
任
を
負
っ
た
主
軸
機
関
は
、

れ
た
公
共
福
祉
局
で
あ
っ
た
。

民
間
慈
善
団
体
は
、

毎
年
秋
期
に
募
金
す
る
比
較
的
伸
縮
力
の
あ
る
そ
の
財
源
を
運
用
し
て
、

公
共
福
祉
局
が
負

担
し
得
な
い
よ
り
重
度
の
医
窮
家
庭
、

あ
る
い
は
失
業
の
増
大
期
、

共
福
祉
局
と
の
毘
に
一
定
の
役
割
分
担
を
担
っ
て
い
(
問
。

シカゴ主要救済機関の救済支出額

(1929年一1931年〉
単位:救済支出額， 1000ドル。コラ
ム(a)，パーセント。

〔表 3)

1929年 1930年 1931年

救支出済額 (a) 救支出額済 (a) 救支出額済 (a) 

e全 体 2，794 3，591 12.409 

公共機襲 1，748 62.6 2.180 60.7 4.484 36.1 

クック君事公共福祉局 685 24.5 1.175 32.7 3.316 26.7 
母子家庭手当てゆ) 1，063 38.1 1.005 28.0 1.167 9.4 

民問機襲 1.045 37.4 1.411 39.3 7.925 63.9 

アメリカ赤十字 34 1.2 37 1.1 101 0.8 

カトリック・チャリティス 343 12.3 435 12.1 1，755 14.1 i …サピス・ピwュロ 268 9.6 309 8.6 520 4.2 

救世軍 104 3.8 110 3.1 423 3.4 

ユナイテッド・チャリティス 294 10.5 517 14.4 4.206 33.9 

共民箆金数済ステーション (c) 918 7.4 

ク
ッ
ク
郡
の
財
政
能
力
に
よ
っ
て
運
営
さ

公
共
福
祉
局
救
済
か
ら
は
み
出
た
貧
困
家
庭
を
救
済
す
る
と
い
う
形
で
、

ノ':¥.
A 

二
九
年
十
月
以
詩
、

シ
カ
ゴ
救
済
機
関
誌
系
誌
、

お
よ
そ
右
の
ご
と
き
役
割
分
担
に
沿

当該年における各機関む全捧支出

額に対する割合。

1925年，イリノイナ'"法によって各

郡政時が支給を器始したもの。

1931年目月に開設。

Clorinne McCulloch Brandenburg， 
“Chicago Relief statistics，" pp. 
271-274よち作成。

シカゴ主要救済機関の平均月当り

担当救済ケース数

(1929年-1931年〉

註 (a)

(b) 

(c) 

(資料〉

〈表4)

1929年 1930年 1931年

クッ ク郡公共福祉局

家 族 昆 3，432 6，096 
退役軍人補助 417 950 2，509 

母子家庭 手当 て 1.675 1，606 1，874 I 

ユナイテッド・チャリティス 882 1，980 13.503 

ジュイッシュ・ソーシヤノレ・サービス 458 567 1.013 

ア メ カ 赤十字 147 129 369 

Braudenburg， op. cit.， p. 278. 〈資料)



っ
て
そ
の
活
動
を
拡
大
し
た
。
表
3
、
4
は
、

こ
の
間
の
公
共
福
祉
局
、

お
よ
び
各
民
間
団
体
の
救
済
活
動
の
拡
大
を
、
支
出
総
額
お
よ
び
担
当

ケ
ー
ス
数
に
区
分
し
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
公
共
福
祉
局
む
拡
大
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

民
間
団
体
、

と
く
に
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
・
チ
ャ
リ
テ
ィ

ス
の
拡
大
に
は
自
白
す
べ
き
も
の
が
あ
っ
た
。

議
論
の
角
度
を
若
干
変
え
て
み
よ
う
c

確
か
に
救
済
機
関
は
右
の
ご
と
く
存
在
し
た
。
し
か
し
、

こ
う
し
た
機
関
に
失
業
者
は
い
か
に
し
て
赴

い
た
の
か
。

そ
こ
で
与
え
ら
れ
た
救
済
の
「
質
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
。
救
済
機
関
に
は
単
に
そ
の
存
在
を
言
う
だ
け
で
は
片
付

¥

A

2

i

h

、、

，
お
ナ
レ
」
し

こ
の
機
関
が
具
慌
し
た
社
会
的
位
置
、

そ
こ
で
の
援
助
の
「
質
」
と
い
う
問
題
が
ま
と
わ
り
つ
い
て
い
た
。

多
く
り
失
業
者
家
庭
は
失
業
に
よ
っ
て
生
活
が
因
窮
し
始
め
た
か
ら
と
い
っ
て
、
亘
ち
に
救
済
機
関
に
赴
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
機
関
も
、
失

業
と
い
う
理
由
だ
け
で
は
、
彼
ら
を
受
け
い
れ
る
こ
と
は
ま
ず
な
か
っ
た
。
失
業
は
間
違
い
な
く
当
初
の
段
階
で
は
、
失
業
当
事
者
、
そ
の
家
族

が
ま
ず
自
力
に
お
い
て
負
う
べ
き
責
任
で
あ
っ
た
。
彼
ち
は
貯
蓄
を
生
活
費
に
ま
わ
し
、
親
類
等
か
ら
借
財
し
、
職
探
し
に
奔
走
す
る
ほ
ど
、
可

龍
な
最
り
な
ん
ら
か
の
自
活
の
道
を
模
索
し
た
。
換
言
す
れ
ば
、
救
済
機
関
は
あ
く
ま
で
盟
窮
し
た
貧
国
者
へ
の
受
け
血
機
関
で
あ
り
、
失
業
者

に
と
っ
て
権
利
の
機
関
で
は
な
か
っ
た
。
救
済
機
関
は
志
頼
者
が
あ
っ
て
初
め
て
こ
れ
に
対
処
し
、
ケ

i
ス
・
ワ

i
ヵ
ー
が
彼
与
の
生
計
を
具
に
、

実
は
、
粗
を
も
探
す
よ
う
に
調
査
し
、
貯
金
、
他
者
か
ら
の
護
助
も
含
め
て
、
当
面
生
計
の
道
が
全
く
な
い
と
判
断
し
た
上
で
世
帯
ご
と
に
救
済

を
開
始
し
た
。
こ
う
し
た
形
で
提
供
さ
れ
た
救
済
は
、
そ
の
受
給
者
に
と
り
、

た
と
え
一
時
的
な
も
の
に
せ
よ
社
会
的
落
伍
者
の
熔
印
に
も
等
し

か
っ
た
。
三

0
年
代
、

ニ
ュ

i
へ
ブ
ン
失
業
者
の
生
態
を
数
年
に
亘
っ
て
語
査
し
た
パ
ッ
キ
!
の
研
究
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
失
業
者
が
救
済
を

志
願
す
る
ま
で
に
ほ
、
自
活
に
か
け
た
多
く
の
努
力
と
、

そ
れ
が
挫
折
し
た
後
、
救
済
を
受
け
ざ
る
を
得
な
い
失
業
者
の
打
ち
ひ
し
が
れ
た
精
神

的
苦
悩
、
あ
る
い
は
彼
と
彼
の
家
族
の
複
雑
な
葛
藤
が
刻
ま
れ
て
い
た
。

救
済
受
給
者
が
社
会
的
に
最
も
抵
位
と
い
う
熔
印
は
、
救
済
機
関
が
支
給
し
た
援
助
額
が
な
お
雄
弁
に
物
語
っ
て
い
た
。
通
常
、
援
助
に
は
二

つ
の
形
態
が
あ
っ
た
。
な
に
が
し
か
の
労
働
を
提
供
し
、

こ
れ
に
対
す
る
賃
金
と
し
て
現
金
が
支
給
さ
れ
る
い
わ
ゆ
る
労
働
救
済
と
、

こ
の
よ
う



な
賃
金
形
態
を
全
く
取
ら
ず
、
現
金
あ
る
い
は
食
料
キ
ッ
プ
等
の
支
給
に
よ
る
直
接
的
な
生
活
費
の
支
給
(
宣
接
救
済
)
と
で
あ
っ
た
。
通
例
、

救
房
機
関
、
救
済
受
給
者
の
い
ず
れ
も
労
動
救
済
を
好
ん
だ
。
し
か
し
、
三

O
年
末
か
ら
コ
二
年
に
か
け
て
、
救
済
志
願
者
の
急
増
と
資
金
的
制

約
か
ら
、
救
済
形
態
は
圧
磁
的
に
宣
接
救
済
へ
と
流
れ
て
い
っ
た
。
支
給
額
は
ま
ず
月
三

0
ド
ル
を
越
え
て
い
な
い
。

お
よ
そ
八

0
ド
ル
前
後
で
あ
っ
た
と
と
を
思
え
ば
、

一
九
三
二
年
時
点
で
の
不

熟
練
労
働
者
の
月
収
が
、

こ
の
支
給
額
は
い
か
に
も
抵
い
も
の
で
あ
っ
た
。

今
日
、

ニ
O

年
か
ら
ゴ
二
年
期
に
合
衆
冨
都
市
部
に
震
関
し
た
失
業
者
救
済
機
関
の
活
動
を
評
価
す
る
乙
と
は
、

は
な
は
だ
難
し
い
。
確
か
に
こ
れ
き
の
機
関

は
、
少
な
く
と
も
三

O
年
初
頭
の
時
点
で
は
機
講
的
に
よ
く
整
備
さ
れ
て
い
た
し
、

短
期
間
の
景
気
後
退
時
に
お
け
る
一
定
量
の
失
業
者
救
済
に

斗
品
、

そ
れ
な
り
の
役
割
を
果
し
え
た
で
あ
ろ
う
。
言
う
ま
で
も
な
く
、

こ
れ
ら
の
機
関
が
想
定
し
て
い
た
の
も
、

そ
う
し
た
短
期
の
量
的
に
限
ら

れ
た
救
済
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
三

O
年
か
ら
コ
二
年
に
悪
化
し
た
失
業
は
、

こ
う
し
た
救
済
機
関
担
当
者
の
予
想
を
質
に
お
い
て
も
量
に
お
い

て
も
は
る
か
に
越
え
た
。

シ
カ
ゴ
地
域
に
お
け
る
失
業
者
は
、
三

O
年
四
月
の
一
六
万
七
九
三
四
人
か
ら
、
三
一
年
一
月
に
は
四
四
万
八
七
三
九

人
、
同
年
十
月
に
は
シ
カ
ゴ
労
働
人
口
の
四

O
パ

i
セ
ン
ト
、
六
二
万
四

0
0
0人
へ
と
増
加
し
て
い
た
。
慶
大
で
か
つ
長
期
的
な
失
業
と
、
長

期
の
無
収
入
、
貯
蓄
の
払
底
と
い
う
失
業
者
家
庭
の
窮
乏
化
を
考
え
れ
ば
、

こ
の
間
の
救
済
機
関
の
前
近
代
性
は
覆
う
べ
き
も
な
い
。

2 

三
O
年
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
、

シ
カ
ゴ
お
よ
び
そ
の
周
辺
地
域
に
お
い
て
、
貧
菌
家
庭
救
済
を
受
け
る
失
業
者
家
庭
は
増
加
し
て
い
た
。
し
か

し
圧
倒
的
多
数
は
な
お
自
活
の
努
力
を
続
け
て
い
た

G

救
済
機
関
に
志
願
し
た
が
、

ケ

i
ス
・
ワ

i
カ
i
の
謁
査
に
よ
っ
て
支
給
が
拒
否
さ
れ
る

も
の
も
い
た
。
各
家
庭
へ
の
救
済
自
体
が
徴
少
で
あ
っ
た
。
失
業
の
増
加
に
端
を
発
し
た
シ
カ
ゴ
に
お
け
る
社
会
不
安
は
、
右
の
ご
と
き
諸
要
件

が
互
い
に
錯
綜
し
な
が
ら
、
三

O
年
末
か
ら
コ
二
年
夏
に
か
け
て
し
だ
い
に
深
化
し
て
い
っ
た
。

三
O
年
秋
期
、
シ
カ
ゴ
地
区
民
間
慈
善
団
棒
は
イ
リ
ノ
イ
州
知
事
ル
イ
ス
・
エ
マ
ソ
ン
の
呼
び
か
け
を
受
け
て
、
統
一
的
な
義
掲
金
調
達
機
関
、



知
事
失
業
救
済
委
員
会
そ
設
置
し
、
三

O
年
十
月
か
ら
翌
コ
二
年
九
月
ま
で
の
救
済
資
金
と
し
て
五

C
C万
ド
ル
を
民
間
か
ら
調
達
し
た

G

し
か

し
こ
の
資
金
は
、
三
一
年
七
月
一
八
日
に
は
払
麗
し
均
。
三
一
年
初
め
か
ら
、
家
賃
滞
納
者
を
ア
パ

i
ト
か
ら
街
頭
に
追
い
出
す
強
制
立
退
き
執

行
が
急
増
し
て
い
た
。
お
そ
ら
く
我
々
が
開
題
と
す
る
時
期
に
お
い
て
、
最
も
根
深
い
社
会
不
安
の
動
因
で
あ
っ
た
、

こ
の
家
賃
滞
納
に
よ
る
失

業
者
家
庭
の
住
宅
不
安
に
つ
い
て
は
、

い
ま
少
し
紙
数
を
裂
い
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

ア
パ
ッ
ト

φ
調
査
に
よ
れ
ば
、

乙
の
時
期
、
強
制
立
退

き
ケ

i
ス
は
、
月
額
家
賃
二
ド
ル
五

0
セ
ン
ト
の
安
ア
パ

i
ト
か
ら
、

一
三

0
ド
ル
の
高
級
ア
パ
ー
ト
に
至
る
ま
で
か
な
り
広
い
範
毘
に
み
ら
れ

た
と
い
う
。
し
か
し
、
当
然
の
乙
と
な
が
ら
こ
の
ケ

i
ス
が
最
も
多
発
し
た
の
は
、
家
賃
一
二
ド
ル
強
か
ら
二
三
ド
ル
弱
の
間
に
入
る
、
労
働
者

住
区
の
ア
パ
ー
ト
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
ま
た
三
二
年
秋
、

一
O
O
三
件
の
シ
カ
ゴ
地
区
失
業
者
家
庭
を
対
象
に
、
彼
ら
の
生
活
体
験
を
聞
き
取

ク
調
査
し
た
ラ
イ
ト
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
三

O
年
か
ら
二
二
年
に
か
け
て
転
居
に
よ
っ
て
住
宅
環
境
が
悪
化
し
た
と
答
え
た
の
は
、

件
、
お
よ
そ
二
九

O
家
族
を
越
え
て
い
わ

)
O

お
そ
ら
く
強
制
立
退
き
執
行
と
い
う
ケ

i
ス
は
、
そ
れ
に
要
す
る
法
的
手
続
き
、
ま
た
こ
の
間
の
家

主
側
の
法
的
費
用
負
担
を
考
え
れ
ば
、
最
も
極
端
な
ケ

i
ス
で
あ
り
、
数
と
し
て
も
さ
ほ
ど
多
く
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
よ
り
多
く
発
生
し
て

三
世
害
に

い
た
の
は
、
強
制
執
行
開
始
前
の
い
ず
れ
か
の
時
点
で
、
家
主
の
督
促
に
よ
っ
て
措
家
人
が
自
主
的
に
転
居
し
た
ケ

i
ス
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

強
制
的
と
否
と
を
関
わ
ず
、

そ
も
そ
も
不
況
以
前
に
お
い
て
さ
え
安
普
請
の
過
密
な
ア
パ

i
ト
に
往
ん
だ
家
庭
が
、
失
業
の
た
め
そ
こ
か
ら
立
ち

退
き
、

そ
し
て
最
悪
の
場
合
に
は
街
頭
に
放
り
出
さ
れ
て
い
っ
た
状
況
乙
そ
、
三
一

シ
カ
ゴ
の
み
な
ら
ず
合
衆
国
都
市
部
に
発
生
し
た
最
も
培
潅
た
る
光
景
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。

一
一
麗
劣
栓
の
ア
パ

i
ト
へ
、
あ
る
い
は
親
類
と
の
毘
居
へ
、

年

三
O
年
七
月
、
シ
カ
ゴ
に
お
い
て
共
産
党
指
導
の
下
に
結
成
さ
れ
た
失
業
者
組
織
、
失
業
者
評
議
会
は
、
共
産
党
の
一
元
的
指
導
を
原
則
と
し
、

共
産
党
系
労
傷
者
組
織

T
U
U
L
と
活
動
理
念
に
お
い
て
は
け
ソ
ン
グ
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
が
、
そ
の
各
都
市
組
織
の
実
態
は
、
い
ず
れ
も
遠

心
的
で
流
動
的
な
平
均
一

O
名
、
極
端
な
場
合
に
は
そ
の
メ
ン
バ
ー
が
一
名
と
い
う
小
規
模
な
住
区
単
位
組
織
の
集
合
体
で
あ
っ
た
。
こ
の
失
業

者
評
議
会
住
区
組
織
の
メ
ン
バ
ー
が
、
次
に
述
べ
る
運
動
の
最
も
戦
闘
的
な
構
成
員
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

と
の
往
一
区
組



四

織
自
体
が
す
こ
ぶ
る
ア
ド
・
ホ
ッ
ク
な
性
格
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
え
ば
、

乙
の
運
動
が
い
ず
れ
の
組
識
に
よ
っ
て
誘
発
さ
れ
た
か
を
突
き

詰
め
て
問
う
こ
と
は
、
少
な
く
と
も
当
面
の
我
々
に
と
っ
て
き
し
て
重
要
で
は
な
い
。

ニ
一
年
春
か
ち
夏
に
か
け
て
、
住
宅
不
安
の
逼
迫
を
反
挟
し
て
、

し
ば
し
ば
自
然
発
火
的
な

近
隣
住
民
の
集
団
的
自
衛
事
件
が
発
生
しシ
始 カ
めゴ
て の
い労
たき動

O 者

そ往
し区
てで
三は
一往
年居
八立
月退
三き
自命

A 
1..1 

の
執
行
を
実
力
で
阻
止
す
る

シ
カ
ゴ
社
会
は
、
あ
る
婦
人

告
家
人
の
立
退
き
処
分
に
抵
抗
し
た
、
新
聞
報
道
に
よ
れ
ば
五

0
0
0人
余
に
も
膨
れ
上
が
っ
た
サ
ウ
ス
・
サ
イ
ド
住
区
住
民
と
、

そ
の
過
在
で
の
市
警
に
よ
る
三
名
の
群
衆
の
射
殺
と
い
う
突
発
事
件
に
よ
っ
て
震
強
し
句
。
事
件
一
空
間
目
、

シ
カ
ゴ
市
警

と
の
衝
突
、

ニ
ュ

i
ヨ
i
ク
・
タ
イ

ム
ズ
抵
位
、
有
力
紙
の
一
一
屈
を
飾
っ
た
。
立
退
き
執
行
の
実
力
担
止
は
、

そ
の
執
行
が
法
的
手
続
き
を
経
た
も
の
で
あ
る
以
上
、
も
と
よ
り
不
法

行
為
で
あ
っ
た
。

乙
う
し
た
不
法
行
為
に
五

0
0
0名
余
の
群
衆
が
集
ま
っ
た
事
実
、
し
か
も
三
名
の
群
衆
が
治
安
当
局
に
よ
っ
て
射
殺
さ
れ
た

事
実
は
、
事
態
の
衝
撃
を
な
お
一
層
劇
的
な
も
の
と
し
て
い
た
。

こ
の
事
件
の
特
徴
の
一
つ
は
、

そ
れ
が
サ
ウ
ス
・
サ
イ
ド
と
い
う
シ
カ
ゴ
黒
人
衝
の
中
心
部
で
起
っ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

シ
カ
ゴ
黒
人
社
会
の

失
業
は
、
市
全
体
の
数
字
を
さ
さ
に
上
回
り
す
さ
ま
じ
か
っ
た
。
地
区
に
よ
っ
て
は
黒
人
労
働
者
の
八
五
パ
ー
セ
ン
ト
が
失
業
し
て
い
た
。
し
か

も
彼
ろ
の
失
業
は
長
期
に
亘
っ
て
い
た
。
三
日
、
射
殺
さ
れ
た
群
衆
は
い
ず
れ
も
黒
人
で
あ
っ
た
。
市
警
の
発
砲
、
被
弾
に
よ
る
死
者
の
発
生
は
、

サ
ウ
ス
・
サ
イ
ド
に
憤
激
の
渦
を
ま
き
起
こ
し
た
。
三
日
夜
か
ち
お
よ
そ
一
週
間
、

黒
人
書
衆
が
集
ま
り
、
共
産
党
オ
ル
グ
の
激
烈
な
抗
議
演
説
に
耳
を
額
一
け
持
。
サ
ウ
ス
・
サ
イ
ド
の
緊
迫
は
、
さ
ら
に
シ
カ
ゴ
全
市
を
不
安
に
陥

サ
ウ
ス
・
サ
イ
ド
の
ワ
シ
ン
ト
ン
・
パ
ー
ク
に
は
数
千
人
の

れ
る
に
た
る
も
の
で
あ
っ
た
。
市
警
一
の
機
制
を
制
し
た
弾
圧
に
よ
っ
て
、

そ
れ
ま
で
暗
々
裡
に
抑
圧
さ
れ
て
い
た
共
産
党
系
失
業
者
運
動
が
、

ま
や
不
況
の
最
大
の
犠
牲
者
で
あ
る
黒
人
事
セ
巻
き
こ
ん
で
場
発
的
に
拡
大
し
て
い
る
観
が
あ
っ
鳩
。
し
か
し
、
そ
れ
以
上
に
シ
カ
ゴ
社
会
を
揺

人
種
暴
動
む
脅
威
で
あ
っ
た
。
シ
カ
ゴ
市
警
は
連
日
に
亘
る
ワ
シ
ン
ト
ン
・

こ
れ
以
上
の
騒
動
を
誘
発
せ
ぬ
た
め
黙
視
す
る
抱
な
か
っ
旬
。
シ し、

が
し
た
の
は
、
従
顕
で
あ
る
べ
き
黒
人
社
会
か
ら
の
潰
激
の
流
出
、

パ
ー
ク
で
の
集
会
、
八
月
六
日
か
ら
八
日
に
起
っ
た
議
牲
者
の
追
悼
デ
モ
を
、



カ
ゴ
市
当
局
、
市
民
団
体
、
宗
教
団
体
が
事
態
の
収
拾
に
慌
し
く
動
い
て
い
た
。
八
月
四
日
、
市
当
局
の
要
語
を
受
け
て
、
市
裁
執
行
官
は
当
面

の
強
制
立
退
き
執
行
の
停
止
を
全
市
に
伝
え
た
。
翌
五
日
、
六
日
、
市
民
団
体
指
導
者
、
黒
人
宗
教
団
体
指
導
者
、
そ
し
て
市
長
ア
ン
ト
ン
・
サ

i
マ
ッ
ク
は
、
共
産
党
の
一
扇
動
を
事
件
の
直
接
原
因
と
し
て
激
し
く
詰
る
一
方
、
失
業
救
済
の
拡
大
を
市
内
救
済
機
関
に
呼
び
か
け
て
い
た
。

八
月
三
日
事
件
が
そ
の
後
の
シ
カ
ゴ
社
会
の
動
静
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
は
、

な
お
語
る
べ
き
点
が
多
い
。

そ
の
一
端
に
つ
い
て
は
以
下
の

叙
述
で
さ
ち
に
追
記
す
る
で
あ
ろ
う
。

ひ
と
ま
ず
こ
こ
で
は
、
右
の
事
件
が
、
三

O
年
か
ち
三
二
年
に
か
け
て
の
シ
カ
ゴ
社
会
の
構
造
、
広
く
は

合
衆
国
社
会
の
生
意
を
深
く
刻
印
し
た
、

そ
の
意
味
で
は
援
雑
で
多
様
な
断
面
を
持
っ
た
事
件
で
あ
る
こ
と
を
最
後
に
付
記
し
て
、
締
め
く
く
っ

て
お
き
た
い
。
事
件
ほ
短
期
的
に
は
、
三

O
年
末
か
与
の
シ
カ
ゴ
労
識
者
往
反
一
に
お
け
る
往
宅
不
安
の
逼
迫
、

そ
の
摂
底
に
あ
っ
た
失
業
危
機
の

投
影
で
あ
っ
た
。

そ
の
短
期
的
意
味
に
お
い
て
は
、

こ
の
間
の
失
業
者
救
済
が
、
市
内
救
済
機
関
の
努
力
に
も
拘
ら
ず
全
員
弱
で
あ
っ
た
と
と
が
、

事
件
に
係
わ
り
あ
っ
た
亘
接
的
な
政
治
的
、
社
会
的
要
罰
で
あ
っ
た
c

し
か
し
、
事
件
は
こ
の
点
を
指
摘
す
る
だ
け
で
は
な
お
十
分
に
理
解
し
難

ぃ
。
合
衆
国
の
雇
用
体
系
に
お
い
て
黒
人
層
が
特
殊
に
低
い
地
位
に
あ
っ
た
乙
と
が
、
長
期
的
に
は
改
め
て
関
わ
れ
る
べ
き
事
件
の
い
ま
一
面
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、

い
ま
筆
者
に
と
っ
て
同
様
に
重
要
で
あ
る
の
は
、

八
月
三
日
、
市
警
が
た
と
え
不
法
な
立
退
き
担
止
の
詳
衆
で
あ
っ
た
に
せ

よ
、
ま
た
乙
の
事
件
が
突
発
的
な
事
件
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、
ご
く
短
時
間
の
間
に
単
な
る
威
嚇
で
な
く
、

衆
に
対
崎
し
た
事
実
で
あ
る
。
三

0
年
代
前
半
ま
で
、

明
白
な
標
的
射
撃
を
も
っ
て
街
頭
の
群

シ
カ
ゴ
市
警
ば
か
り
か
合
衆
国
の
警
察
権
力
に
は
、
殺
害
を
伴
わ
ず
と
も
デ
モ
、
治
安
事

件
で
の
一
斉
検
挙
、
検
挙
者
へ
の
暴
行
、
特
殊
な
ケ

i
ス
と
し
て
は
移
民
に
対
す
る
強
制
送
還
と
い
っ
た
、

人
権
へ
の
覆
い
が
た
い
軽
視
が
頻
々

と
し
て
み
ら
れ
た
。
異
端
思
想
に
対
す
る
執
助
な
排
他
主
義
、
地
域
社
会
の
自
治
と
い
う
理
念
に
埋
め
こ
ま
れ
た
黒
人
や
移
民
系
住
民
に
対
す
る

こ
う
し
た
公
権
力
の
少
数
者
に
対
す
る
人
権
軽
視
を
し
ば
し
ば
容
認
す
る
機
能
を
果
し
た
。
三
一
年
、
合

錯
綜
し
た
人
種
偏
見
、

民
族
意
識
が
、

衆
国
社
会
が
警
察
国
家
的
性
格
を
も
っ
た
と
論
じ
る
こ
と
は
も
と
よ
り
一
一
一
口
い
す
ぎ
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

こ
の
八
月
三
日
の
事
件
は
、

こ
の

期
の
治
安
当
局
の
行
動
が
、
特
定
の
犯
罪
に
対
す
る
限
定
的
な
法
権
力
の
行
使
と
い
う
域
を
し
ば
し
ば
越
え
、
治
安
の
維
持
を
事
前
に
あ
る
い
は

五



ームー
ノ¥

威
嚇
的
に
計
る
と
い
う
社
会
統
制
的
な
性
格
を
帯
び
て
い
た
事
実
を
、
我
々
に
語
っ
て
い
勾
o

3 

も
と
よ
り
そ
の
一
方
、

八
月
三
日
事
件
は
、
三

O
年
か
ち
三
一
年
に
か
け
て
の
シ
カ
ゴ
社
会
の
変
動
を
測
る
撞
め
て
大
き
な
地
層
の
切
断
で
も

あ
っ
た
。
事
件
の
緊
張
誌
、
八
日
に
行
な
わ
れ
た
犠
牲
者
追
悼
デ
モ
を
し
お
に
ひ
と
ま
ず
拡
散
し
た
が
、
帯
当
局
、
市
民
団
体
、
市
政
治
機
構
は
、

深
ま
る
失
業
の
危
機
が
内
に
秘
め
る
エ
ネ
ル
ギ

i
を
少
な
か
ら
ず
感
じ
と
っ
て
い
わ
)
。
甫
権
力
層
に
の
み
問
題
を
限
定
し
て
、
乙
の
事
件
が
以
後

ど
の
よ
う
に
収
拾
さ
れ
て
い
っ
た
か
を
以
下
簡
単
に
み
て
お
こ
う
。
古
裁
が
事
件
直
後
、
強
制
立
退
き
執
行
の
山
停
止
を
緊
急
措
置
と
し
て
公
示
し

た
こ
と
は
、
す
で
に
述
べ
た
。
た
だ
し
、

乙
れ
は
あ
く
ま
で
暫
定
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
以
後
の
事
態
の
推
移
を
領
導
し
て
い
く
鍵
は
少
な
く
と

も
当
面
は
、
市
内
救
済
機
関
の
動
向
で
る
っ
た
。
問
題
は
つ
ま
る
と
こ
ろ
財
源
に
掃
し
た
。

八
月
シ
カ
ゴ
事
件
が
全
菌
政
治
に
与
え
た
衝
撃
の
一

端
を
明
示
す
る
よ
う
に
、

フ
i
ヴ
ァ

i
は
と
の
月
、
各
都
市
レ
ベ
ル
に
お
け
る
失
業
者
救
済
活
動
の
拡
大
を
改
め
て
訴
え
て
い
た

G

た
だ
し
、
彼

に
と
っ
て
そ
の
拡
大
は
依
然
と
し
て
地
方
社
会
の
各
々
の
努
力
で
独
自
に
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

シ
カ
ゴ
地
域
に
お
け
る
唯
一
の
公
的
救
済
機
関
で
あ
っ
た
ク
ッ
ク
郡
公
共
福
祉
局
は
、

そ
の
財
源
に
伸
張
力
を
欠
い
た
。
地
方
漬
の
発
行
を
州

議
会
が
制
約
し
た
ば
か
り
か
、

い
ま
や
既
発
公
債
の
消
化
自
体
容
易
で
な
か
っ
た
。
税
収
の
低
下
、
加
え
て
二
七
年
以
来
の
シ
カ
ゴ
地
域
不
動
産

税
徴
収
の
特
異
な
混
乱
は
、
地
方
債
の
最
大
の
引
き
受
け
手
で
あ
っ
た
シ
カ
ゴ
金
融
界
の
金
融
不
安
、
自
衛
手
段
と
絡
ん
で
、
公
債
沼
化
を
冨
難

と
し
て
い
た
。
そ
れ
で
も
公
共
福
社
局
は
新
た
な
財
源
を
若
干
念
出
し
た
。
だ
が
、
事
態
の
深
刻
さ
に
対
処
す
る
た
め
に
は
、

つ
ま
る
と
こ
ろ
民

間
か
ら
の
義
指
金
の
増
加
に
頼
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

民
間
救
済
機
関
も
ま
た
財
源
を
す
で
に
枯
渇
し
て
い
た
。
新
た
な
資
金
調
達
機
関
の
設
置
が
急
務
と
な
っ
た
。
新
法
人
組
織
と
し
て
、

シ
カ
ゴ

市
長
サ

i
マ
ッ
ク
を
名
誉
会
長
に
、

そ
し
て
シ
カ
ゴ
鉄
鋼
業
界
の
有
力
者
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ラ
ア
ソ
ン
を
会
長
に
、

ク
ッ
ク
郡
共
同
緊
急
救
済
基
金



(
以
下
、
共
同
基
金
と
略
記
)
が
組
織
さ
れ
、
民
聞
か
ち
の
大
規
模
な
義
損
金
調
達
計
画
が
発
表
さ
れ
た
の
は
、

八
月
一
四
日
で
あ
っ
た
。
秋
期

か
さ
始
ま
っ
た
共
同
基
金
の
募
金
活
動
は
、
前
年
の
知
事
失
業
救
済
委
員
会
が
調
達
し
た
五

O
O万
ド
ル
に
倍
す
る
一

O
五
O
万
ド
ル
を
こ
の
間

収
受
し
た
。
共
同
基
金
は
乙
れ
を
各
民
間
慈
善
団
体
の
救
済
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
市
内
各
所
の
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
、
シ
ェ
ル
タ
i
機
関
に
供
出
し
た
他
、

軍
内
に
新
た
に
独
立
救
済
ス
テ

i
シ
ョ
ン
十
カ
所
を
開
設
し
て
、
救
済
活
動
の
拡
大
を
計
っ
た
。
共
司
基
金
へ
の
醸
金
者
リ
ス
ト
に
は
、

シ
カ
ゴ

工
業
ク
ラ
ブ
、

イ
リ
ノ
イ
J

ベ
ル
社
、

イ
ン
タ
i
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ハ
ベ
ス
タ

i
社
と
い
っ
た
シ
カ
ゴ
産
業

ウ
エ
ス
タ
ン
・
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
社
、

界
の
ト
ッ
プ
企
業
群
が
名
を
列
ね
て
い
た
。

ラ
ス
ウ
ェ
ル
ら
の
研
究
に
よ
れ
ば
、

シ
カ
ゴ
市
警
も
、

八
月
事
件
以
降
一
定
の
戦
術
転
換
を
図
っ
た
。

頻
発
す
る
市
内
往
一
区
民
衆
の
自
然
発

火
的
な
デ
モ
、

そ
れ
と
の
市
警
の
ア
ド
・
ホ
ッ
ク
な
衝
突
を
自
選
す
る
た
め
、
失
業
者
評
議
会
そ
の
他
の
共
産
党
系
組
織
を
含
め
て
、
組
議
団
体

の
申
請
デ
モ
を
-
認
可
す
る
動
き
そ
示
し
た
。
コ
二
年
秋
、

こ
う
し
た
市
当
局
、
救
済
機
関
の
一
応
の
態
勢
立
て
直
し
を
通
し
て
、
事
態
は
少
な
く

と
も
短
期
的
に
は
改
善
に
向
か
う
か
に
み
え
た
。
し
か
し
、

こ
の
安
定
の
支
柱
は
い
か
に
も
提
弱
で
あ
っ
た
。
三
一
年
中
葉
以
降
の
合
衆
国
経
済

の
よ
り
急
角
度
の
悪
化
、

こ
れ
に
つ
い
て
は
こ
こ
で
は
こ
と
さ
ち
の
言
及
を
要
す
ま
い
。
共
同
基
金
の
援
金
者
リ
ス
ト
に
名
を
列
ね
た
シ
カ
ゴ
企

そ
の
一
方
で
、
前
述
し
た
十
月
の

U
・

s-
ス
チ
ー
ル
の
賃
金
カ
ッ
ト
を
皮
切
り
に
、
以
後
、
賃
金
カ
ッ
ト
、

業
防
衛
の
名
の
下
に
偉
る
こ
と
な
く
断
行
し
て
い
た
こ
と
は
、

一
層
の
雇
用
縮
小
を
企

業
群
が
、

と
の
期
の
地
方
失
業
救
済
活
動
が
持
つ
皮
相
性
、
あ
る
い
は
不
条
理
さ
を
余
す
こ

と
な
く
語
っ
て
い
た
。

シ
カ
ゴ
の
危
機
は
新
し
い
段
階
に
入
ろ
う
と
し
て
い
た
。
八
月
事
件
以
降
市
裁
の
判
断
で
一
時
的
に
山
停
止
さ
れ
て
い
た
強
制
立
退

き
執
行
は
、
款
に
入
っ
て
再
び
頻
発
し
始
め
て
い
た
。
同
様
に
深
刻
化
し
た
の
は
、
失
業
者
家
庭
の
一
一
層
の
窮
乏
化
で
あ
っ
た
。
二
九
年
十
月
か

一
一
二
年
末
、

ら
数
え
て
も
す
で
に
二
年
が
経
過
し
て
い
た
。
救
済
を
志
頴
す
る
こ
と
を
露
藷
し
て
い
た
失
業
者
家
涯
の
自
活
の
努
力
も
し
だ
い
に
浪
界
に
達
し

つ
つ
あ
っ
た
。

ク
ッ
ク
郡
に
お
け
る
救
済
受
給
者
の
総
数
は
、
三

O
年
十
一
月
時
点
で
の
一
万
六
千
家
族
に
対
し
て
、
二
二
年
十
一
月
に
は
九
万

七



八白

七
千
家
族
へ
と
爆
発
的
に
増
加
し
て
い
た
。

共
同
基
金
が
秋
期
に
調
達
し
た
一

O
五

O
万
ド
ル
の
資
金
は
、

翌
三
二
年
九
月
三

O
日

ま

で

を

予

定

す
る
'
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、

共
同
基
金
は
、

一
一
二
年
十
月
か
ら
わ
ず
か
三
カ
月
間
に
こ
の
資
金
の
半
分
に
当
る
五

O
O万
ド

ル

を

費

治

し

て

(
ぬ
)

、，」こ
G

F
V
J
j
 

(
m
W
)
 

た
。

一
一
二
年
十
二
月
二
八
日
、

民
間
慈
善
団
体
の
当
昂
者
は
、

こ
の
資
金
が
三
二
年
二
月
に
は
完
全
に
枯
渇
す
る
と
予
想
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ

彼
は
、

こ
の
資
金
が
枯
渇
し
た
後
に
何
が
起
る
か
予
想
で
き
な
い
と
語
っ
て
い
た
。

三
二
年
十
二
月
開
会
の
第
七
二
連
邦
議
会
に
、

失
業
者

救
済
事
業
に
対
す
る
本
格
的
な
連
邦
資
金
援
助
計
画
と
し
て
史
上
司
初
め
て
提
出
さ
れ
た
、

コ
ス
テ
ィ
ガ
ン

-
ラ
フ
ォ
レ
ッ
ト
法
案
公
聴
会
の
席
上

に
お
い
て
で
あ
る
。

註(
1
)
 

い
た
。
し
か
し
、
同
委
員
会
の
目
的
は
、
各
地
域
の
失
業
救
済
活
動
に
直
接
行
政

的
に
介
入
す
る
、
あ
る
い
は
、
資
金
援
助
を
提
供
す
る
と
い
う
も
の
で
は
な
か
っ

た
。
そ
の
目
的
は
、
各
地
域
む
失
業
救
済
活
動
に
つ
い
て
靖
報
を
奴
集
し
、
謹
々
の

情
報
媒
体
を
用
い
て
そ
の
活
動
を
思
想
的
に
鼓
吹
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

三
一
年
八
丹
、
フ

i
ヴ
ァ

I
誌
、
こ
の
委
員
会
を
解
散
し
、
新
た
に
大
統
領
失
業

救
務
機
構
(
ぎ
2
5
0
5
号
。
『
窓
口
一
s
z
o
ロ
O
H
H
C
5
2
立
ミ
言
。
三
月
。
一
宮
『
)
を

設
量
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
呂
的
は
前
者
と
基
本
的
に
変
ら
な
か
っ
た
。
む
し
ろ

そ
れ
以
上
に
フ

l
i
ヴ
ァ
!
の
立
場
は
か
た
く
な
で
あ
っ
た
。
連
邦
失
業
救
済
を

求
め
る
動
き
を
封
じ
こ
め
る
べ
く
、
失
業
救
済
は
、
あ
く
ま
で
地
域
慈
善
団
体
、

地
方
自
治
体
、
さ
ら
に
は
州
政
府
の
問
題
で
あ
る
こ
と
を
強
謁
し
、
そ
の
活
動
を

鼓
吹
し
よ
う
と
す
る
の
が
同
機
構
の
目
的
で
あ
っ
た
。
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フ
i
ヴ
ァ

i
は
、
三

O
年一

O
月
、
各
地
域
の
失
業
救
済
活
動
に
対
し
て
連
邦
レ

ベ
ル
か
ら
支
援
を
送
る
べ
き
具
体
的
機
関
と
し
て
、
大
統
領
緊
急
雇
用
委
員
会

(
苛
呂

ω
E
o
E
J
E
5
円
問
。
ロ
ミ
。
。
B
5
5
2
『
ミ
開
ヨ
宮
司
5
3
3

を
設
置
し
て

(
日
)

一ニ

O
年
か
ら
三
二
年
に
か
け
て
、
各
都
市
、
あ
る
い
は
州
レ
ベ
ル
で
展
開
し
た
失

業
救
済
活
動
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
ご
と
き
掴
別
研
究
が
す
で
に
あ
る
。
本
研

究
は
、
こ
う
し
た
現
究
を
参
超
し
て
の
シ
カ
ゴ
に
対
す
る
個
別
研
究
で
あ
る
。
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思

連
邦
救
済
の
開
始

お
よ
そ
い
ず
れ
の
時
代
に
せ
よ
、

壁
史
の
連
続
と
断
絶
を
確
定
す
る
作
業
は
、

歴
史
家
に
と
っ
て
最
も
医
難
な
仕
事
の

つ
で
あ
ろ
う
。

い
ま

一
九
三
二
年
の
合
衆
菌
の
危
機
を
語
ろ
う
と
す
る
筆
者
に
と
っ
て
も
、

こ
の
作
業
の
難
し
さ
は
念
頭
か
ち
り
消
え
な
い
。

如
上
の
ご
と
く
、

三
二
年
、

シ
カ
ゴ
の
危
機
は
た
し
か
に
新
し
い
段
階
に
入
っ
て
い
た
。

い
な
シ
カ
ゴ
の
み
な
ら
ず
、

三
二
年
は
二
十
世
紀
合

衆
国
史
の
中
で
も
特
筆
す
べ
き
危
機
の
一
年
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
以
下
、
本
節
の
中
心
課
題
と
す
る
三
二
年
七
月
、
連
邦
議
会
に
お
い
て
の
緊
急

救
済
建
設
法
の
成
立
は
、

ま
さ
に
こ
の
危
機
に
対
す
る
合
衆
国
政
治
体
制
の
新
た
な
対
応
の
あ
り
方
を
一
不
す
も
の
で
あ
っ
た
c

同
法
に
よ
っ
て
、

そ
れ
ま
で

E
i
カ
ル
な
社
会
問
題
と
し
て
地
域
政
治
・
社
会
機
構
あ
る
い
は
州
機
構
に
隔
離
さ
れ
て
い
た
失
業
者
の
救
済
に
、
合
衆
冨
政
治
仏
体
制

は
-
初
め
て
そ
の
連
邦
レ
ベ
ル
の
公
的
資
金
を
提
供
し
始
め
た
の
で
あ
る
。
三
二
年
初
頭
の
段
階
で
さ
え
、
失
業
救
済
に
対
す
る
連
邦
資
金
の
供
出

こ
れ
が
及
ぼ
す
連
邦
政
治
体
制
へ
の
挑
戦
、

ま
た
憲
法
上
の
疑
義
を
関
わ
れ
る
な
ど
、
議
会
に
お
い
て
単
な
る
財
政
論
議
の
枠
を
越
え
た
原
理
的
反
撃
を
'
つ
け
て
否
決
さ
れ
た
。

に
は
な
お
強
い
抵
抗
が
あ
っ
た
。
前
述
し
た
コ
ス
テ
ィ
ガ
ン
・
ラ
フ
ォ
レ
ッ
ト
法
案
は
二
月
中
旬
、

に
も
拘
ら
ず

四
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議
会
は
そ
の
五
カ
月
後
、
支
出
方
法
に
変
更
を
加
え
な
が
ら
も
、
実
質
的
に
は
コ
ス
テ
ィ
ガ
ン
・
ラ
フ
ォ
レ
ッ
ト
法
案
に
盛
ら
れ
た
と
毘
主
旨
の
、

連
邦
失
業
救
済
資
金
提
供
を
可
決
し
、

フ
i
ヴ
ァ

i
も
ま
た
乙
れ
に
署
名
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
三
二
年
、
合
衆
国
第
七
二
議
会
は
こ
の
摂
り

で、

二
十
世
紀
合
衆
国
政
治
史
の
一
転
換
点
を
画
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
筆
者
は
そ
こ
に
一
つ
の
歴
史
の
断
点
を
み
た
い
と
思
う
。

し
か
し
な
が
ち
、
三
二
年
、
合
衆
国
社
会
を
席
捲
し
た
失
業
救
済
の
危
機
、
ま
た
そ
れ
に
関
連
し
た
政
治
変
化
を
指
措
す
る
こ
と
は
、

こ
の
年

の
合
衆
国
社
会
の
一
面
を
語
る
と
し
て
も
、

そ
の
様
態
を
か
な
ら
ず
し
も
ト
ー
タ
ル
に
捕
捉
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
三
二
年
、
失
業
者
は
合

衆
菌
労
働
人
口
の
三

O
パ
ー
セ
ン
ト
近
く
に
達
し
て
い
た
が
、
も
と
よ
り
残
る
七

O
パ
ー
セ
ン
ト
の
人
々
は
、
何
ら
か
の
形
の
雇
用
を
保
持
し
て

い
た
。
年
間
三

0
0
0
ド
ル
以
上
の
高
所
得
を
得
る
エ
リ
ー
ト
的
専
門
職
者
、
あ
る
い
は
企
業
管
理
職
者
を
論
外
の
も
の
と
す
れ
ば
、

こ
の
間
被

鵠
者
で
あ
り
え
た
人
々
の
生
活
も
、
な
に
が
し
か
の
恐
慌
の
影
響
を
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
確
実
に
受
け
て
い
た
。
賃
金
の
低
下
ば
か
り
か
、
労
働

時
間
の
短
縮
の
一
方
で
の
労
働
の
強
化
、
企
業
組
識
内
で
の
配
置
転
換
に
よ
る
職
理
・
職
誌
の
下
降
、
さ
ら
に
は
パ

i
ト
・
タ
イ
ム
に
象
徴
さ
れ

る
雇
用
条
件
そ
の
も
の
の
不
安
定
化
が
彼
ち
を
覆
っ
て
い
た
。
彼
ら
も
や
は
り
危
機
の
中
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
危
機
は
、
完
全
に
失
職
し
、

そ
の
手
に
現
金
所
得
を
誌
と
ん
ど
持
た
な
い
失
業
者
家
庭
の
危
機
と
は
、

や
は
り
お
の
ず
と
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
三

O
年
以
来
の
物
価
の
低

下
は
、
彼
ら
の
縮
小
し
た
所
得
を
一
定
程
度
に
相
殺
し
て
い
た
。
彼
ら
は
各
々
の
家
計
を
工
面
し
な
が
ら
三

O
年
か
ら
三
二
年
の
不
況
下
で
も
、

二
0
年
代
に
彼
ら
が
触
れ
た
自
動
車
や
ラ
ジ
オ
を
生
活
の
日
常
的
一
要
素
と
す
る
、
所
与
の
生
活
様
式
を
維
持
し
よ
う
と
し
て
い
た
。

失
業
者
に
と
っ
て
も
、
危
機
は
様
々
な
態
禄
を
と
っ
て
い
た
。
確
か
に
コ
二
年
後
半
か
ら
、
救
済
志
願
失
業
者
は
急
増
し
て
い
た
っ
し
か
し
、

そ
れ
で
も
な
お
三
二
年
、
救
済
受
給
家
庭
は
そ
の
世
帯
数
量
に
お
り
て
、
失
業
者
家
庭
お
よ
び
単
身
失
業
者
全
掠
量
の
実
の
と
と
ろ
三
分
の
一
に

も
達
し
な
か
っ
た
)
。
志
願
を
し
な
が
ち
給
付
が
拒
否
さ
れ
た
ケ

i
ス
も
あ
ろ
う
。
し
か
し
ト
ー
タ
ル
に
見
れ
ば
、
失
業
と
い
う
状
況
は
な
お
そ
の

六
O
パ
i
セ
ン
ト
程
度
、
制
度
上
の
救
済
機
関
の
圏
外
に
お
い
て
失
業
者
家
庭
の
様
々
な
家
計
の
や
り
繰
り
や
、
親
類
等
か
ら
の
援
助
、
忘
る
い

は
一
時
的
な
仕
事
か
ち
の
僅
か
な
収
入
に
よ
っ
て
耐
え
忍
ば
れ
て
い
た
と
い
う
の
が
、
三
二
年
の
疑
い
え
な
い
現
実
で
あ
っ
た
。
彼
ら
に
救
済
志



願
を
露
蕗
さ
せ
た
複
数
要
因
を
正
確
に
分
析
、
秤
量
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、

お
そ
ち
く
救
済
受
給
者
で
あ
る
こ
と
に
は
、
社
会
的
後
ろ
め
た
き

や
屈
辱
感
が
な
お
多
く
の
人
々
に
付
き
ま
と
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
っ
三
二
年
、

を
漁
っ
て
い
た
失
業
者
の
光
景
は
確
か
に
悲
劇
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
形
で
一
日
の
食
料
を
確
保
し
た
人
の
一
人
が
、
何
故
救
済
機
関

に
志
願
し
な
い
の
か
を
間
わ
れ
た
時
、
「
自
分
は
男
で
あ
る
」
と
答
え
た
と
い
う
の
で
あ
れ
旬
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
全
失
業
者
の
数
に
重
ね
て
み
れ

ば
、
い
ず
れ
か
の
失
業
者
組
織
に
加
わ
っ
た
人
は
、
最
大
限
一
パ

i
セ
ン
ト
程
度
の
人
々
で
あ
っ
旬
。
中
古
自
動
車
で
あ
れ
ば
、
自
動
車
宇
佐
保
有

シ
カ
ゴ
に
横
行
し
た
廃
棄
物
投
棄
所
に
群
が
り
、
野
菜
や
パ
ン

す
る
失
業
者
家
庭
で
さ
え
決
し
て
稀
で
は
な
か
っ
た
し
、
彼
ら
が
時
折
映
画
館
に
出
か
け
単
語
な
一
日
を
愚
撫
す
る
こ
と
は
、
三
二
年
に
お
い
て

も
決
し
て
異
常
な
こ
と
で
誌
な
か
っ
た
。
ち
な
み
に
前
述
し
た
社
会
学
者
バ
ッ
キ

i
は
、
失
業
者
の
か
な
り
の
部
分
に
と
っ
て
お
そ
ら
く
短
期
の

失
業
は
、
大
恐
涜
以
前
か
ら
決
し
て
異
常
な
経
験
で
誌
な
か
っ
た
こ
と
、
し
た
が
っ
て
彼
ら
は
、
救
済
を
求
め
ず
自
活
の
努
力
を
続
け
る
に
し
て

も
、
最
終
的
に
救
済
機
関
に
赴
く
に
し
て
も
、

こ
の
ル
体
験
を
様
々
な
生
活
の
工
面
を
も
っ
て
彼
ら
な
り
の
条
理
で
生
き
抜
く
す
べ
を
、
幾
つ
か
の

緊
張
し
た
状
況
に
直
面
し
つ
つ
、
保
持
し
て
い
た
と
指
寵
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

2 

し
か
し
、

そ
れ
に
も
拘
ら
ず
三
二
年
、
合
衆
国
社
会
の
危
機
は
確
実
に
進
行
し
て
い
た
。

シ
カ
ゴ
地
域
に
限
っ
て
言
え
ば
、

た
と
え
過
半
の
失

業
者
が
な
お
救
済
機
関
の
圏
外
に
い
た
と
し
て
も
、

い
ま
や
一

O
万
世
帯
を
越
え
る
失
業
者
家
庭
が
、

な
に
が
し
か
の
救
済
を
シ
カ
ゴ
救
済
機
関

縞
に
頼
っ
て
い
た
現
実
の
重
み
は
、
何
に
も
増
し
て
大
き
か
っ
た
。

こ
の
現
実
が
持
つ
重
み
を
、

シ
カ
ゴ
市
長
サ

i
マ
ッ
ク
は
、
三
二
年
一
月

四
日
、
救
済
機
関
の
停
止
は
シ
カ
ゴ
を
何
人
も
そ
の
先
に
起
こ
る
も
の
を
予
想
で
き
な
い
、
市
民
生
活
へ
の
安
全
保
揮
を
欠
い
た
社
会
に
投
げ
込

む
だ
ろ
う
と
表
現
し
て
い
た
。
号
一
口
い
か
え
れ
ば
三
二
年
、
合
衆
菌
社
会
の
政
治
的
、
社
会
的
エ
リ
ー
ト
に
と
っ
て
、
失
業
救
済
は
も
は
や
限
ち
れ

た
貧
困
家
庭
へ
の
救
済
機
関
と
い
う
社
会
補
助
的
な
役
割
を
は
る
か
に
越
え
て
、
当
面
の
政
治
・
社
会
状
況
に
対
す
る
最
大
の
治
安
維
持
機
構
に

四
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変
質
し
て
い
た
。

し
か
も
い
ま
一
つ
付
言
し
て
お
こ
う
。
三
二
年
前
半
、
客
観
的
に
は
既
存
地
域
権
力
の
治
安
維
持
機
構
に
す
で
に
変
質
し
て
い
た
こ
の
失
業
救

済
乙
そ
、

シ
カ
ゴ
地
域
ば
か
り
か
、
合
衆
国
社
会
全
体
に
お
い
て
、

続
そ
の
も
の
の
継
起
的
な
危
機
に
身
を
臨
し
て
い
問
。
失
業
救
済
の
危
機
は
、
か
な
ら
ず
し
も
ト
ー
タ
ル
に
三
二
年
の
合
衆
一
患
の
危
機
を
語
る
も

い
つ
財
源
の
枯
渇
に
よ
っ
て
そ
の
活
動
が
停
止
す
る
か
も
わ
か
ら
な
い
、
存

の
で
は
な
か
っ
た
が
、
少
な
く
と
も
そ
れ
が
、
三
二
年
合
衆
国
危
機
の
護
雑
な
相
貌
の
中
で
、
最
も
政
治
権
力
の
既
存
の
あ
り
方
に
係
わ
り
あ
っ

た
、
あ
る
い
は
そ
の
先
端
と
最
も
近
い
と
こ
ろ
で
擦
れ
あ
い
始
め
た
政
治
的
危
機
の
凝
縮
態
で
あ
っ
た
と
捉
え
る
こ
と
は
、
す
ぐ
れ
て
歴
史
的
で

あ
っ
た
。

我
々
の
議
論
を
再
び
シ
カ
ゴ
に
戻
そ
う
。

シ
カ
ゴ
に
お
け
る
三
二
年
前
半
の
社
会
状
況
は
、
階
級
対
立
の
激
化
と
い
う
に
は
い
か
に
も
不
定
型
で
あ
っ
た
が
、
秩
序
を
維
持
し
統
制
し
ょ

う
と
す
る
既
存
権
力
、
政
治
・
社
会
機
講
の
能
力
と
、

こ
の
秩
序
統
説
の
枠
か
与
は
み
出
よ
う
と
す
る
民
衆
運
動
の
振
幅
拡
大
、
あ
る
い
ほ
統
鎚

そ
の
も
の
の
あ
り
方
を
問
う
左
翼
政
治
組
織
の
運
動
と
が
、
様
々
な
形
で
衝
突
し
あ
い
、
不
安
定
で
不
規
則
な
社
会
動
態
を
幾
つ
か
の
地
点
で
志

起
し
て
い
た
。
再
開
さ
れ
た
強
制
立
退
き
執
行
に
対
し
て
、
自
然
発
火
的
な
立
退
き
阻
止
の
群
衆
行
動
は
、
再
び
各
所
で
発
生
し
て
い
た
。
さ

3

り

に
、
急
増
す
る
救
済
志
願
者
を
受
け
付
け
る
各
救
済
機
関
ス
テ
i
シ
ョ
ン
の
雑
踏
は
、

乙
の
間
の
不
安
定
な
社
会
動
態
の
最
も
集
約
的
な
顕
現
の

場
で
あ
っ
た
。
救
済
受
給
者
の
急
増
の
た
治
、
救
済
機
関
は
財
政
上
ば
か
り
か
行
政
的
に
も
し
ば
し
ば
麻
庫
状
惑
に
絶
っ
て
い
た
。
各
救
済
ス
テ

i
シ
ョ
ン
に
配
属
さ
れ
た
ケ
i
ス
・
ワ

i
カ
i
の
数
は
、
急
逮
増
員
さ
れ
た
が
、

そ
の
増
員
は
ケ

i
ス
・
ワ
!
カ

i
の
専
門
的
質
を
低
下
さ
せ
、

志
頴
者
、
受
給
者
と
ケ
l
ス
・
ワ

i
カ
!
と
の
関
に
し
ば
し
ば
行
き
違
い
や
口
論
を
引
き
起
こ
し
て
い
た
。
ま
た
増
員
さ
れ
た
と
は
い
え
、

ケ

i
ス
・
ワ

i
カ
i
が
担
当
す
る
救
済
ケ

i
ス
の
数
は
、
三
一
年
前
半
か
ら
三
二
年
に
か
け
て
ほ
と
ん
ど
絶
望
的
な
ま
で
に
増
加
し
て
い
た
。
あ
る

一
人
の
ケ
!
ス
・
ワ

i
カ
l
が
二

O
Oか
ら
五

O
O家
族
も
の
ケ

i
ス
を
担
当
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。
混
雑
を

史
料
に
よ
れ
ば
、



極
め
る
救
済
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
長
時
間
待
た
さ
れ
、
し
か
も
ケ

i
ス
・
ワ

i
カ
i
の
家
計
調
査
が
そ
れ
か
ら
数
日
後
、
あ
る
い
は
い
つ
に

な
る
か
不
分
明
で
あ
っ
た
状
況
は
、
救
済
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
中
心
に
、
多
く
の
衝
突
事
件
が
起
る
こ
と
を
不
可
避
と
し
た
。

三
二
年
前
半
、
共
産
党
系
失
業
者
組
織
、
失
業
者
評
議
会
の
住
区
組
識
は
、

こ
の
救
済
ス
テ

i
シ
ョ
ン
に
倍
別
に
掛
け
合
い
に
赴
き
、

ケ
ー
ス

-
ワ

i
カ
!
と
談
判
し
、
あ
る
場
合
に
は
救
済
ス
テ

i
シ
ョ
ン
の
杭
や
窓
ガ
ラ
ス
を
打
ち
破
る
な
ど
、
小
規
模
で
は
あ
っ
た
が
、
自
然
発
火
的
な

し
ば
し
ば
発
火
点
の
役
割
を
果
し
て
い
た
。
そ
の
要
求
は
、
特
定
志
願
者
に
対
す
る
早
期
の
救
済
支
給
開
始

食
糧
暴
動
一
授
の
ご
と
き
衝
突
の
、

を
迫
る
場
合
も
あ
り
、
ま
た
一
般
的
に
救
済
支
給
額
の
引
き
上
げ
を
要
求
す
る
示
威
行
為
で
も
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
こ
の
問
、
救
済
支
給
内
容
は
、

一
一
二
年
期
に
比
し
て
家
賃
補
助
の
淳
止
、
規
定
食
遺
支
給
額
の
二
五
パ

i
セ
ン
ト
減
な
ど
、
さ
ら
に
悪
化
し
て
い
た
。
そ
の
発
火
点
が
い
ず
れ
に

あ
っ
た
に
し
て
も
、
こ
う
し
た
状
況
を
背
景
と
し
て
三
二
年
前
半
の
シ
カ
ゴ
に
は
、
い
わ
ゆ
る
救
済
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
暴
動
と
呼
ば
れ
た
不
測
の
衝

突
事
件
が
、
救
済
ス
テ

i
シ
ョ
ン
を
中
心
に
文
字
通
り
頻
発
し
て
い
わ

)
O

各
所
の
救
済
ス
テ

i
シ
ョ
ン
に
、

り
付
け
状
態
に
な
っ
て
い
た
事
実
は
、
事
態
の
深
刻
さ
を
明
示
す
る
な
に
よ
り
の
証
左
で
あ
っ
た
。

シ
カ
ゴ
市
警
の
一
部
が
し
ば
し
ば
張

規
模
の
大
き
い
衝
突
も
ま
た
数
件
起
き
て
い
た
。
五
月
初
旬
、

シ
カ
ゴ
西
部
の
郊
外
都
市
メ
ル
ロ

l
ズ
・
パ
ー
ク
で
起
っ
た
警
官
と
デ
モ
球
と

の
衝
突
も
、
そ
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
史
料
に
よ
れ
ば
、
五
月
一
日
、
メ
ル
ロ

i
ズ
・
パ

l
ク
で
行
な
わ
れ
た
失
業
労
動
者
の
メ
イ
デ

i
集
会
を
、
毘

市
市
警
は
無
許
可
集
会
と
し
て
規
制
賊
し
た
。

乙
の
規
制
と
、
そ
の
擦
の
暴
行
、
逮
捕
に
抗
議
す
る
集
会
が
五
月
六
日
、
再
び
同
市
で
開
催
さ
れ
た
。

て会
い場
7こfi ま

事
件
後

サ
ブ
マ
シ
ン
・
ガ
ン
、

ラ
イ
フ
ル
、

ピ
ス
ト
ル
等
に
よ
っ
て
武
装
し
た
警
官
の
包
囲
の
中
で
、
開
会
前
か
ら
異
常
な
ム

i
ド
に
包
ま
れ

シ
カ
ゴ
市
民
的
自
由
委
員
会
が
配
布
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
集
会
が
そ
の
後
短
時
間
に
乱
菌
の
場
と
化
し
、

サ
*
フ
マ
シ
ン

-
ガ
ン
が
発
射
さ
れ
、

九
名
の
集
会
参
加
者
が
銃
弾
に
よ
っ
て
負
傷
し
た
こ
と
を
伝
え
て
い
た
。

こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
「
責
任
あ
る
証
人
を

捜
し
出
し
、
彼
ら
へ
の
伺
喝
を
阻
止
し
、
事
件
の
背
景
原
因
を
調
査
し
、
:
:
:
シ
カ
ゴ
郊
外
地
域
に
お
け
る
失
業
者
、

お
よ
び
他
の
す
べ
て
の
市

民
の
、
憲
法
上
保
障
さ
れ
た
市
民
的
自
由
へ
の
権
利
を
確
立
す
る
こ
と
」
が
、
今
日
緊
急
の
重
要
課
題
で
あ
る
と
事
件
を
結
ん
で
い
た
。

四
五



四
六

三
二
年
、

こ
う
し
た
民
衆
運
動
の
振
幅
拡
大
に
呼
忘
し
て
そ
の
活
動
を
活
性
化
し
た
、
左
翼
組
織
の
動
静
に
も
、
触
れ
て
お
こ
う
。
前
述
し
た

ニ
一
年
八
月
初
旬
の
シ
カ
ゴ
事
件
は
、

シ
カ
ゴ
の
社
会
主
義
系
イ
ン
テ
リ
あ
る
い
は
リ
ベ
ラ
ル
な
知
識
人
に
も
、
失
業
の
増
加
が
及
ぼ
す
深
刻
な

社
会
的
危
機
を
改
め
て
認
識
せ
し
め
、
抗
議
運
動
の
新
た
な
核
を
生
み
出
し
て
い
た
。
事
件
直
後
、
産
業
民
主
主
義
連
盟
シ
カ
ゴ
支
部
に
属
し
た

社
会
党
系
知
識
人
は
、

シ
カ
ゴ
地
域
に
独
自
の
失
業
者
運
動
組
議
、

労
動
者
失
業
委
員
会
(
わ
E
g
m。
者
三
宮
足
。
。

E
S
E
g
。ロ

C
5
5
1。
て
目
。
三
)
を
組
織
し
た
。
事
務
局
を
産
業
民
主
主
義
連
盟
に
お
き
、
委

シ
カ
ゴ
大
学
の
学
生
あ
る
い
は
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
指
導
者
を
集
っ
て
、

シ
カ
ゴ

員
会
の
議
長
に
は
連
盟
の
カ

i
ル
・
ボ
ル
ダ
ー
ス

(
同
ハ
お
ユ
一
回
。
己

2m)
が
就
任
し
、
委
員
会
組
織
の
外
郭
支
援
団
体
に
は
、

シ
カ
ゴ
大
学
の
社
会

学
者
ソ
フ
ォ
ニ
ズ
パ
・
ブ
レ
ッ
キ
ン
ワ
ッ
ジ
、
経
済
学
者
ポ
ー
ル
・
ダ
グ
ラ
ス
と
い
っ
た
リ
ベ
ラ
ル
系
あ
る
い
は
社
会
主
義
系
知
識
人
が
名
を
列

ね
て
い
た
。

三
一
年
八
月
の
右
委
員
会
の
結
成
、

そ
し
て
以
後
の
ロ
ー
カ
ル
住
区
組
織
へ
の
失
業
者
の
組
織
化
は
、

一
一
二
年
後
半
か
ら
三
二
年

に
か
け
て
シ
カ
ゴ
地
域
に
、
共
産
党
系
の
失
業
者
評
議
会
住
区
組
織
と
は
ま
た
別
居
の
、
新
た
な
失
業
者
運
動
の
一
水
娠
を
掘
り
お
と
し
て
い
っ

た
。
三
二
年
後
半
ま
で
に
、
各
地
域
救
済
ス
テ

i
シ
ョ
ン
の
周
辺
を
中
心
に
、
労
働
者
委
員
会
を
名
の
る
ロ
ー
カ
ル
組
織
は
五
五
を
数
え
た
。

す
で
に
筆
者
は
、
失
業
者
運
動
へ
の
失
業
者
の
参
加
辻
、

そ
の
最
大
時
に
お
い
て
さ
え
全
失
業
者
の
群
に
比
す
れ
ば
さ
ほ
ど
に
大
き
な
も
の
で

は
な
か
っ
た
こ
と
、
ま
た
失
業
者
組
織
と
い
う
も
む
の
組
織
的
実
態
は
、
共
産
党
系
失
業
者
評
議
会
住
区
組
織
で
さ
え
は
な
は
だ
し
く
メ
ン
バ
;

の
出
入
り
の
多
い
、

ア
ド
・
ホ
ッ
ク
な
性
格
を
持
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。

シ
カ
ゴ
労
動
者
失
業
委
員
会
に
加
わ
っ
た
失
業
者
の
性
格
も
、
評
議

会
住
区
組
織
の
メ
ン
バ
ー
よ
り
は
幾
分
穏
健
な
行
動
を
好
ん
だ
と
は
い
え
、
実
態
と
し
て
は
、
如
上
の
そ
れ
と
さ
ほ
ど
に
変
ら
ぬ
ア
ド
・
ホ
ッ
ク

な
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
う
で
あ
れ
ば
乙
そ
、
我
々
は
こ
と
に
も
、

三
一
年
後
半
か
ら
三
二
年
に
か
け
て
の
シ
カ
ゴ
民
衆
の
多
様
な
運
動

振
幅
の
拡
大
を
窺
う
こ
と
が
で
き
た
。
三
二
年
、
失
業
者
評
議
会
組
織
と
シ
カ
ゴ
労
動
者
失
業
委
員
会
は
、
互
い
に
索
制
し
あ
い
な
が
ら
も
、
混

沌
と
す
る
シ
カ
ゴ
の
政
治
・
思
想
状
況
に
独
自
の
運
動
ェ
、
不
ル
ギ
!
と
思
想
を
も
っ
て
対
持
し
た
。
貧
弱
な
チ
ャ
リ
テ
ィ
と
し
て
の
失
業
救
済
か

ら
、
よ
り
充
実
し
た
権
利
と
し
て
の
失
業
者
保
護
を
、
そ
れ
を
具
体
化
す
る
も
の
と
し
て
連
邦
失
業
救
済
資
金
の
支
出
と
、
法
人
税
、
所
得
税
、
相



続
税
の
改
革
を
、
ま
た
長
期
的
に
は
失
業
保
検
制
度
の
法
制
化
を
と
い
う
彼
ら
の
主
張
は
、

シ
カ
ゴ
の
現
体
制
を
左
か
ら
揺
さ
ぶ
っ
て
い
た
。

三
二
年
五
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
、

シ
カ
ゴ
は
失
業
救
済
活
動
の
決
定
的
な
停
止
と
い
う
、
右
に
み
た
社
会
生
態
か
ラ
り
す
れ
ば
ま
ず
極
限
的
な

危
機
に
宣
面
し
て
い
た
。
壬
一
口
う
ま
で
も
な
く
、
救
済
資
金
の
枯
福
で
あ
る
。

も
と
よ
り
資
金
の
枯
渇
は
こ
の
時
期
に
始
ま
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
す
で
に
触
れ
た
よ
う
に
シ
カ
ゴ
救
済
機
関
網
は
、
コ
二
年
十
二
月
か

ら
三
二
年
一
月
に
か
け
て
、

そ
の
保
有
財
源
(
つ
ま
り
一
一
二
年
秋
に
共
同
基
金
が
民
間
か
ら
調
達
し
た
一

O
五
O
万
ド
ル
の
資
金
)
が
二
月
-
初
旬

に
は
払
底
し
、
も
し
外
部
か
ら
の
援
助
が
な
け
れ
ば
、

シ
カ
ゴ
救
済
機
関
は
二
月
段
階
で
完
全
に
閉
鎖
す
る
と
伝
え
て
い
た
。
二
月
六
日
、

イ

ノ
イ
州
議
会
が
文
字
通
り
不
承
不
承
な
が
ら
初
め
て
、
未
徴
収
の
州
財
源
を
担
保
に
一
八
七
五
万
ド
ル
の
失
業
救
済
資
金
の
供
出
を
決
定
し
た
の

は
、
こ
む
二
月
に
お
け
る
シ
カ
ゴ
危
機
に
突
き
動
か
さ
れ
た
も
の
に
他
な
ろ
な
か
っ
た
。
こ
の
時
点
か
ら
シ
カ
ゴ
地
域
救
済
活
動
は
、
そ
の
資
金

の
大
半
が
新
設
の
州
行
政
機
関
、

イ
ワ
ノ
イ
州
緊
急
救
済
委
員
会
を
通
し
て
流
れ
る
州
政
府
資
金
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
る
と
い
う
、
新
し
い
段
階
に

入
っ
た
。
し
か
し
、

そ
れ
が
い
か
に
新
し
い
段
階
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
要
は
こ
の
資
金
が
い
つ
ま
で
持
っ
か
で
あ
っ
た
。
す
で
に
シ
カ
ゴ
救
済

シ
カ
ゴ
地
域
の
失
業
救
済
負
担
額
が
一
カ
月
三

O
O万
ド
ル
を
要
す
る
と
算
出
し
て
い
た
。
こ
の
水

機
関
当
局
者
は
コ
二
年
十
二
月
の
段
階
で
、

準
が
続
い
た
と
し
て
も
、
新
た
な
州
財
源
一
八
七
五
万
ド
ル
は
せ
い
ぜ
い
六
カ
月
持
つ
の
が
や
っ
と
で
あ
っ
た
。

五
月
危
機
に
議
論
を
進
め
よ
う
。

五
月
中
旬
か
ら
起
っ
た
再
度
の
シ
カ
ゴ
救
済
機
関
の
資
金
的
危
機
は
、
直
接
的
に
は
、

二
月
、

州
政
府
が
救

済
資
金
の
財
源
と
し
て
発
行
し
た
租
税
担
保
証
券
む
未
消
化
に
起
因
し
た
。

シ
カ
ゴ
金
融
界
は
、

こ
の
州
政
府
発
行
証
券
の
引
き
受
け
を
、

五
月

末
の
段
階
で
な
お
六
二
五
万
ド
ル
拒
ん
で
い
た
。

イ
リ
ノ
イ
州
緊
急
救
済
委
員
会
、
そ
し
て
シ
カ
ゴ
救
済
機
関
網
は
、

五
月
二
七
ヨ
、
も
し
こ
の
証

シ
カ
ゴ
地
域
の
す
べ
て
の
救
済
ス
テ

i
シ
ヨ
ン
を
閉
鎖
し
な
け
れ
ば
な
ち
な
い
と
午
え
か

)
O

券
が
な
お
未
消
化
で
あ
れ
ば
六
月
五
日
を
も
っ
て
、

州
緊
急
救
済
委
員
会
は
、
六
二
五
万
ド
ル
の
未
消
化
証
券
の
引
き
受
け
を
求
め
て
、

シ
カ
ゴ
金
融
界
と
数
週
間
に
亘
っ
て
交
渉
を
続
け
て
い
た
こ

と
、
し
か
し
五
月
二
七
日
段
階
で
も
な
お
そ
れ
が
不
調
で
あ
る
乙
と
、
六
月
五
日
の
救
済
の
停
止
は
こ
れ
を
直
接
京
国
と
す
る
こ
と
を
明
言
し
て

四
七
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シ
カ
ゴ
市
当
局
、
救
済
機
関
当
局
者
ば
か
り
か
、

シ
カ
ゴ
労
働
者
失
業
委
員
会
が
、

シ
カ
ゴ
金
融
界
の
動
静
を
注
視
し
て
い
た
。

乙
の
事

実
の
持
つ
意
味
は
大
き
か
っ
た
。
少
な
く
と
も
一
ニ

O
年
時
点
で
は
、

た
し
か
に
フ

i
ヴ
ァ
!
が
言
う
よ
う
に
ロ

i
カ
ル
な
一
社
会
問
題
に
す
ぎ
な

か
っ
た
で
あ
ろ
う
失
業
救
済
の
問
題
は
、

い
ま
や
州
政
府
の
法
的
権
限
さ
え
越
え
て
、

シ
カ
ゴ
金
融
界
が
こ
れ
に
資
金
を
提
供
す
る
か
否
か
と
い

ぅ
、
合
衆
冨
経
済
の
中
枢
機
関
部
の
行
動
と
亘
接
ふ
れ
あ
う
段
階
に
入
っ
て
い
た
。
言
い
か
え
れ
ば
乙
の
段
階
で
、
失
業
救
済
の
危
機
は
シ
カ
ゴ

金
融
界
の
政
治
的
存
続
、
生
き
残
り
の
問
題
と
完
全
に
一
捧
化
し
て
い
た
。

シ
カ
ゴ
金
融
界
ほ
ま
さ
に
ぎ
り
ぎ
り
の
段
階
で
、
州
租
税
担
保
証
券
の
未
消
化
分
引
き
受
け
を
決
定

し
、
彼
ら
に
向
い
た
当
面
の
危
機
を
回
避
し
た
。
シ
カ
ゴ
・
ト
リ
ピ
ュ

i
ン
祇
に
よ
れ
ば
、
セ
ン
ト
ラ
ル
・
ワ
パ
プ
ワ
ッ
ク
、
コ
ン
テ
イ
ネ
ン
タ

こ
の
引
き
受
け
の
先
障
を
き
っ
た
。
危
機
は
ひ
と
ま
ず
先
に
繰
り
延
べ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
そ

六
月
三
日
、
事
態
は
動
い
た
。

こ
の
目
、

ル
・
イ
リ
ノ
イ
と
い
う
両
シ
カ
ゴ
主
軸
銀
行
が
、

れ
は
ま
ぎ
れ
も
な
く
繰
り
延
べ
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

セ
ン
ト
ラ
ル
・
リ
パ
ブ
リ
ッ
ク
銀
行
は
、

乙
の
州
租
税
担
保
証
券
未
消
化
分
の
引
き
受
け
を

推
進
し
た
一
方
、
三
二
年
五
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
そ
の
資
産
内
容
の
悪
化
が
深
刻
化
し
、
こ
の
時
期
に
シ
カ
ゴ
を
襲
っ
た
金
融
恐
慌
の
只
中
に

あ
っ
鳩
。
他
方
、
州
程
税
担
保
証
券
の
完
全
消
化
が
確
保
す
る
一
八
七
五
万
ド
ル
の
資
金
で
さ
え
、
三
二
年
七
月
末
に
は
完
全
に
枯
渇
す
る
こ
と

を
、
シ
カ
ゴ
救
済
機
関
当
局
者
は
す
で
に
五
足
初
頭
の
段
階
で
確
言
し
て
い
た
。
六
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
、
シ
カ
ゴ
社
会
は
、
金
融
界
、
産
業

界
を
あ
げ
て
、
連
邦
失
業
救
済
資
金
の
供
出
を
ワ
シ
ン
ト
ン
に
働
き
か
け
る
急
先
鋒
に
立
っ
て
い
た
。
い
ま
シ
カ
ゴ
か
ら
ワ
シ
ン
ト
ン
に
向
け
ち

い
か
な
る
機
関
に
も
ま
し
て
シ
カ
ゴ
金
融
界
が
位
置
し
た
こ
と
は
、
一
二
(
)
年
以
来
の
失
業
救
済
の
手
詰
り
が

れ
た
連
邦
救
済
要
求
の
最
先
端
に
、

招
来
し
た
三
二
年
シ
カ
ゴ
危
機
、

ひ
い
て
は
合
衆
国
社
会
の
危
機
の
差
し
迫
っ
た
権
力
捧
函
を
象
徴
し
て
い
た
。
六
月
三
日
、
当
面
の
シ
カ
ゴ
失

業
救
済
危
機
を
乗
れ
ノ
切
る
べ
く
、
州
租
税
担
保
証
券
未
消
化
分
の
引
き
受
け
を
決
定
し
た
シ
カ
ゴ
金
融
界
は
、
同
時
に
連
邦
議
会
に
対
し
、
連
邦

失
業
救
済
資
金
の
支
出
を
求
め
る
緊
急
の
嘆
顕
書
を
作
成
し
ワ
シ
ン
ト
ン
に
打
電
し
て
い
た
。
市
長
サ

i
マ
ッ
ク
他
、

シ
カ
ゴ
金
融
界
お
よ
び
産

業
者
の
首
脳
が
そ
れ
に
署
名
し
て
い
た
。
表
5
は、

シ
カ
ゴ
・
ト
リ
ゼ
ュ

i
ン
紙
が
伝
え
た
そ
の
署
名
者
の
一
覧
表
で
あ
る
。



8月 36付嘆願書署名者一覧表

Lester Armour 

五.T. Adamson， Bowman Dairy Company. 

Sewell L. Avery， U. S. Gypsum company. 

Vincent Bendix， Bendix Aviation company. 

C. W. Berquist， Western Electric company. 

R. J. Bermingham， Di110n Read & Co. 

Leopold. E. Block， Inland Steel company 

Britton L. Budd， Chicago Rapid Transit company 

L. A. Carton， Swift & Co. 

Phillip R. Clarke， Central Republic Bank andTrust company 

William E. Clow， James B. Clow & Sons. 

D. A. Crawford， Pullman company. 
R. A. Cudahy， Cudahy Packing company. 

Joseph M. Cudahy 

Henryち，f.Dawes， Pure Oil company. 

Char1es S. Dewey， Coigate-Palmolive Peet company. 

Albert. B. Dick J r.， A. B. Dick & Co. 

Thomas K. Donnelley， R. R. Donnelley & Sons company. 

Max Epstein 

Howard Fenton， Harris Trust and Savings bank. 
H. L. Greenebaum， Mandel Brothers. 

F. O. Hale， I1linois Bell Telephone company 
Harvey Hill， Chicago Stock exchange. 

Dennis F. Kel1y， The Fair. 

James R. Leavell， Continental Illinois Bank and Trust company 

Frederick H. Massman， National Tea company 

Chauncey McCormick. 

Charles A. McCulloch， receiver， Middle West Utilities company 

J ohn McKinlay， Marshall Field & Co. 

Wa1ter P. Murphy， Standard Railway Equipment company. 

Joseph E. Otis， Central Republic Bank and Trust company 

J ohn T. Pirie， Carson Pirie Scott & Co. 

George A. Mannery， International豆arvestercompany 

Philip L.まeed，Armour & Co. 

Guy A. Richardson， Chicago Surface Lines 

Maurice L. Rothschild. 

George E. Scott， American Steel Foudries company 

W. B. Storey， Atchison， Topeka and Santa Fe railway 

Silas H. Strawn 

Melvin A. Traylor， First National bank 

Mer1e J. Trees， Chicago Bridge and Iron W orks. 

J ohn P. Wilson， Wilson & McIlvaine. 

Thomas E. Wi1son， Wilson & Co. 

〔表 5)三

O
年
以
来
地
域
レ
ベ
ル
で
震
関
し
た
失
業
救
済
活
動
の
コ
二
年
末
か
ら
の
財
源
の
枯
語
、

州
政
府
を
介
し
て
、

危
機
に
対
し
、

億
七
五

O
O万
ド
ル
を
供
出
し
よ
う
と
す
る
最
初
の
連
邦
失
業
救
済
法
案
、

コ
ス
テ
ィ
ガ
ン

-
ラ
フ
ォ
レ
ッ
ト
法
案
は
三
二
年
二
月
一
六
日
、

四
九

冨
産
か
与 Chicago Tribune， J une 4， 1932， p. 5より作或。

連



五
O 

邦
上
院
に
お
い
て
否
決
さ
れ
た
。
票
決
は
四
八
対
三
五
で
あ
っ
た
。
乙
の
票
決
の
翌
月
、
三
二
年
三
月
、
合
衆
国
高
工
会
議
所
の
機
関
誌
、
『
、
ネ
イ

シ
ョ
ン
ズ
・
ど
ジ
ネ
ス
』
に
掲
載
さ
れ
た
論
説
「
連
邦
救
済
の
危
険
」
は
言
う
。
も
し
、
連
邦
政
府
が
た
だ
無
為
に
過
す
だ
け
の
失
業
者
に
援
助

を
供
与
す
れ
ば
、
合
衆
国
社
会
の
伝
統
的
健
全
さ
は
失
な
わ
れ
、

民
主
主
義
は
破
壊
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
連
邦
援
助
は
、
救
済
に
す
が
る
自
立
心

と
自
尊
心
を
失
っ
た
情
眠
の
民
を
生
み
だ
し
、

ま
た
救
済
獲
得
を
競
う
投
票
E
当
て
の
政
治
家
の
機
会
主
義
的
行
動
と
、
彼
ら
の
パ
タ
i
ナ
リ
ズ

ム
を
生
み
出
し
て
い
く
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
は
、

連
邦
政
府
を
露
大
な
官
僚
機
構
に
転
じ
せ
し
め
る
で
あ
ろ
う
。

「
連
邦
政
府
が
国
民
生
活
に
対

し
保
護
の
義
務
を
負
う
と
論
じ
る
こ
と
は
、
ま
さ
に
州
お
よ
び
そ
の
市
民
の
本
来
的
健
全
さ
を
廃
棄
す
べ
き
と
い
う
と
と
に
等
し
い
。
政
治
的
便

宜
と
機
会
主
義
に
屈
す
る
と
と
は
、
公
共
財
政
の
悪
化
を
惹
起
す
る
ば
か
り
か
、
確
実
に
、

破
壊
を
招
く
乙
と
に
な
る
で
あ
ろ
刊
」
。

ア
メ
リ
カ
国
民
が
こ
れ
ま
で
保
持
し
た
社
会
道
義
の

三
二
年
一
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
、
連
邦
失
業
救
済
に
対
す
る
実
業
界
、
と
り
わ
け
合
衆
冨
商
工
会
議
所
、
全
国
製
造
業
者
連
盟
の
反
対
は
猛

然
た
る
も
の
が
あ
っ
た
。
大
統
領
フ

i
ヴ
ァ

i
も
ま
た
毘
様
で
あ
る
。

二
月
、

コ
ス
テ
ィ
ガ
ン
・
ラ
フ
オ
レ
ッ
ト
法
案
の
否
決
か
ら
、
七
月
、
緊
急
救
済
建
設
法
の
成
立
に
至
る
議
会
内
の
錯
綜
し
た
論
議
に
つ
い
て

こ
の
間
の
民
主
党
、
共
和
党
の
動
き
を
中
心
に
詳
細
な
論
述
を
加
え
て
お
り
、
細
部
に

は
、
す
で
に
シ
ュ
ワ
ル
ツ
の
研
究
が
議
会
史
の
立
場
で
、

つ
い
て
は
こ
こ
で
の
叙
述
を
割
愛
す
る
。
当
面
の
筆
者
の
関
心
は
、

い
つ
の
段
措
で
フ

i
ヴ
ァ

i
が
田
来
の
立
場
を
仲
修
正
し
、
連
邦
失
業
救
済
支

出
を
認
め
る
に
至
っ
た
か
。
ま
た
、

乙
の
フ

l
ヴ
ァ
!
の
一
定
の
妥
協
に
も
拘
ら
ず
、

フ
i
ヴ
ァ

i
、
連
邦
上
院
、
下
院
が
五
月
後
半
か
ら
七
月

初
旬
に
か
け
て
、
後
述
す
る
ご
と
き
三
つ
邑
の
対
立
に
陥
り
事
態
が
行
き
詰
っ
た
段
階
で
、

い
か
な
る
力
、
と
り
わ
け
議
会
外
の
力
が
ホ
ワ
イ
ト

-
ハ
ウ
ス
、
連
邦
両
院
を
妥
協
に
突
き
動
か
し
て
い
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
乙
と
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
大
統
領
選
挙
、
議
会
選
挙
年
度
に
当
た

っ
た
と
の
年
の
議
会
は
、
六
月
、
民
主
党
大
会
の
日
程
が
近
づ
く
に
つ
れ
、
浮
き
足
し
だ
っ
た
議
員
と
民
主
、
共
和
再
党
の
思
惑
が
絡
み
、

閉
会
に
な
る
や
も
し
れ
な
い
不
安
定
な
状
況
に
陥
っ
て
い
た
。
議
会
外
か
ら
の
強
力
な
力
が
な
け
れ
ば
、
お
そ
ち
く
三
二
年
議
会
は
、

し三

てコ

と
の
妥
協



法
案
で
あ
る
緊
急
救
済
建
設
法
さ
え
成
立
し
得
な
い
ま
ま
に
開
会
し
、

そ
の
統
治
能
力
の
麻
庫
を
晒
し
か
ね
な
か
っ
た
。
三
二
年
議
会
の
動
静
を

誕
る
基
本
的
な
座
標
軸
は
議
会
外
に
あ
っ
た
。

コ
ス
テ
ィ
ガ
ン
・
ラ
フ
ォ
レ
ッ
ト
法
案
は
、
現
実
に
各
地
域
レ
ベ
ル
で
救
済
活
動
に
携
わ
る
救
済
機
関
当
局
者
、
お
よ
び
全
国
社
会
事
業
会
議

を
核
と
し
た
専
門
的
社
会
事
業
家
層
の
政
治
的
結
集
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

こ
の
動
き
は
な
お
合
衆
国
議
会
を
動
か
す
に
十
分
で
な
か
っ
た
。

二
年
前
半
に
は
、

救
済
問
題
を
め
ぐ
っ
て
、
す
で
に
本
稿
冒
頭
で
触
れ
た
デ
ト
ロ
イ
ト
市
郊
外
に
お
け
る
フ
ォ
ー
ド
・

ハ
ン
ガ
ー

マ
ー
チ
事

件
、
五

A-初
旬
の
シ
カ
ゴ
郊
外
に
お
け
る
メ
ル
ロ

i
ズ
・
パ
!
ク
事
件
と
い
っ
た
、
全
国
的
注
目
を
受
け
る
事
件
が
発
生
し
て
い
た
。
し
か
し
、

乙
の
間
の
衝
突
事
件
自
体
も
、
全
菌
政
治
を
毘
辺
的
に
揺
が
す
要
因
で
は
あ
っ
た
が
、
連
邦
政
治
の
基
軸
部
分
を
回
転
さ
せ
る
に
誌
な
お
ロ

i
カ

ル
な
事
件
で
あ
っ
た
。

よ
り
深
刻
な
意
味
を
持
っ
た
の
誌
、

五
月
か
ら
ワ
シ
ン
ト
ン
に
集
ま
り
始
め
た
、

ボ
i
ナ
ス
・
ア

i
ミ
i
と
呼
ば
れ
た
あ
の
旧
軍
人
失
業
者
の

群
で
あ
っ
た
。
彼
ら
が
要
求
し
た
の
は
、
軍
人
患
給
の
操
り
上
げ
支
給
で
あ
り
、
連
邦
失
業
救
済
そ
の
も
む
で
は
な
か
っ
た
が
、
彼
ら
の
行
動
は
、

い
ま
や
失
業
救
済
を
求
め
る
諸
集
自
の
関
心
と
行
動
が
、

政
府
を
焦
点
に
呂
転
し
始
め
た
こ
と
を
明
示
し
て
い
た
。

コ
ス
テ
ィ
ガ
ン
・
ラ
フ
ォ
レ
ッ
ト
法
案
時
よ
り
は
る
か
に
分
厚
い
層
を
な
し
て
、
連
邦

こ
と
で
六
月
一
日
、
デ
ト
ロ
イ
ト
で
開
催
さ
れ
た
全
国
市
長
会
議
に
も
是
非
触
れ
て
お

か
ね
ば
な
る
ま
い
。
ゲ
ル
フ
ァ
ン
ド
の
近
著
『
都
市
の
国
家
』
は
、

乙
の
三
二
年
五
月
か
ら
六
月
、

そ
れ
ま
で
伝
統
的
に
自
治
指
向
的
で
あ
っ
た

大
都
市
当
局
者
が
、

デ
ト
ロ
イ
ト
市
長
フ
ラ
ン
ク
・
マ

i
フ
ィ
の
呼
び
か
け
に
呼
応
し
て
、
全
国
市
長
会
議
を
開
催
し
、
連
邦
失
業
者
救
済
お
よ

び
大
規
模
な
公
共
事
業
支
出
を
連
邦
政
府
に
要
求
す
る
、
大
都
市
市
長
聞
の
連
帯
と
い
う
新
た
な
政
治
フ
ロ
ン
ト
を
構
築
し
た
こ
と
を
指
摘
し
て

い
る
。
六
月
一
日
の
市
長
会
議
に
は
、
デ
ト
ロ
イ
ト
市
長
マ

l
フ
ィ
他
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、

ボ
ス
ト
ン
、
ク
ザ

l
ブ
ラ
ン
ド
、
ミ
ル
ウ
ォ

i
キ
i
、

ミ
ネ
ア
ポ
リ
ソ
ス
、
デ
ン
バ
ー
、
リ
ッ
チ
モ
ン
ド
、
ニ
ュ

i
オ
l
ワ
ン
ズ
各
布
長
を
含
め
て
、
二
九
都
市
の
代
表
が
参
集
し
て
い
わ

)
O

三
二
年
前
半
、

各
都
市
に
共
通
し
て
み
ら
れ
た
失
業
救
済
活
動
の
決
定
的
な
危
機
を
受
け
て
、
国
有
の
都
市
問
題
へ
の
対
処
を
連
邦
政
府
に
働
き
か
け
る
大
都
市

五



五

を
中
心
と
し
た
市
長
レ
ベ
ル
の
紐
帯
が
、

こ
の
会
議
を
通
し
て
合
衆
昌
史
上
初
め
て
形
成
さ
れ
た
政
治
的
意
味
は
、
ゲ
ル
フ
ァ
ン
ド
が
言
う
よ
う

そ
の
後
の
マ

i
フ
ィ
ら
の
ワ
シ
ン
ト
ン
陳

情
を
遥
し
て
、
後
述
す
る
ガ

i
ナ

i
法
案
に
組
み
込
ま
れ
、
三
二
年
六
月
、
議
会
内
政
治
関
争
の
一
方
の
極
を
形
成
し
て
い
っ
句
。

に
長
期
的
ば
か
り
か
短
期
的
に
も
極
め
て
大
き
か
っ
た
。
六
月
一
日
市
長
会
議
が
採
択
し
た
要
求
は
、

以
上
み
た
ご
と
く
、
三
二
年
議
会
は
、
五
月
段
階
か
ら
、
何
ら
か
の
失
業
救
済
を
現
議
会
に
お
い
て
通
さ
ね
ば
な
ら
な
い
差
し
迫
っ
た
圧
力
を
、

そ
の
外
部
か
ち
感
じ
て
い
た
。
し
か
し
ま
た
、
右
に
記
し
た
要
因
は
、
出
来
の
連
邦
失
業
救
済
を
め
ぐ
る
論
議
か
ら
挺
れ
ば
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
そ
の

戦
列
に
加
わ
っ
た
新
た
な
列
挙
す
べ
き
要
因
で
も
る
っ
た
。
三
二
年
議
会
が
五
月
段
酷
か
ら
決
定
的
に
失
業
救
済
関
題
へ
の
対
処
を
迫
ら
れ
て
い

た
背
景
に
は
、
い
ま
一
つ
、
連
邦
失
業
救
済
の
是
非
を
め
ぐ
る
旧
来
の
政
治
構
図
の
転
換
が
あ
っ
た
。
と
の
転
換
を
惹
起
し
た
の
が
、
他
な
ら
ぬ
三

二
年
五
月
中
葉
か
ら
六
月
-
初
旬
に
か
け
て
の
シ
カ
ゴ
危
機
で
あ
っ
た
。
何
よ
り
シ
カ
ゴ
危
機
は
、
合
衆
国
の
健
全
性
の
保
持
と
い
う
論
理
で
、

そ

れ
ま
で
連
邦
失
業
救
済
に
猛
然
と
反
対
し
て
い
た
実
業
界
の
隊
列
を
突
き
崩
し
た
。

シ
カ
ゴ
金
融
界
、
産
業
界
が
自
ら
に
向
い
た
挑
戦
を
呂
避
す

る
た
め
に
も
、
い
ま
や
連
邦
失
業
救
済
を
求
め
る
最
先
端
に
立
っ
た
事
態
を
、
連
邦
議
会
ま
た
フ

i
ヴ
ァ
!
も
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

フ
i
ヴ
ァ

i
が
、
三
二
年
二
月
戎
立
の
復
興
金
融
公
社
法
を
改
正
し
、

同
公
社
(
河
雪
。

5
2・cnzoロ
明
日

E
言
。

(
V
C
G
o
g
z
oロ
以
下
R
F
C

と
略
記
)
提
供
ロ

1
ン
と
し
て
州
レ
ベ
ル
の
行
政
機
関
に
、
失
業
救
済
を
自
的
と
す
る
連
邦
資
金
の
供
出
を
許
可
す
る
意
向
を
-
初
め
て
公
式
に
明

ら
か
に
し
た
の
は
、

五
月
一
二
日
で
あ
っ
た
。
翌
日
の
ニ
ュ

i
ヨ

i
ク
・
タ
イ
ム
ズ
紙
は
、

乙
の
フ

i
ヴ
ァ

i
・
プ
ラ
ン
を
一
面
二
段
抜
き
で
次

の
よ
う
に
報
じ
た
。

一
二
日
、
大
統
領
は
「
上
院
の
民
主
党
お
よ
び
共
和
党
指
導
者
、

ロ
ビ
ン
ソ
ン
、

ワ
ト
ソ
ン
と
会
見
し
、
民
間
企
業
の
再
生

産
活
動
を
刺
激
す
る
乙
と
、
州
お
よ
び
地
方
自
治
体
政
府
の
自
己
決
済
的
な
事
業
に
資
金
を
提
供
す
る
こ
と
、
お
よ
び
農
業
不
況
を
緩
和
し
、
失

業
中
の
市
民
を
救
済
す
る
た
め
、
州
政
府

i
i地
方
自
治
体
で
は
な
く

i
l
に
対
し
ロ

1
ン
を
提
供
す
る
こ
と
、
以
上
三
点
の
連
邦
救
済
計
画
を

提
案
す
る
よ
う
要
請
し
た
」
。

フ
i
ヴ
ァ
ー
は
こ
の
州
政
府
に
対
す
る
失
業
救
済
自
的
の

R
F
C
ロ
i
ン
と
し
て
、
二
億
五
千
万
ド
ル
か
ら
三
撞
ド
ル
を
示
唆
し
た
)
。
彼
は
そ



の
自
の
記
者
会
見
で
、

乙
の
提
案
に
彼
が
至
っ
た
背
景
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
た
。

「
現
時
点
ま
で
我
々
が
不
動
の
も
の
と
し
て
堅
持
し
て

き
た
政
策
は
、
困
窮
者
へ
の
救
済
責
荏
は
、
民
間
慈
善
団
体
、
地
方
自
治
体
、

お
よ
び
州
政
府
に
属
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

乙
の
基
本
的

政
策
は
、
今
後
も
変
更
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
在
の
救
済
手
段
お
よ
び
財
源
が
一
部
の
地
域
で
不
十
分
に
な
る
恐
れ
が
発

生
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、

こ
う
し
た
地
域
で
の
あ
り
う
る
山
崩
壊
を
担
止
す
る
た
め
に
、

必
要
と
す
る
州
に
資
金
援
助
を
与
え
る
べ
く
」
、

復
興
金

R
F
C
ロ
i
ン
は
、
州
公
債
の
引
き
受
け
と
い
う
形
を
と
る
か
、
あ
る
い
は
法
律
上
、
証
券
発
行
が
一
時

的
に
不
可
能
な
立
場
に
あ
る
郊
に
は
、
直
接
的
な

E
i
ン
と
い
う
形
を
と
っ
て
州
に
提
供
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
、
と
。

融
公
社
法
の
改
正
を
私
は
提
案
し
た
。

フ
l
ヴ
ァ

l
・
プ
ラ
ン
の
意

国
す
る
と
こ
ろ
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
。

五
月
一
二
日
、
彼
が
こ
の
プ
ラ
ン
を
明
示
し
た
時
点
は
、

五
月
後
半
か
ち
六
月
初
旬
に
か
け
て
露
呈
す
る

シ
カ
ゴ
危
機
に
若
干
時
間
的
に
は
先
行
し
て
い
た
。
し
か
し
フ

i
ヴ
ァ
ー
に
と
っ
て
、
彼
が
と
の
記
者
会
見
で
言
う
予
想
さ
れ
う
る
崩
壊
と
は
、

ま
さ
に
シ
カ
ゴ
危
機
に
象
徴
さ
れ
て
い
た
。

そ
と
で
は
、

州
政
府
発
行
証
券
の
甫
中
未
消
化
と
い
う
事
態
を
背
景
に
、
失
業
救
済
の
関
鎖
と
い
う

政
治
的
危
機
が
、
金
融
機
関
の
責
任
と
い
う
問
題
と
董
接
的
に
連
動
す
る
設
措
に
ま
で
至
っ
て
い
た
。
本
来
、
金
融
機
関
へ
の
救
済
を
巨
的
と
し

て
設
置
さ
れ
た

R
F
C
の
州
政
府
に
対
す
る
失
業
救
済
ロ

Z
Z
E
-
-

ン
は
、
も
と
よ
り
失
業
救
済
活
動
へ
の
資
金
の
提
供
、

そ
の
活
動
の
持
続
を
本
義
と

す
る
も
の
で
は
あ
っ
た
が
、
毘
特
に
そ
れ
は
、
失
業
救
済
む
危
機
か
ら
金
融
機
関
の
責
在
と
負
担
を
免
除
し
て
い
く
と
い
う
意
味
で
、
間
接
的
と

は
い
え
極
め
て
政
治
的
な
金
融
機
構
に
対
す
る
援
助
で
も
あ
っ
た
。

五
月
一
二
日
の
フ

i
ヴ
ァ

i
提
案
に
対
し
、
上
院
で
は
ロ
パ
!
ト
・
ワ
グ
ナ

i
、
下
院
で
は
ジ
ョ
ン

-
N
・
ガ

i
ナ
ー
を
領
袖
と
し
て
、
国
庫

か
ら
の
公
共
事
業
支
出
を
要
求
す
る
雇
用
創
出
法
案
が
相
次
い
で
提
出
さ
れ
た
。
三
億
ド
ル
の

R
F
C
救
済
ロ
!
ン
支
出
と
、

事
業
支
出
法
案
を
ジ
ョ
イ
ン
ト
し
た
ワ
グ
ナ

i
法
案
(
五
月
二

0
5提
出
)
は
、

五
億
ド
ル
の
公
共

案
(
五
月
二
六
日
提
出
)

フ
i
ヴ
ァ

l
提
案
に
よ
り
近
い
形
を
と
っ
た
が
、
ガ

l
ナ
l
法

の
内
容
は
、
公
共
事
業
支
出
に
ワ
グ
ナ

i
法
案
に
倍
す
る
一

O
億
ド
ル
を
要
求
し
て
い
た
。
当
時
の
連
邦
支
出
規
摸
が

西

O
億
ド
ル
程
度
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
え
ば
、

乙
れ
に
薪
た
に
一

O
億
ド
ル
の
公
共
事
業
支
出
を
追
加
す
る
提
案
は
、
確
か
に
露
大
な
も
の
で
あ

五



五
回

っ
た
。

フ
i
ヴ
ァ
ー
は
、
財
政
均
衡
化
が
至
上
の
課
題
で
あ
る
現
下
に
お
い
て
は
、

悪
な
る
提
案
で
あ
る
と
し
て
、
強
く
反
発
し
た
。
六
月
中
旬
、
議
会
は
、

こ
の
公
共
事
業
支
出
は
経
済
居
復
を
遅
滞
せ
し
め
る
最
も
劣

フ
i
ヴ
ァ
!
の
意
図
と
公
共
事
業
支
出
論
と
が
激
し
く
衝
突
し
、
文
字

通
り
の
行
き
詰
り
に
陥
っ
た
。

ワ
グ
ナ

l
ち
の
上
院
グ
ル
ー
プ
は
、
下
院
ガ

i
ナ
i
法
案
お
よ
び
上
競
の
一
部
議
員
、

ッ
ト
ら
が
目
指
し
た
フ

i
ヴ
ァ
!
と
決
定
的
に
対
立
す
る
公
共
事
業
支
出
額
の
削
減
を
模
索
し
均
が
、
こ
う
し
た
ワ
グ
ナ
ー
ら
の
動
き
と
平
行
し

こ
の
段
階
で
、

ラ
フ
ォ
レ

て
、
シ
カ
ゴ
金
融
界
お
よ
び
シ
カ
ゴ
の
救
済
危
機
は
、
議
会
に
当
面
の
妥
協
を
迫
る
べ
く
極
め
て
印
象
的
な
役
割
を
果
し
て
い
た
。

シ
カ
ゴ
救
済
活
動
は
、
早
く
て
七
月
中
旬
、
遅
く
と
も
七
月
末
に
は
完
全
に
手
持
ち
財
源
を
払
拭
し
、
連
邦
失
業
救
済
が
な
い
限
り
、

シ
カ
ゴ

市
あ
る
い
は
イ
リ
ノ
イ
州
政
府
が
再
度
の
公
賓
を
発
行
す
る
以
外
に
、
救
済
活
動
の
完
全
停
止
は
不
可
避
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

は
、
も
は
や
い
か
な
る
新
公
債
の
発
行
も
引
き
受
け
難
い
こ
と
を
、
六
月
初
旬
繰
ち
返
し
公
式
に
表
明
し
て
い
旬
。
シ
カ
ゴ
金
融
界
の
動
き
は
複

シ
カ
ゴ
金
融
界

雑
で
か
つ
必
死
で
る
っ
た
。
六
月
中
旬
か
ら
後
半
、

し
て
い
た
。
ま
ず
セ
ン
ト
ラ
ル
・
リ
パ
ブ
リ
ッ
ク
の
救
済
が
彼
ら
に
と
っ
て
第
一
の
急
務
で
あ
っ
た

G

し
か
し
、

シ
カ
ゴ
金
融
界
は
、
前
述
し
た
セ
ン
ト
ラ
ル
・
リ
パ
ブ
リ
ッ
ク
銀
行
の
倒
産
の
危
機
に
震
動

乙
れ
と
並
ん
で
、

シ
カ
ゴ
金
融

界
を
失
業
救
済
の
負
担
か
ら
救
う
の
は
、

フ
i
ヴ
ァ

i
提
案
そ
し
て
ワ
グ
ナ

i
法
案
に
具
捧
化
さ
れ
た
、
州
政
府
に
対
す
る
三
権
ド
ル
の

R
F
C

失
業
救
済
ロ

i
ン
以
外
に
な
か
っ
た
。
い
か
な
る
公
共
事
業
支
出
案
に
先
が
け
て
も
、
失
業
救
済
R
F
C
ロ
i
ン
が
確
保
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ

た
。
六
月
二

O
日
、
ワ
シ
ン
ト
ン
に
大
規
模
な
代
表
団
を
送
り
こ
ん
だ
シ
カ
ゴ
金
融
界
お
よ
び
産
業
界
は
、
何
に
も
ま
し
て
、
三
議
ド
ル
の

R
F
C

こ
の
六
月
後
半
に
展
開
し
た
最
大
規
模
の
院
外
圧
力
団
体
で
あ
っ
樋
。
こ

失
業
救
済
ロ

i
ン
を
議
会
が
通
過
す
る
こ
と
を
求
め
た
点
に
お
い
て
、

の
時
点
で
、
ガ

I
ナ
i
ち
の
一

O
震
ド
ル
規
模
の
公
共
事
業
支
出
論
は
決
定
的
に
挫
折
し
た
。

最
終
的
に
は
緊
急
救
済
建
設
法
は
、
六
月
末
か
ら
七
月
初
旬
に
か
け
て
、

ワ
グ
ナ

i
、
ガ
i
ナ
i
両
法
案
の
両
院
会
議
に
お
け
る
謂
整
、
七
月

九
日
、

い
わ
ゆ
る
ワ
グ
ナ

i
・
ガ

i
ナ
i
法
案
の
両
院
成
立
、

こ
れ
に
対
す
る
フ

i
ヴ
ァ
!
の
拒
否
(
一

と
す
る
法
案
の
再
諺
正
と
い
う
経
過
を
た
ど
っ
て
、
七
月
一
六
日
議
会
を
通
過
、

二
一
目
、

ワ
グ
ナ
1
・
グ
ル

i
プ
を
中
心

フ
i
ヴ
ァ
!
の
署
名
を
う
け
て
成
立
し
句
。

R
F
C

一日)、



の
資
金
調
達
龍
力
の
拡
大
を
認
可
し
た
上
で
、
三
億
ド
ル
の

R
F
C
失
業
数
済
ロ

i
ン
の
州
政
府
へ
の
貸
与
、
自
己
決
済
的
な
公
共
事
業
、

お
よ

び
民
需
企
業
の
住
宅
建
設
に
対
す
る
一
五
億
ド
ル
ま
で
の

R
F
C
貸
付
け
が
同
法
で
認
め
ち
れ
、
最
後
に
、
三
信
ド
ル
強
の
公
共
事
業
国
産
支
出

が
毘
法
第
三
篇
に
お
い
て
認
め
ら
れ
て
い
か

)
O

そ
の
内
容
は
、

い
ず
れ
の
立
場
の
論
者
に
と
っ
て
も
妥
協
の
産
物
で
あ
っ
た
。
公
共
事
業
支
出
論

者
に
と
っ
て
は
、
三
億
ド
ル
強
に
そ
の
額
が
切
り
詰
め
ち
れ
た
ば
か
り
か
、

こ
の
支
出
に
は
、
す
で
に
認
可
さ
れ
た
特
定
の
公
共
事
業
と
い
う
枠

が
制
約
と
し
て
付
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、

フ
l
ヴ
ァ

i
も
ま
た
、

そ
の
限
り
の
一
定
規
模
の
公
共
事
業
支
出
を
ひ
と
ま
ず
甘
受
し
た
。
三
二
年

緊
急
救
済
建
設
法
の
核
心
は
、
疑
い
な
く
、
三
権
ド
ル
と
定
め
ら
れ
た
州
政
府
に
対
す
る
R
F
C
失
業
救
済
資
金
の
提
供
に
あ
っ
た
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
知
事
、

そ
し
て
乙
の
段
階
で
フ

i
ヴ
ァ

i
に
対
抗
す
る
民
主
党
大
統
領
挟
補
で
も
あ
っ
た
フ
ラ
ン
ク
ワ
ン
・

5
1
ズ
ヴ
ェ
ル

こ
う
し
た
失
業
救
済
の
あ
り
方
に
不
誌
を
示
し
た
。
救
済
が
連
邦
政
府
か
ら
の
無
償
供
出
で
は
な
く
、
州
政
庶
に
対
す
る
ロ
!
ン
と
し
て

提
供
さ
れ
た
こ
と
へ
の
不
満
で
あ
っ
鳩
。
し
か
し
、
彼
の
指
摘
は
結
果
と
し
て
は
さ
し
て
重
要
で
は
な
か
っ
た
。
い
ず
れ
ニ
ュ

i
デ
ィ

i
ル
期
に

入
っ
て
で
は
あ
る
が
、
各
州
政
府
は
、
罰
法
下
で
洪
与
さ
れ
た
資
金
の
返
済
義
務
を
無
条
件
で
免
除
さ
れ
て
い
っ
た
。
緊
急
救
済
建
設
法
が
R
F
C

k
l
斗
品
、

'
'
乱
射
電

ロを
E・E・

-a

ン
と
い
う
失
業
救
済
形
態
を
と
っ
た
乙
と
は
、
合
衆
冨
財
政
史
上
、
連
邦
と
州
そ
し
て
地
方
自
治
体
が
財
政
上
の
相
互
連
結
を
始
め
る
と
い

う
こ
の
間
の
歴
史
的
移
行
過
程
の
中
で
、

そ
の
移
行
期
に
み
ら
れ
た
一
つ
の
政
治
的
便
法
と
も
言
っ
て
よ
く
、

こ
れ
に
よ
っ
て
連
邦
失
業
救
済
が

開
始
し
た
乙
と
に
変
り
は
な
か
っ
た
。
三

O
年
か
ら
三
二
年
に
至
る
変
動
の
下
で
、
合
衆
国
政
治
体
制
は
、

そ
れ
ま
で
ロ
ー
カ
ル
な
社
会
問
題
と

し
て
地
域
行
政
機
携
に
障
壁
し
て
き
た
失
業
救
済
を
、

よ
う
や
く
乙
乙
に
国
家
政
治
・
社
会
権
力
の
存
続
の
問
題
と
し
て
捉
え
、

そ
れ
へ
の
捷
策

を
連
邦
行
政
活
動
の
一
部
に
組
み
入
れ
た
。

こ
う
し
た
連
邦
行
政
機
構
の
変
容
は
、
確
か
に
合
衆
冨
政
治
体
制
の
基
本
的
変
革
と
は
言
い
難
か
っ

p

，、、、
A

、

土
カ

し
か
し
や
は
り
そ
の
政
治
構
造
と
行
政
基
盤
の
歴
史
的
再
編
成
の
一
っ
と
言
っ
て
よ
い
も
の
で
あ
っ
た
。

現
時
点
で
の
我
々
の
分
析
に
残
さ
れ
た
課
題
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
当
面
緊
急
避
難
的
性
格
を
も
っ
て
な
さ
れ
た
こ
の
政
治
体
制
の
再
編
成
が
、

そ
の
後
、
ど
の
よ
う
な
政
治
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
の
下
で
現
実
に
合
衆
昌
政
治
・
社
会
構
造
の
枠
組
に
定
着
し
て
い
っ
た
か
で
あ
っ
た
。

こ
の
占
…
に
つ

五
五
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五

緊
急
救
済
建
設
法
と
そ
の
後
の
シ
カ
ゴ

l

i
小
括
と
展
望
に
か
え
て

l

l

三
二
年
夏
、
緊
急
救
済
建
設
法
の
成
立
に
よ
っ
て
始
ま
っ
た
連
邦
失
業
救
済
の
開
始
は
、

そ
の
後
の
シ
カ
ゴ
の
失
業
開
題
、

と
り
わ
け
こ
れ
に

係
わ
っ
て
三
二
年
前
半
ま
で
に
シ
カ
ゴ
に
進
行
し
た
政
治
・
社
会
秩
序
の
危
機
状
況
に
、

ど
の
よ
う
な
変
化
を
与
え
て
い
っ
た
の
か
。

た
と
え

ば
、
そ
れ
ま
で
に
見
ち
れ
た
失
業
者
の
運
動
は
ど
の
よ
う
な
変
化
を
示
し
た
の
か
。
ま
た
失
業
者
救
済
機
関
は
、

そ
の
混
乱
し
た
状
況
を
い
か
に

立
て
直
し
て
い
っ
た
の
か
。

疑
い
な
く
、
合
衆
国
の
政
治
・
社
会
権
力
は
、

こ
の
連
邦
失
業
救
済
の
開
始
に
よ
っ
て
、
失
業
救
済
を
求
め
て
そ
れ
ま
で
に
拡
大
し
た
様
々
な

民
衆
運
動
あ
る
い
は
そ
の
論
理
に
、

一
方
的
に
圧
観
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た

G

む
し
ろ
実
は
、

こ
の
連
邦
失
業
救
済
と
い
う
新
し
い
資
金
の

動
員
は
、
地
域
レ
ベ
ル
の
既
存
政
治
・
社
会
権
力
に
と
っ
て
、
彼
ら
の
支
持
す
る
体
制
を
再
構
築
す
る
新
た
な
行
動
の
起
点
に
も
他
な
ち
な
か
っ

たっ

三
二
年
前
半
、

そ
の
論
理
は
さ
て
お
き
し
ば
し
ば
既
成
秩
序
の
枠
か
ら
は
み
出
し
、

あ
る
い
は
は
み
出
す
潜
在
力
を
持
っ
た
民
衆
運
動
の

振
幅
を
、
権
力
の
壌
を
拡
大
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
い
ま
一
度
新
た
な
秩
序
の
下
に
再
統
合
し
、
民
衆
の
行
動
を
そ
の
秩
序
枠
に
定
置
し
て
い
く
こ

と
、
連
邦
失
業
救
済
の
開
拾
が
三
二
年
七
月
時
点
で
地
域
レ
ベ
ル
の
政
治
・
社
会
権
力
に
与
え
た
課
題
は
、

一
面
で
は
右
の
ご
と
き
課
題
で
も
あ

っ
た
。筆

者
は
以
下
、
再
び
シ
カ
ゴ
を
例
に
と
っ
て
、

こ
の
連
邦
失
業
救
済
の
開
始
が
そ
の
後
の
地
域
レ
ベ
ル
の
政
治
・
社
会
秩
序
の
回
復
に
ど
の
よ

う
な
意
味
を
持
っ
た
か
を
分
析
す
る
。
時
期
は
三
三
年
初
頭
ま
で
に
摂
定
さ
れ
る
が
、

こ
の
隈
ら
れ
た
分
析
を
通
し
て
、
三
二
年
七
月
に
み
る
連

邦
失
業
救
済
の
開
始
が
、

そ
の
後
の
三

0
年
代
合
衆
国
政
治
・
社
会
の
畏
関
に
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
っ
た
か
を
展
望
す
る
こ
と
が
、
本
節
の
課

五
九



題
で
あ
る
。

持
っ
た
。

O 

こ
乙
で
は
あ
ら
か
じ
め
次
の
点
を
銘
記
し
て
お
こ
う
。
三
二
年
七
月
、
連
邦
失
業
救
済
む
開
始
は
、

つ
ま
る
と
こ
ろ
二
つ
の
側
面
を

そ
れ
は
、

一
方
で
失
業
者
の
救
済
を
三

0
年
代
、

そ
の
政
策
的
課

い
ま
や
合
衆
国
連
邦
政
治
の
基
本
的
政
治
課
題
の
一
つ
に
定
金
し
、

題
は
、
次
政
権
フ
ラ
ン
ク
ワ
ン
・
ロ
1
・i

ズ
ヴ
ェ
ル
ト
も
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
彼
は
こ
の
課
題
を
、
さ
ら
に
大
規
模
な
資
金
投
与
に

よ
っ
て
受
け
継
ぎ
拡
大
し
て
い
っ
た
。
し
か
し
、

ず
し
て
い
っ
た
。
連
邦
失
業
救
済
は
、

っ
た
。

こ
う
し
た
連
邦
失
業
救
済
は
ま
た
同
時
に
、
失
業
問
題
に
係
わ
る
民
衆
運
動
を
確
実
に
掘
り
く

三
0
年
代
合
衆
国
政
治
体
制
が
捧
制
の
一
部
化
す
る
、
新
た
な
秩
序
管
理
機
構
の
一
つ
に
も
他
な
ら
な
か

緊
急
救
済
建
設
法
成
立
後
の
連
邦
失
業
救
済
資
金
i
R
F
C
E
i
ン
の
流
れ
に
は
、
少
く
と
も
三
二
年
末
ま
で
、
異
常
と
い
っ
て
よ
い
一
つ
の

イリノイ州自け RFC失業救 済

資金交付

〈表的

交付決定日 交付額 対交イ付リノ総イ州額

第 1次交付 1932 年月2 $3，∞0，000 7M 27日

2 λ， 8月18日 6，000，0∞ $9，∞0，000 
3 N 9，ij24日 5，000，∞o 14，000.000 
4 必F 10月27日 6，303.150 20.303，150 
5 N 11月29日 4.935.672 25，238.822 
6 N 12月29B 7，255，000 32，493，822 

通常，救済資金の実擦の交付は，決

定自の数日後であった。したがって

第 6@]交付は，年があけて33年に入

って支出されたと思われる O

〈資料) New York Times，luly 28， Aug. 
19， Sep. 25， Oct. 28， Nov. 30， Dec. 
30， 1932より作成。

註

偏
り
が
あ
っ
た
。
七
月
二
七
日
、
ど
の
州
に
も
先
ん
じ
て

R
F
C
ロ
i
ン
を
最
初
に
獲
得
し
た

の
は
イ
リ
ノ
イ
州
で
あ
っ
た
。

こ
の
七
月
二
七
日
第
一
次
ロ

i
ン
む
成
立
か
ら
三
二
年
末
ま
で

を
見
れ
ば
、
事
態
は
き
ち
に
明
ち
か
で
あ
る
。

一
般
的
に

R
F
C
当
ロ
局
者
は
、

そ
の
救
済
ロ

i

ン
の
開
始
交
渉
に
あ
た
っ
て
、
各
州
政
府
さ
ら
に
地
方
自
治
体
に
自
力
の
努
力
を
な
お
執
劫
に

R
F
C
救
済
ロ

i
ン
交
付
は
三
二
年
末
ま
で
極
め
て
遅
々
と
し
て
い
た
。
し
か
し
、

要
求
し
、

イ
リ
ノ
イ
州
だ
け
は
倒
的
外
で
あ
っ
た
。
表
6
を
参
照
さ
れ
た
い
。
第
一
次
ロ

i
ン
か
ら
十
二
月

の
第
六
次
ロ

i
ン
成
立
ま
で
、

州
に
交
付
さ
れ
た
。
こ
の
総
額
は
、 ま

さ
に
毎
月
に
豆
っ
て
総
額
三
二
田
九
万
ド
ル
余
が
イ
リ
ノ
イ

R
F
C
が
十
二
月
ま
で
に
交
付
を
決
定
し
た
救
済
ロ

i
ン

総
額
一
龍
一
二

O
O万
ド
ル
の
、
実
に
三

O
パ
ー
セ
ン
ト
に
も
当
た
る
の
で
あ
る
。



さ
ら
に
付
言
し
て
お
こ
う
。

こ
の

R
F
C
ロ
l
ン
は
、

イ
リ
ノ
イ
州
が
州
緊
急
救
済
委
員
会
を
通
し
て
三
二
年
八
月
一
日
か
ら
三
三
年
一
月
一

日
ま
で
、
州
内
各
郡
に
供
出
し
た
救
済
資
金
総
額
の
誌
と
ん
ど
す
べ
て
を
賄
っ
て
い
た
。
し
か
も
こ
の
内
、
実
に
八
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
も
の
ぼ
る

に
投
与
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
疑
い
な
く
、
三
二
年
緊
急
救
済
建
設
法
に
よ
っ
て
最

二
O
九
二
万
六
九

O
四
ド
ル
が
、

ク
ッ
ク
郡
(
シ
カ
ゴ
地
域
)

大
の
恩
恵
を
受
け
た
の
は
シ
カ
ゴ
で
あ
っ
た
。
緊
急
救
済
建
設
法
成
立
後
C
R
F
C
ロ
'az--

ン
と
イ
リ
ノ
イ
、

と
く
に
シ
カ
ゴ
と
の
こ
の
異
常
と
も

言
え
る
関
係
は
、
緊
急
救
済
建
設
法
の
成
立
が
こ
の
時
点
で
持
っ
た
政
治
的
意
味
を
改
め
て
浮
き
彫
り
に
し
て
い
た
。
連
邦
失
業
救
済
は
、
最
も

失
業
問
題
を
め
ぐ
っ
て
秩
序
が
混
乱
し
て
い
た
地
域
に
ま
ず
投
与
さ
れ
た
。

そ
の
日
的
が
、
当
面
の
秩
序
の
回
復
で
あ
っ
た
こ
と
は
多
言
を
要
す

ま
い
。し

か
も
さ
ら
に
注
目
す
べ
き
は
、

R
F
C
ロ
i
ン
の
こ
の
連
続
的
投
入
が
、
三
二
年
、

一
方
的
に
守
勢
に
ま
わ
っ
て
い
た
シ
カ
ゴ
政
治
・
社
会

エ
リ
i
ト
の
富
有
の
体
制
再
構
築
の
動
き
を
、
他
の
ど
の
都
市
に
も
ま
し
て
早
め
る
と
い
う
、
薪
た
な
政
治
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
生
み
出
し
た
こ
と

で
あ
っ
た
。
一
二
二
年
五
月
か
ら
の
シ
カ
ゴ
失
業
救
済
危
機
は
、
十
月
二
七
日
第
四
次
ロ

l
ン
獲
得
時
か
ち
確
実
に
一
つ
の
峠
を
越
し
た
。
救
済
受

給
者
は
、
三
二
年
初
頭
の
一

O
万
世
帯
余
か
ら
十
月
に
は
一
六
万
八

0
0
0世
帯
に
ま
で
拡
大
し
て
い
た
。
コ
二
年
十
二
月
か
ら
の
家
賃
補
助
の

停
止
、
規
定
食
料
支
給
額
の
二
五
パ
ー
セ
ン
ト
減
な
ど
、

こ
の
間
救
済
内
容
の
低
下
は
極
端
に
深
刻
化
し
た
が
、

R
F
C
ロ
lg
・
-
ン
の
流
入
と
共
に

一
家
族
あ
た
り
平
均
月
額
支
給
は
二
九
・
九
六
ド
ル
)
、
救
済
資
金
の
払
底
、
救
済
ス
テ
!
シ
ョ

救
済
内
容
も
侶
状
に
復
帰
し
(
十
一
月
段
階
で
、

ン
の
閉
鎖
と
い
う
決
定
的
不
安
は
確
実
に
遠
の
い
た
。

こ
の
機
を
捉
え
て
、

ゴ
一
年
十
一
月
を
境
に
シ
カ
ゴ
政
治
・
社
会
エ
ワ

i
ト
が
明
瞭
な
形

で
開
始
し
た
体
制
再
構
築
の
動
き
は
、
同
時
期
、
抱
の
都
市
地
域
に
お
け
る
救
済
危
機
の
持
続
と
い
う
状
況
を
考
え
あ
わ
せ
れ
ば
、
幾
分
か
異
様

と
も
言
え
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
し
か
し
、

そ
れ
は
ま
ぎ
れ
も
な
く
コ
三
年
後
半
の
重
要
な
一
政
治
・
社
会
動
態
を
形
づ
く
る
も
の
で
あ
っ
た
。

シ
カ
ゴ
に
お
け
る
体
制
再
構
築
の
動
き
は
、

シ
カ
ゴ
・
ト
リ
ビ
ュ
!
ン
紙
を
先
頭
と
し
た
思
想
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
展
開
と
し
て

始
ま
っ
た
。
管
見
の
限
り
で
辻
、
十
一
月
一
日
付
詞
祇
社
説
「
詔
人
と
富
家
」
が
そ
の
鳴
矢
で
あ
っ
た
。
同
社
説
の
主
眼
は
、
既
述
し
た
ご
と
く

ま
ず
第
一
に
、

-'-勾./、、
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三
二
年
前
半
、
失
業
問
題
へ
の
長
期
的
対
策
と
し
て
シ
カ
ゴ
政
界
の
左
翼
か
ち
提
起
さ
れ
た
連
邦
規
模
の
失
業
保
険
制
度
プ
ラ
ン
を
、
社
会
主
義

的
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
叩
き
、
失
業
保
険
制
度
問
題
に
つ
い
て
独
自
の
思
想
戦
線
を
構
築
す
る
乙
と
に
あ
っ
た
。
す
で
に
こ
の
時
点
で
失
業
保
険

制
度
は
、
共
産
党
、
社
会
党
と
い
っ
た
左
翼
ば
か
り
か
、
全
菌
社
会
事
業
会
議
を
中
心
と
し
た
社
会
事
業
家
層
、

リ
ベ
ラ
ル
な
中
産
措
級
的
労
働

立
法
推
進
国
体
「
ア
メ
リ
カ
労
働
立
法
協
会
」
、
さ
ら
に
は
コ
二
年
ま
で
こ
れ
に
反
対
し
て
い
た

A
F
L
、
は
て
は
、
三
二
年
民
主
党
綱
領
に
さ
え

謡
わ
れ
始
め
て
い
た
。
し
か
し
そ
こ
で
主
張
さ
れ
て
い
た
の
は
、
連
邦
政
府
直
轄
の
国
費
と
企
業
家
負
担
に
よ
る
失
業
保
険
プ
ラ
ン
か
ら
、
被
傭

者
負
担
を
重
視
す
る
州
レ
ベ
ル
の
個
別
プ
ラ
ン
へ
と
、
内
容
は
極
め
て
多
様
で
あ
っ
た
。
右
社
説
は
、

乙
の
錯
綜
し
た
失
業
保
険
論
議
に
一
石
を

投
じ
、

お
そ
ち
く
何
ち
か
の
保
険
制
度
の
導
入
が
将
来
不
可
避
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、

そ
の
論
争
に
可
能
な
限
り
右
よ
り
の
路
線
を
提
起
す
る
こ

と
を
、
最
大
の
根
呂
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

シ
カ
ゴ
・
ト
ワ
ビ
ュ
!
ン
が
投
じ
る
波
紋
は
、

こ
の
数
日
後
さ
ら
に
大
き
な
円
を
描
い
た
。
失
業
救
済
そ
の
も
の
を
温
上
に
あ
げ
、

乙
の
時
点

で
の
シ
カ
ゴ
の
政
治
思
想
を
ま
さ
に
再
断
し
よ
う
と
し
た
、
十
一
月
九
日
付
社
説
「
義
援
へ
の
権
利
」
が
そ
れ
で
あ
る
。
言
い
が
か
り
に
も
等
し

い
議
論
の
筋
立
て
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
背
景
に
深
刻
な
内
容
を
含
む
と
の
社
説
を
以
下
大
筋
紹
介
し
て
み
よ
う
。

「
先
日
、

イ
ワ
ノ
イ
州
緊
急
救
済
委
員
会
の
事
務
所
で
あ
る
会
談
が
も
た
れ
た
。

席
上
、
『
失
業
者
組
織
』

の
ス
ポ
!
ク
ス
マ
ン
と
称
す
る
人

々
が
、
救
済
は
配
給
と
し
て
で
は
な
く
現
金
で
支
給
さ
れ
る
べ
き
こ
と
、

ま
た
現
在
争
点
と
な
っ
て
い
る
(
救
済
財
源
充
当
の
為
の
州
;
!
筆
者

注
)
売
上
税
に
反
対
で
あ
る
と
と
、
:
:
:
そ
の
代
り
に
法
人
税
の
引
き
上
げ
」
、

高
額
所
得
者
へ
の
課
税
等
を
要
求
し
た
。

会
談
に
出
席
し
た
救

済
委
員
会
の
当
局
者
は
、

何
故
乙
の
連
中
を
直
ち
に
退
去
さ
せ
る
と
い
う
、
「
明
日
に
正
当
な
行
動
」
を
執
与
な
か
っ
た
の
か
。

我
々
が
こ
う
主

張
す
る
の
は
、

ζ

の
連
中
の
提
案
が
愚
劣
で
あ
る
ば
か
り
か
、
彼
ら
の
主
張
が
ま
さ
に
「
分
を
過
ぎ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
起
因
す
る
」
。

失
業
救
済
受
給
者
と
は
そ
も
そ
も
何
者
な
の
か
。
彼
ち
は
ま
ぎ
れ
も
な
く
「
チ
ャ
リ
テ
ィ
の
対
象
者
な
の
で
あ
る
。
:
:
:
彼
ち
に
は
そ
も
そ
も

彼
ら
自
身
、
彼
ら
の
家
族
、

ま
た
我
々
の
政
府
を
財
政
的
に
支
持
し
、
援
助
す
る
義
務
が
あ
っ
た
。
何
ら
か
の
理
由
に
よ
っ
て
、
彼
ら
は
そ
の
義



務
を
果
す
乙
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
社
会
は
、
経
済
的
烈
風
が
多
く
の
堅
実
な
市
民
の
仕
事
や
貯
蓄
を
奪
っ
た
原
因
で
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
、

そ

う
し
た
理
解
が
、
救
済
に
対
す
る
私
的
義
指
金
や
、
公
的
資
金
の
支
出
と
い
う
姿
を
と
っ
た
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
こ
の
救
済
金
は
、
烈
嵐
に
よ
っ

て
犠
牲
と
な
っ
た
人
々
わ
与
え
ら
れ
る
権
利
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
彼
ら
の
物
理
的
苦
悩
を
緩
和
し
よ
う
と
す
る
社
会
の
愛
靖
と
顕
望
に
よ
っ
て
、

供
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
」
。
だ
れ
も
こ
の
連
中
が
、
社
会
の
こ
う
し
た
愛
情
に
感
謝
の
意
を
表
す
こ
と
を
期
待
し
て
は
い
な
い
が
、
少
な
く
と
も
救

済
委
員
会
当
局
者
は
、
彼
ら
に
常
識
的
な
ふ
る
ま
い
を
期
待
す
る
権
利
を
持
っ
て
い
る
。

が
窓
患
に
応
対
し
た
こ
と
は
、

「
彼
ら
の
分
を
過
ぎ
た
主
張
に
対
し
、

こ
の
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
告
の
厚
か
ま
し
き
以
上
に
笑
止
に
植
い
す
る
」
。

委
員
会
当
局
者

お
そ
ら
く
シ
カ
ゴ
・
ト
ワ
ピ
ュ

i
ン
が
十
一
月
に
畏
関
し
た
一
連
の
思
想
キ
ャ
ン
ペ

i
ン
の
中
で
も
、

こ
わ
社
説
は
最
も
重
要
な
意
味
と
衝
撃

力
を
持
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

乙
の
社
説
が
模
を
打
ち
込
ん
だ
シ
カ
ゴ
の
政
治
思
想
の
全
体
構
図
、

そ
し
て
こ
の
社
説
が
そ
こ
で
結
集
し
よ
う
と

し
た
新
し
い
政
治
勢
力
は
、

ま
ぎ
れ
も
な
く
そ
の
後
の
シ
カ
ゴ
政
治
・
社
会
の
展
開
を
支
え
る
新
し
い
構
造
で
あ
っ
た
。

そ
の
構
造
が
目
指
す
体

制
と
は
、
改
め
て
言
え
ば
以
下
の
ご
と
き
も
の
で
あ
っ
た
。

ト
リ
ビ
ュ

i
ン
抵
は
な
に
に
も
増
し
て
こ
と
で
、
失
業
救
済
の
拡
大
が
法
人
説
、
累

進
所
得
税
に
孫
わ
る
税
制
の
改
革
に
向
か
う
乙
と
を
、
断
毘
と
し
て
担
止
す
る
意
志
を
明
確
に
し
て
い
た
。
同
紙
が
以
後
も
繰
返
し
語
っ
た
よ
う

に
、
民
間
に
蓄
積
さ
れ
た
私
的
資
本
の
活
動
こ
そ
が
、
経
済
回
復
の
究
極
的
主
導
力
で
あ
り
、
少
数
者
で
あ
る
失
業
者
の
た
め
に
こ
の
資
本
を
徴

収
し
桔
混
さ
せ
る
こ
と
は
、
合
衆
国
政
治
・
経
済
構
造
の
恒
久
的
破
壊
に
繋
が
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
右
の
ト
リ
ピ
ュ
!
ン
紙
の
主
張
は
、

シ
カ

ゴ
金
融
界
、
産
業
界
の
意
向
と
完
全
に
合
致
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
あ
わ
せ
て
、
失
業
救
済
を
求
め
て
広
が
る
民
衆
運
動
か
ら
、

そ
の
運
動
の
草

の
根
的
論
理
を
奪
い
、
当
面
安
定
化
し
始
め
た
救
済
機
関
の
掌
握
下
に
、
救
済
受
給
者
を
従
旗
な
行
政
の
被
保
護
者
と
し
て
改
め
て
再
編
成
し
て

い
く
こ
と
も
、
彼
ら
が
こ
こ
で
明
示
し
た
い
ま
一
つ
の
課
題
で
あ
っ
た
。
救
済
が
個
人
に
と
っ
て
も
、

ま
た
社
会
に
と
っ
て
も
、
あ
く
ま
で
暫
定

的
な
社
会
安
定
装
置
で
あ
る
と
と
、

そ
し
て
こ
う
し
た
救
済
を
い
か
に
支
給
す
る
か
の
権
限
は
、
行
政
と
い
う
権
力
の
手
に
最
終
的
に
保
持
さ
れ

る
と
い
う
論
理
乙
そ
、

こ
こ
で
彼
ら
が
守
る
べ
き
一
線
と
し
て
明
示
し
た
、

失
業
救
済
活
動
へ
の
新
た
な
捧
討
の
論
理
で
あ
っ
た
。

「
再
建
の
時

-'→ 
/¥ 



六
回

代」、

こ
れ
誌
三
二
年
十
二
月
、

シ
カ
ゴ
実
業
界
の
中
心
的
意
志
統
一
機
関
、

シ
カ
ゴ
商
業
連
合
の
機
関
誌

『
コ
マ
ン
ス
』
に
、

シ
カ
ゴ
金
融
界

の
有
力
者
ロ
ブ
デ
ル
が
寄
せ
た
論
稿
の
タ
イ
ト
ル
で
あ
る
。

乙
の
論
稿
で
ロ
ブ
デ
ル
は
、
合
衆
菌
が
い
ま
や
再
建
の
時
代
に
向
か
い
つ
つ
あ
る
こ

と
を
指
摘
し
、
産
業
政
策
、
税
制
問
題
等
に
つ
い
て
、
明
確
に
保
守
的
な
立
場
に
た
っ
た
産
業
界
の
長
期
的
目
標
設
定
と
意
志
統
一
を
呼
び
か
け

て
い
た
。

こ
こ
で
シ
カ
ゴ
・
ト
リ
ビ
ュ
!
ン
が
提
起
し
た
シ
カ
ゴ
失
業
救
済
活
動
の
新
た
な
枠
制
再
講
築
へ
の
動
き
は
、
な
お
増
加
を
続
け

る
失
業
者
の
群
、
三
二
年
前
半
に
一
度
は
緩
ん
だ
シ
カ
ゴ
救
済
機
関
網
の
民
衆
掌
握
力
、
そ
の
機
関
に
独
自
の
発
言
力
を
求
め
る
民
衆
の
運
動
慣

も
と
よ
り
、

性
を
考
え
れ
ば
、
短
期
間
に
そ
の
意
志
を
貫
徹
し
う
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

そ
の
意
味
で
、

シ
カ
ゴ
に
お
け
る
三
二
年
後
半
か
ろ
三
三
年
の
時

期
は
、
な
お
新
し
い
体
制
構
築
に
向
け
て
の
過
渡
期
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

こ
と
で
我
々
が
明
記
し
て
お
く
べ
き
は
、

そ
の
体
制
再
講
築
が
、

こ

の
三
二
年
十
一
月
と
い
う
時
点
に
お
い
て
は
、
す
で
に
明
確
な
一
つ
の
方
向
性
と
運
動
主
体
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。

2 

議
論
を
理
念
の
問
題
か
ち
機
構
の
問
題
に
移
し
て
い
と
う
。
政
治
的
に
は
、

シ
カ
ゴ
救
済
機
関
縞
の
三
二
年
後
半
期
に
始
ま
る
体
制
再
構
築
の

過
程
は
、

ト
リ
ビ
ュ

i
ン
抵
が
唱
導
す
る
ほ
ど
に
は
単
純
で
も
ま
た
直
線
的
で
も
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

そ
れ
も
確
実
に
一
つ
の
方
向
を
目
指
し

て
い
た
。
す
で
に
コ
二
年
時
点
に
お
い
て
も
、
月
三

0
ド
ル
と
い
う
救
済
額
は
、

長
期
立
失
業
し
貯
蓄
が
枯
渇
し
た
家
庭
に
与
え
ら
れ
る
額
と
し

そ
の
改
善
の
必
要
が
あ
る
こ
と
は
、
救
済
当
局
者
に
お
い
て
さ
え
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
三
二
年
、
救
済
資
金

て
は
い
か
に
も
抵
い
も
の
で
あ
り
、

そ
の
も
の
の
払
底
と
い
う
危
機
状
況
の
下
で
、

と
の
救
済
額
自
体
の
論
議
は
ほ
と
ん
ど
顧
み
ら
れ
ず
、
救
済
の
持
続
そ
の
も
の
が
よ
り
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
は
い
た
が
、
救
済
受
給
者
に
と
っ
て
は
そ
れ
が
持
続
さ
れ
た
と
し
て
も
、
惨
め
な
最
低
限
の
生
活
費
で
あ
る
こ
と
に
変
り
は
な
か
っ

た
vo

三
二
年
後
半
以
降
の
シ
カ
ゴ
救
済
機
関
は
、
結
局
乙
の
救
済
額
の
目
立
っ
た
改
善
に
は
向
か
わ
な
か
っ
た
。
救
済
を
当
面
持
続
的
に
維
持
す



る
た
め
の
行
政
機
関
の
整
舗
が
、
第
一
の
課
題
で
あ
っ
た
。

共
機
関
に
統
合
さ
れ
て
い
っ
た
。

こ
の
間
、
救
済
機
関
の
資
金
源
は
公
的
資
金
に
一
元
化
さ
れ
、
救
済
執
行
機
関
も
公

そ
の
過
程
で
、
三

O
年
か
ら
三
二
年
初
頭
ま
で
シ
カ
ゴ
救
済
活
動
の
中
心
を
担
っ
た
民
間
頭
金
に
よ
る
救
済
活

動
は
、
公
共
機
関
に
肩
代
り
さ
れ
て
い
っ
た
。

こ
の
動
き
は
、
何
ら
か
の
税
制
改
革
に
よ
っ
て
、
失
業
救
済
活
動
の
拡
充
さ
ら
に
は
救
済
内
容
の

改
善
を
計
る
も
の
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、

そ
れ
な
り
に
肯
定
さ
れ
う
る
も
わ
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

そ
う
し
た
失
業
救
済
問
題
と
絡
め

た
税
制
改
革
、
と
く
に
法
人
税
、
累
進
所
得
税
に
係
わ
る
税
制
改
革
は
以
後
三

0
年
代
を
通
し
て
一
定
の
迂
余
曲
折
字
通
り
な
が
ら
も
、
基
本
的

な
富
あ
る
い
は
所
得
の
再
分
配
と
い
う
意
味
で
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。

以
後
の
失
業
救
済
活
動
が
こ
う
し
た
所
得
の
再
分
配
と
い
う
視
野
を
欠

き
、
む
し
ろ
逆
進
性
の
高
い
消
費
税
や
ガ
ソ
リ
ン
税
の
増
徴
、

さ
ら
に
は
公
儀
発
行
等
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、

乙
れ
以
後
の
失
業

救
済
行
政
と
は
つ
ま
る
と
こ
ろ
何
を
意
味
し
て
い
た
の
か
。
合
衆
国
資
本
主
義
は
、

こ
う
し
た
屠
大
な
失
業
に
よ
る
貧
困
者
を
ご
く
低
額
の
公
共

資
金
で
底
支
え
て
、
と
も
あ
れ
自
己
の
豊
鏡
な
資
本
力
を
維
持
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
か
っ
た
か
。

も
と
よ
り
右
の
問
題
は
す
で
に
我
々
の
叙
述
範
囲
を
越
え
、

ニュ

i
デ
ィ

i
ル
下
の
合
衆
菌
財
政
政
策
の
問
題
に
ま
で
及
ぶ
議
論
で
あ
り
、
筆

者
は
と
乙
で
右
の
問
題
を
さ
ら
に
敷
街
し
て
論
じ
る
力
量
を
当
面
持
た
な
い
。
し
か
し
、
す
で
に
三
二
年
末
の
段
階
で
、
先
に
み
た
シ
カ
ゴ
・
ト

リ
ピ
ュ

i
ン
紙
の
社
説
が
連
邦
行
政
の
拡
大
に
対
し
て
、

そ
れ
が
税
制
改
革
に
ま
で
及
ぶ
乙
と
を
い
ち
早
く
危
慎
し
始
め
税
制
改
革
へ
の
反
対
の

姿
勢
を
明
示
し
て
い
た
こ
と
は
、
我
々
の
以
下
の
議
論
に
と
っ
て
も
無
視
し
え
な
い
問
題
で
あ
っ
た
。
失
業
救
済
の
問
題
は
、
究
極
的
に
は
ど
の

よ
う
な
社
会
層
が
そ
れ
を
負
担
す
る
か
の
問
題
を
抜
き
に
し
て
は
論
じ
難
い
性
格
の
問
題
で
も
あ
っ
た
が
、
三
二
年
か
ら
三
三
年
の
合
衆
国
社
会

は
、
こ
の
問
題
を
文
字
通
り
緊
急
避
難
的
な

R
F
C
ロ
1
1

ン
そ
し
て
赤
字
財
政
に
よ
っ
て
田
避
し
、

ひ
と
ま
ず
民
間
が
す
で
に
負
担
し
難
く
な
っ

た
失
業
救
済
を
、
連
邦
そ
し
て
州
、
地
方
自
治
体
を
繋
ぐ
行
政
機
構
が
い
か
に
吸
収
す
る
か
を
最
大
の
課
題
と
し
て
い
た
。

そ
こ
で
は
、
失
業
救

済
を
行
政
レ
ベ
ル
で
ど
の
よ
う
に
整
備
す
る
か
が
、
行
政
機
構
が
当
面
抱
え
た
第
一
の
課
題
で
も
あ
っ
た
。

い
ま
一
度
改
め
て
論
じ
よ
う
。
三
二
年
後
半
以
降
に
み
さ
れ
た
シ
カ
ゴ
救
済
機
構
の
変
化
の
ま
ず
第
一
点
は
、
失
業
者
救
済
活
動
が
公
共
機
関

六
五
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に
一
元
化
さ
れ
て
い
く
こ
と
で
あ
っ
た
。

三
二
年
二
月
に
設
置
さ
れ
た
イ
リ
ノ
イ
州
緊
急
救
済
委
員
会
が
こ
の
三
二
年
二
月
時
点
か
ら
、

シ
カ
ゴ
地
域
救
済
活
動
の
主
た
る
資
金
提
供
機

関
で
あ
っ
た
こ
と
泣
す
で
に
上
述
し
た
。
三
二
年
二
月
以
降
、

こ
の
機
関
を
通
し
て
州
資
金
、
ま
た
八
月
以
降
は
連
邦
資
金
が
流
れ
た
。
資
金
面

で
は
す
で
に
乙
の
段
階
で
、
明
ら
か
に
公
的
機
関
に
一
元
化
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
州
緊
急
救
済
委
員
会
が
シ
カ
ゴ
地
区
救
済
活
動
に
交
付
す

る
資
金
が
実
擦
に
と
の
地
域
で
運
用
さ
れ
る
際
に
は
、

ク
ッ
ク
郡
公
共
福
祉
局
と
、
三
一
年
八
月
に
設
立
さ
れ
た
民
毘
慈
善
団
掠
の
資
金
調
達
機

関
、
ク
ッ
ク
郡
共
同
緊
急
救
済
基
金
の
二
つ
が
当
り
、
共
同
基
金
に
流
れ
る
資
金
は
、
本
来
民
間
機
関
で
あ
る
各
慈
善
団
体
救
済
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
っ
て
、
各
々
の
救
済
受
給
者
に
支
給
さ
れ
て
い
た
。
ち
な
み
に
州
緊
急
救
済
委
員
会
の
議
長
に
は
、
共
同
基
金
の
会
長
で
あ
っ
た
ラ
ア
ソ
ン

が
併
任
で
就
任
し
て
い
た
。
州
緊
急
救
済
委
員
会
は
三
二
年
秋
か
ら
、
こ
の
資
金
運
用
も
、
ク
ッ
ク
郡
公
共
福
祉
局
に
一
元
化
し
、
民
間
慈
善
団

件
を
シ
カ
ゴ
失
業
救
済
活
動
か
ら
切
り
離
す
方
針
を
明
ら
か
に
し
た
。
十
一
月
時
点
か
ち
こ
の
結
果
は
明
確
に
現
れ
始
め
、
各
民
間
救
済
ス
テ

i

公
共
福
祉
局
救
済
ス
テ

i
シ
ョ
ン
に
移
管
さ
れ
、
公
共
福
祉
局
が
い
ま
や
シ
カ
ゴ
地
域

失
業
者
救
済
の
中
心
機
関
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
が
な
か
っ
た
。

シ
ョ
ン
に
依
拠
し
て
い
た
失
業
に
よ
る
救
済
受
給
者
は
、

お
そ
ら
く
公
共
語
社
局
へ
の
こ
う
し
た
失
業
者
救
済
活
動
の
一
本
化
は
、

一
方
で
救
済
内
容
の
標
準
化
を
計
り
、
ま
た
機
関
内
む
意
志
決
定
を

迅
速
化
す
る
と
い
う
、
行
政
手
続
上
の
利
便
を
求
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
れ
は
同
時
に
、
失
業
者
救
済
活
動
に
対
す
る
民
間
の
負
担
を

肩
代
り
し
、

あ
わ
せ
て
、

救
済
受
給
者
に
対
す
る
行
政
的
掌
握
を
よ
り
強
固
に
す
る
機
関
的
意
志
の
現
れ
に
も
他
な
ら
な
か
っ
た
。

事
実
、

三
年
一
月
一
回
目
、

と
う
し
た
機
関
的
統
合
を
背
景
に
、

公
共
福
祉
局
は
、
従
来
か
ら
の
失
業
者
運
動
あ
る
い
辻
民
衆
レ
ベ
ル
の
自
然
発
火
的
な

運
動
に
と
っ
て
は
致
命
的
と
な
る
、
福
祉
局
内
部
の
機
構
再
編
成
を
通
達
し
た
。
三
二
年
初
頭
か
ら
各
所
の
救
済
ス
テ

i
シ
ョ
ン
が
、
様
々
な
諌

は
て
誌
沼
周
辺
住
区
失
業
者
組
織
の
自
然
発
火
的
な
攻
撃
の
標
的
記
な
っ
て
い
た
乙
と
誌
、
す
で
に
前
述
し
た
。

構
者
、
救
済
受
給
者
と
の
衝
突
、

と
う
し
た
直
接
救
済
執
行
体
と
民
衆
と
の
激
し
い
擦
れ
合
い
が
、
三
二
年
、
全
捧
と
し
て
シ
カ
ゴ
の
政
治
的
、
社
会
的
危
機
感
を
深
め
、
救
斉
活
動



へ
の
関
心
を
高
め
て
き
た
最
も
重
要
な
要
国
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
公
共
福
祉
局
は
こ
の
日
、
新
た
に
公
共
関
係
部
省
三
》
}
片
刃
o
F
Z
C
5

国

C
5
2
)
な
る
も
の
を
福
社
局
中
央
に
設
置
し
、
椙
々
の
救
済
ケ

i
ス
に
対
す
る
不
満
る
る
い
は
陳
情
は
、
以
後
す
べ
て
こ
の
公
共
関
係
部
で
処

こ
の
蓮
の
陳
情
を
一
切
受
け
つ
け
な
い
旨
決
定
し
た
。
調

理
さ
れ
る
べ
き
こ
と
、
救
済
の
直
接
執
行
者
で
あ
る
各
所
の
救
済
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、

々
の
救
済
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
向
け
ら
れ
る
食
糧
暴
動
の
ご
と
き
行
為
は
、

な
お
さ
ら
今
後
一
切
許
容
さ
れ
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

失
業
者
救
済
に
つ
い
て
独
自
の
発
言
や
運
動
を
展
開
す
る
失
業
者
組
織
に
と
っ
て
、

そ
れ
は
ま
ぎ
れ
も
な
く
深
刻
な
意
味
を
持
つ
決
定
で
あ
っ

た
。
こ
の
決
定
に
対
し
、

シ
カ
ゴ
失
業
者
運
動
組
織
の
一
一
翼
シ
カ
ゴ
労
働
者
失
業
委
員
会
は
、
激
し
い
抗
議
の
声
を
浴
び
せ
た
。
関
委
員
会
の
機

関
誌
『
ニ
ュ

i
-
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
』
は
、

こ
の
決
定
の
衝
撃
を
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
た
。

一
月
二
五
呂
、

「
何
ら
の
相
談
も
、

事
前
の
通
告
も

よ
〉
っ
こ
0

7
カ
ふ
/

ユ
ニ
オ
ン
・
パ

i
ク
に
新
た
に
設
置
さ
れ
た
こ
の
公
共
関
係
部
を
、
わ
れ
わ
れ
労
働
者
委
員
会
は
徹
底
的
に
不
満
足
な
代
物
、
政
治

彼
ら
の
組
識
に
対
す
る
直
接
的
攻
撃
と
見
倣
一
切
」
。

二
月
八
日
号
は
さ

家
へ
の
賄
賂
と
考
え
る
。
す
べ
て
の
失
業
者
グ
ル
ー
プ
は
乙
の
行
動
を
、

ら
に
壬
一
口
v

つ。

ク
ッ
ク
郡
当
局
お
よ
び
州
緊
急
救
済
委
員
会
に
対
し
、
我
々
は
公
共
関
係
部
の
設
置
に
抗
議
の
旨
を
明
ら
か
に
し
た
。
し
か
し
、
会

談
は
不
調
に
終
っ
た
。
会
談
で
彼
ら
は
「
彼
ら
の
み
が
、
救
済
行
政
の
責
任
を
負
う
も
の
で
あ
る
こ
と
、
救
済
行
政
の
運
営
に
つ
い
て
発
言
権
を

持
て〉

の
は

そ失
れ業
と者
もで
出は
てな
いく
け、
』彼

とら
いで
うあ
最る
後」ー
通と
諜い
がう
く立
り場
返を
さ明
れ確
たき に
」し
とた

換

す
れ
ば

と

の
組
織
は
我
々
の
組
織
で
あ
る

そ
れ
に
す

が
る
か
、

労
動
者
委
員
会
の
こ
う
し
た
受
け
取
め
方
は
、
同
委
員
会
の
そ
の
後
の
運
命
を
暗
示
し
て
い
た
。

い
ま
一
つ
の
史
料
を
み
よ
う
。

こ
の
時
期
、

ニ
ュ

i
・
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
誌
の
一
編
集
員
で
あ
っ
た
ロ
パ

i
ト
・

E
・
ア
ッ
シ
ァ

i
は、

翌
年
彼
が
シ
カ
ゴ
大
学
に
提
出
し
た
諺
士
論
文
に
お
い

て
、
乙
の
公
共
関
係
部
の
設
置
が
そ
の
後
の
シ
カ
ゴ
労
働
者
失
業
委
員
会
の
活
動
に
与
え
た
影
響
を
、
二
点
に
整
理
し
て
次
の
よ
う
に
分
析
し
て

い
た
。
彼
は
い
う
。
公
共
関
係
部
の
設
置
は
、

そ
の
後
の
シ
カ
ゴ
救
済
行
政
の
運
営
に
あ
た
っ
て
、
ヨ
ラ
デ
ィ
カ
ル
』
お
よ
び
『
ト
ラ
ブ
ル
・
メ

ー
カ

i
』
を
よ
り
徹
底
的
に
監
視
す
る
こ
と
を
可
能
と
し
た
」
。
抱
方
、

こ
う
し
た
事
態
の
進
行
と
共
に
、
労
働
者
委
員
会
は
そ
の
活
動
を
、
個
々

六
七



六
八

の
住
区
組
織
を
中
心
と
し
た
活
動
か
ら
、
中
央
組
織
を
中
心
と
し
た
も
の
へ
と
集
権
化
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
結
果
と
し
て
ロ

i
カ
ル

破
壊
さ
れ
て
い
っ
た
、

と

二
四
年
前
半
と
い
う
時
点
に
立
っ
た
ア
ッ
シ
ァ

l
は、

左
の
二
点
を
指
捺
し
た
上

組
織
の
自
立
性
は
稀
薄
化
し
、

で
、
労
働
者
委
員
会
の
当
面
の
実
情
を
次
の
よ
う
に
結
論
し
て
い
た
。

「
労
動
者
委
員
会
の
成
功
の
基
盤
は
、

住
区
救
済
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
な
さ

れ
た
様
々
な
接
触
の
上
に
あ
っ
た
」
。
こ
の
救
済
ス
テ

i
シ
ョ
ン
と
の
接
触
を
奪
う
公
共
関
係
部
の
設
置
か
る
、
「
失
業
者
組
織
は
、
も
し
か
つ
て

い
ま
や
既
存
の
政
治
・
社
会
秩
序
に
対
す
る
脅
威
で
あ
り
え
な
く
な
っ
た
」
。
三
三
年
五
月
以
降
、
「
失
業
運
動
に
加

そ
う
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、

わ
っ
た
ラ
ン
ク
・
ア
ン
ド
・
フ
ァ
イ
ル
の
メ
ン
バ
ー
た
ち
は
:
:
:
漸
次
脱
落
し
て
い
っ
た
。
救
済
の
資
金
源
が
地
方
自
治
体
か
与
ワ
シ
ン
ト
ン
に

移
行
し
て
以
来
基
調
で
あ
る
、
州
レ
ベ
ル
あ
る
い
は
全
国
レ
ベ
ル
へ
の

(
失
業
者
組
識
の

i
j筆
者
注
)
統
合
の
試
み
誌
、
現
在
強
力
な
も
の
で

どは
遠 な
いく
嬢
るま
無た
関さ
心し
でた
ある
るき成
、功

も
収
め
て

な

初
期
の
活
力
は
失
わ
れ
7こ

い
ま
組
識
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
燃
え
る
よ
う
な
熱
情
に
は
ほ

連
邦
救
済
資
金
の
流
入
に
よ
る
失
業
救
済
活
動
の
一
定
の
安
定
化
、
救
済
行
政
機
関
の
整
備
、
他
方
で
シ
カ
ゴ
政
治
・
社
会
エ
リ
ー
ト
の
救
済

行
政
に
対
す
る
執
換
な
締
め
つ
け
、
民
衆
的
行
動
に
対
す
る
規
制
、

こ
れ
ら
が
三
二
年
後
半
以
降
、

シ
カ
ゴ
の
失
業
者
救
済
活
動
を
あ
る
均
衡
的

状
態
へ
と
定
位
し
、
毘
時
に
そ
こ
に
一
定
の
秩
序
を
呂
復
し
て
い
く
主
要
な
力
で
あ
っ
た
。
か
つ
て
そ
の
自
発
的
な
行
動
力
に
よ
っ
て
失
業
者
運

動
の
生
命
力
を
下
か
ら
支
え
て
い
た
住
区
組
識
は
、

い
ま
や
公
共
関
孫
部
と
い
う
中
央
機
関
で
し
か
救
済
機
関
と
の
公
式
の
接
触
が
認
め
ら
れ
な

い
と
い
う
、
新
し
い
救
済
行
政
の
機
構
下
で
は
、

そ
の
F 
部
機
構
の
自
立
性ほ
をと
掠ん
部ど
しそ
集の
権存
化在
の の
傾意
向 味
がを
現失
れつ
始て
めい
7こ26t.こ
こ O

とア
はツ
、シ

公ア
共 i
関が
係言
部う
設よ
置う
に I乙
埋
め 三
乙三
ま年
れ以
た誇
行失

業
者
組
織
自
体
の
中
に
、

政
機
関
の
意
図
の
直
接
的
な
浸
透
の
過
程
で
あ
っ
た
。

失
業
者
組
識
は
た
し
か
に
そ
の
後
も
し
ば
ら
く
生
き
残
っ
た
。

し
か
し
、

こ
れ
ら
の
失

業
者
組
織
は
望
む
と
否
と
に
拘
ち
、
ず
、
三
三
年
か
ら
そ
の
運
動
を
救
済
行
政
に
規
定
さ
れ
、

こ
れ
に
管
理
さ
れ
る
存
在
へ
と
転
じ
て
い
っ
た
。

二
年
の
危
機
の
基
ま
に
あ
っ
た
、

住
民
単
位
で
起
る
失
業
者
の
自
発
的
な
救
済
の
拡
大
を
求
め
る
運
動
辻
、

確
実
に
そ
の
勢
い
を
失
っ
て
い
っ



た
。
失
業
者
組
識
は
、

こ
う
し
た
民
衆
運
動
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
時
、

し
ば
し
ば
党
派
的
な
運
動
家
グ
ル
ー
プ
あ
る
い
は
知
識
人
グ
ル

i
プ
の
そ

れ
に
変
質
し
、
失
業
救
済
の
質
的
向
上
、
税
制
改
革
あ
る
い
は
失
業
保
険
制
度
問
題
な
ど
に
な
お
多
く
の
課
題
を
残
し
な
が
ら
、

治
・
社
会
機
構
に
与
え
る
衝
撃
力
を
縮
小
し
て
い
っ
た
。

そ
の
運
動
が
政

3 

こ
れ
ま
で
の
議
論
を
最
後
に
次
の
よ
う
に
要
約
し
て
お
こ
う
。

シ
カ
ゴ
救
済
機
関
の
三
二
年
後
半
か
ら
三
三
年
初
頭
に
か
け
て
の
体
制
再
構
築

は
、
そ
の
一
面
で
は
確
か
に
歴
史
的
で
あ
っ
た
。
な
に
よ
り
、

こ
の
機
関
の
活
動
の
大
半
が
、

い
ま
や
連
邦
資
金
に
よ
っ
て
賠
わ
れ
、

そ
れ
が

七
万
世
害
余
(
三
三
年
初
頭
)

の
人
々
の
家
計
を
、
月
三

0
ド
ル
弱
と
い
う
決
し
て
豊
か
な
資
金
で
は
な
か
っ
た
が
と
も
あ
れ
支
え
て
い
た
現
実

は
、
三

O
年
時
点
で
の
合
衆
国
政
治
捧
制
で
は
想
像
も
で
き
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
換
言
す
れ
ば
、
合
衆
国
政
治
体
制
は
三
三
年
、
失
業
問
題
を

と
も
あ
れ
連
邦
レ
ベ
ル
の
政
治
過
程
に
く
み
入
れ
、
失
業
者
家
庭
の
倍
々
の
生
活
に
直
接
触
れ
あ
う
行
政
機
構
を
、

ひ
と
ま
ず
構
築
し
た
の
で
あ

る
。
し
か
し
、

こ
う
し
た
件
制
の
変
化
は
、
ま
た
毘
時
に
、

シ
カ
ゴ
地
域
に
一
三
年
か
ら
三
二
年
期
に
み
ち
れ
た
政
治
的
危
機
、
既
成
社
会
秩
序

の
弛
緩
を
、
連
邦
資
金
の
導
入
手
」
通
し
た
行
政
機
構
の
整
儀
に
よ
っ
て
立
て
直
し
、
民
衆
レ
ベ
ル
の
運
動
を
掘
り
く
ず
し
、
失
業
者
組
織
を
形
骸

つ
ま
る
と
こ
ろ
そ
の
運
動
φ

セ
既
成
秩
序
の
中
に
吸
収
、
去
勢
し
て
い
く
過
程
で
あ
っ
持
。
の
ち
に
シ
カ
ゴ
労
働
者
失
業
委
員
会
の
議
長
ボ

化
し
、

ル
ダ

i
ス
は
、
新
政
権
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
・
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
の
下
に
設
置
さ
れ
た
連
邦
緊
急
救
済
局
(
三
三
年
五
月
設
置
)
に
登
用
さ
れ
、
現
実

の
救
済
行
政
官
へ
と
転
身
し
て
い
っ
た
。
こ
の
事
実
は
、
失
業
救
済
の
問
題
が
三
三
年
後
半
以
降
、
も
は
や
民
衆
運
動
と
既
成
秩
序
と
い
う
対
抗

関
係
の
下
で
は
な
く
、
救
済
行
政
機
構
内
部
で
の
行
政
施
策
の
問
題
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
い
く
だ
ろ
う
こ
と
を
示
唆
し
て
い
た
。

そ
の
意
味
で
失

業
者
問
題
は
、
三
三
年
以
降
、
連
邦
政
府
機
構
内
に
た
し
か
に
国
有
の
一
地
位
と
政
治
的
認
知
を
受
け
て
は
い
た
が
、
他
方
で
、
三

O
年
か
ら
三

二
年
期
に
み
ら
れ
た
よ
う
な
ド
ラ
ス
テ
ィ
ク
な
衝
撃
力
を
も
は
や
持
た
な
か
っ
た
。

六
九



三
三
年
、

ュ
i
デ
ィ
!
ル
救
済
政
策
は
、

ロ
ー
ズ
ヴ
ェ

ル
ト
の
い
わ
ゆ
る

七
O 

一
二
年
失
業
問
題
を
め
ぐ
っ
て
最
も
深
刻
な
政
治
的
危
機
と
社
会

秩
序
の
混
乱
を
示
し
た
シ
カ
ゴ
に
お
い
て
は
、

か
か
る
変
化
を
踏
ま
え
た
地
平
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
。

ロ
ー
ズ
ヴ
ェ

ル
ト
政
権
下
の
失
業
救
済
行

政
に
は
、

多
数
の
社
会
事
業
家
や
ボ
ル
ダ

i
ス
の
ご
と
き
か
つ
て
の
運
動
家
が
中
央
機
関
か
ち
州
単
位
機
関
の
中
に
登
用
さ
れ
、

政
権
の
下
で
も
最
も
革
新
的
な
性
格
を
持
っ
た
。

そ
の
活
動
は
毘

し
か
し
、

そ
う
し
た
救
済
行
政
は
、

山地i
1
 

面
で
は
既
成
政
党
や
政
治
ボ
ス
勢
力
の
利
権
が
介
入
し
て
い
く
場
で
も
あ
っ
た
。

権
に
も
繋
が
り
始
め
て
い
く
時
、

た。

し
ば
し
ば
そ
の
中
央
レ
ベ
ル
ま
た
地
域
レ
ベ
ル
で
も
、

救
済
の
支
給
が
既
成
政
党
、

政
治
家
の
政
治
基
盤
の
強
化
、

手せ

失
業
救
済
は
し
ば
し
ば
そ
の
質
的
向
上
よ
り
も
、

と
も
あ
れ
持
続
の
方
が
よ
れ

J

重
要
な
問
題
へ
と
転
じ
て
い
っ

な
に
よ
り
、

そ
の
問
題
が
、

こ
う
し
た
既
成
政
治
家
層
の
し
め
つ
け
の
下
で
税
制
改
革
の
議
論
と
切
り
離
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
は
、

こ
の
後

の
失
業
救
済
問
題
の
愛
小
化
さ
れ
た
位
置
を
暗
示
し
て
い
た
。
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ウ
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の
研
究
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の
月
の
一
救
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ケ
l
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当
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月
支
給
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を
二

三
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O
二
ド
ル
と
指
摘
し
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い
る
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お
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ら
く
こ
の
誤
差
は
、
全
救
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ケ

i
ス
当

ち
の
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均
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と
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か
、
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族
当
り
の
平
均
を
と
る
か
で
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じ
た
差
異
で
あ
ろ
う
)
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た
だ
し
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ス
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も
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回
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5
・
失
業
救
済
の
た
め
に
一
定
の
財
源
が
当
面
必
要
で
あ
る
と
し
て
、
そ
れ
は
、

法
人
投
あ
る
い
は
高
額
所
得
者
へ
の
累
進
税
率
の
拡
大
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
お

上
税
に
よ
っ
て
充
当
す
べ
き
と
い
う
の
が
、
ト
リ
ビ
ュ

i
ン
紙
の
立
場
で
あ
っ
た

と
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
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三
二
年
十
一
月
以
降
、
シ
カ
ゴ
に
お
け
る
救
済
機
関
の
一
ケ
i
ス
当
り
救
済
支
給

額
の
推
移
に
つ
い
て
誌
、
ラ
ス
ウ
ェ
ぞ
り
の
研
究
が
挙
げ
る
統
計
が
現
在
筆
者
が

持
つ
唯
一
の
資
料
で
あ
る
。
こ
の
統
計
は
三
四
年
末
ま
で
に
留
り
、
三

0
年
代
を

通
し
て
見
る
に
は
不
十
分
で
あ
る
が
、
ひ
と
ま
ず
こ
れ
を
参
照
す
れ
ば
、
そ
の
後

の
推
移
の
大
枠
は
以
下
の
還
り
で
あ
る
。
三
二
年
十
一
月
時
点
で
の
シ
カ
ゴ
救
済

機
関
の
一
ケ
i
ス
当
り
平
均
救
済
支
給
額
は
、
右
の
統
計
に
よ
れ
ば
二
三
・

O
二

ド
ル
で
あ
っ
た
(
な
お
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
本
節
註
(
7
)
も
参
照
さ
れ
た
い
て

三
三
年
一
月
以
降
丹
、
三
カ
月
ご
と
に
そ
の
推
移
を
記
す
。
三
三
年
一
月
、
二
三
・

六
一
ド
ル
(
以
下
、
単
位
省
略
)
。
四
月
、
一
二
・
五
六
。
七
見
、
一
八
・
三
六
。

十
丹
、
三

0
・
七
回
。
三
四
年
一
月
、
二
回
・

O
六
。
四
月
、
二
八
・
四
七
。
七

月
、
二
九
・
二
。
十
月
、
三
三
・
二
ニ
。
乙
の
推
移
を
見
る
限
り
、
全
体
と
し

て
三
三
年
秋
田
知
頃
か
ち
、
救
済
支
給
額
に
若
干
の
改
善
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
そ
れ
が
目
立
っ
た
改
善
と
言
え
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
は
自
明
で

あ
ろ
う

i
lと
く
に
三
三
年
秋
期
以
降
の
物
価
の
上
昇
を
考
え
れ
ば
。
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三
二
年
秋
期
、
シ
カ
ゴ
で
は
再
び
通
常
の
、
シ
カ
ゴ
民
間
救
済
機
関
絹
に
よ
る
募

金
活
動
が
な
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
む
募
金
額
は
七
三

O
万
ド
ル
で
あ
っ
た
。
三

一
年
が
一

O
五
O
万
ド
ル
で
あ
っ
た
こ
と
を
想
起
さ
れ
た
い
。
筆
者
は
な
お
未
調

査
で
あ
る
が
、
三
三
年
以
降
を
見
れ
ば
、
そ
の
後
の
事
態
の
推
移
は
さ
ら
に
明
告

か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
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加
え
て
こ
の
問
、
失
業
者
運
動
の
儲
か
ら
は
、
教
法
相
行
政
へ
の
失
業
者
の
草
接
参

加
、
つ
ま
り
、
各
地
域
の
救
済
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
運
営
に
あ
た
っ
て
各
救
済
受
給

者
へ
の
支
給
額
の
決
定
、
島
る
い
は
支
給
者
の
認
定
に
つ
き
、
失
業
者
代
表
が
ケ

i
ス
・
ワ
i
カ
!
と
協
議
す
る
こ
と
を
求
め
る
行
政
へ
の
参
加
要
求
が
み
ち
れ
た

こ
と
も
、
こ
こ
で
は
あ
え
て
注
記
に
植
す
る
。
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乙
の
点
に
つ
い
て
は
、
本
文
で
主
と
し
て
分
析
し
た
シ
カ
ゴ
労
働
者
失
業
委
員
会

ば
か
り
か
、
共
産
党
系
の
失
業
者
組
織
、
失
業
者
評
議
会
も
同
様
で
あ
っ
た
。
こ

の
間
の
失
業
者
評
議
会
の
動
き
に
つ
い
て
、
最
も
一
信
頼
で
き
る
資
料
で
あ
る
三
九

年
の
ラ
ス
ウ
ェ
ル
ち
の
研
究
は
、
失
業
者
評
議
会
に
と
っ
て
も
三
三
年
初
頭
、
と

く
に
一
月
の
公
共
関
孫
部
の
設
置
が
大
き
な
転
機
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い

る
。
や
や
長
く
な
る
が
、
設
ら
の
指
摘
を
以
下
紹
介
し
て
お
く
。
三
三
年
一
月
、

七



(
お
)

公
共
関
係
部
の
設
置
に
よ
っ
て
、
「
救
済
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
対
す
る
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
の
可
能
性
が
遮
断
さ
れ
た
こ
と
は
、
失
業
者
評
議
会
に
と
っ
て
大
き

な
打
撃
で
あ
っ
た
」
。
こ
れ
以
後
、
「
あ
ら
ゆ
る
交
渉
は
、
大
衆
的
示
威
行
為
を
欠

く
、
機
講
上
の
手
続
き
を
通
し
て
行
な
わ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
失
業
者
評
議
会
の
ア

ピ
ー
ル
は
決
定
的
に
制
約
さ
れ
た
も
の
と
な
っ
た
」
。
(
引
用
部
改
行
)
「
変
化
す

る
状
況
が
、
共
産
党
系
組
織
の
側
に
政
策
の
変
更
を
捉
し
た
の
も
、
ま
さ
に
こ
の

時
期
で
あ
っ
た
。
以
前
に
お
い
て
は
失
業
労
働
者
は
衝
突
が
不
可
避
で
あ
る
状
況

に
お
い
て
さ
え
、
デ
モ
に
果
敢
に
参
加
し
た
が
、
公
共
関
係
部
設
霊
に
対
す
る
一

連
の
拡
議
デ
モ
が
警
官
の
激
し
い
規
制
を
受
け
た
後
、
彼
ら
誌
も
は
や
、
こ
う
し

た
覆
類
の
『
非
合
法
』
手
段
に
打
っ
て
出
る
力
を
失
っ
た
」
。
ワ
シ
ン
ト
ン
に
新

政
権
が
発
足
し
た
乙
と
も
あ
り
、
以
後
、
共
産
党
組
織
が
「
大
衆
的
抗
議
行
動

を
動
員
す
る
こ
と
誌
、
ま
す
ま
す
困
難
に
な
っ
て
い
っ
た
」
と
o

F

g
票
去
さ
品

回
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・

前
註
(
幻
)
で
記
し
た
通
り
、
シ
カ
ゴ
に
お
け
る
共
産
党
系
失
業
者
組
織
、
失
業
者

評
議
会
に
と
っ
て
、
三
三
年
初
頭
は
運
動
を
取
り
ま
く
客
観
的
状
況
の
重
要
な
転

機
で
毒
っ
た
が
、
こ
う
し
た
客
観
的
状
況
の
変
化
は
、
共
産
党
の
方
針
に
も
微
妙

に
反
映
し
て
い
っ
た
。
三

O
年
か
ら
三
二
年
に
か
け
て
の
合
衆
国
共
産
党
む
特
徴

は
、
本
稿
が
明
ら
か
に
し
た
通
り
、
失
業
者
評
議
会
を
介
し
た
失
業
者
の
組
織
化

を
第
一
の
政
治
課
題
と
し
、
こ
れ
に
中
心
的
エ
ネ
ル
ギ
i
を
注
ぐ
と
い
う
も
の
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
三
三
年
七
月
、
共
童
党
は
、
こ
の
失
業
者
の
大
衆
的
組
織

化
を
な
お
重
要
な
課
題
と
論
じ
る
一
方
、
そ
れ
と
平
行
し
て
、
い
ま
や
労
欝
運
動

(
工
場
)
に
浸
透
し
、
そ
こ
に
お
い
て
大
衆
的
党
を
建
設
す
る
こ
と
が
急
務
で
あ

七

(
お
)

(
お
)

(
お
)

る
と
主
張
し
て
い
た
。
平
行
し
て
と
い
う
表
現
は
、
実
は
、
代
え
て
と
い
う
意
味

に
も
近
か
っ
た
。
こ
れ
以
後
、
全
冨
産
業
譲
興
法
の
成
立
に
刺
激
さ
れ
て
の
労
働

運
動
の
拡
大
と
も
あ
い
ま
い
、
共
産
党
オ
ル
グ
の
失
業
者
組
織
か
ら
労
樺
組
織
戦

線
へ
の
記
置
転
換
は
、
セ
イ
モ
ア
が
言
う
よ
う
に
、
ま
す
ま
す
失
業
者
評
議
会
む

民
衆
的
基
盤
を
萎
縮
せ
し
め
て
い
っ
た
。
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三
三
年
以
降
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